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あとがき







本作の主なる登場人物の紹介　クラスメート編




後うしろ崎ざき孝たか郎お


広大のクラスのクラス委員長。広大とは昔からの腐れ縁。委員長と言うからには、優等生かと思いきや、髪を染めカラーシャツを愛用する一見ナンパ少年。しかし友情に厚く責任感もある男前……？　貴風愛紗ことアイシャ・ノーブルウィンドに気があるようだが、アイシャからまったく意に介されてない。そんな孝郎の明日はどっちだ。






先せん場ば兵ひよう衛え


やはり広大とは子供の頃からの友達。今時、めっきり見かけなくなったズック地の肩下げ学生鞄を愛用するナイスガイ。武術全般を嗜んでおり、学校では柔道部に所属。大和撫子と同じく絶滅危惧種の日本男児だが、なぜかこちらを嘆く声は余り多くない。家は老舗の煎餅屋。逢瀬桜子とは親戚に当たる。






下しも条じよう藍あお留る


ルックスだけでならしょうぶ沼高校トップクラス。しかし妙なテンションの言動が、それを台無しにしてるのは恵子と同じ。その為かなぜか恵子とは馬が合うようだ。親はとび職。意外や意外、こう見えても生粋の江戸っ子である。






下条朱あか璃り


藍留の双子の妹。通っている学校は別なので厳密にはクラスメートではない。藍留が広大たちと遊びに行く時はよく顔を出す。外見や性格も姉とまんま一緒。見分ける術はあるというがはてさて。時々、藍留と入れ替わってしょうぶ沼高校に来てるとか？






末すえ広ひろ彰あきら


見た目は真面目人間。しかしてむっつりスケベ、品性下劣なトラブルメーカー。教師や女生徒の前では、その本性を現さないのだから困ったもの。彼の真の姿を知るのは男子生徒と一部の女生徒だけである。残念ながら今回は出番無し。別になくてもいいか。






狭はざ間ま駿しゆん輔すけ


無駄にイケメンなオタク。「イケメン俳優として仮面ライダーに主演した後、声優に転身。ガンダムシリーズの主役兼シリーズ構成を担当する」という野心を持っている。本作では出番なし。『アイキャッチ』二巻を刮目して待て。









《ＰＨＡＳＥ―０６：００　雪～Snow～》







「♪ゆ～～きやこんこん、あられやこんこん。降ふっても降ってもまだ降り止やまぬ～～」

　こたつにすっぽりとくるまりながら恵けい子こがそう唄うたっている。

「♪犬は喜び庭駆かけ回まわり～～」

　そう唄いながら、恵子は身体を伸のばして引き戸を開けた。

「わ～～い、静しず花か。雪だよ、雪!!」

　引き戸を開けた向こうでは、一面の雪景色の中でティルがはしゃぎ回っていた。

「うん、すごく積もってるね」

　静花はコートに毛糸の帽ぼう子しと手て袋ぶくろと完全装備だが、ティルはコートを羽織った以外はいつもとさして変わらぬ格好だ。

「雪合戦しようよ、雪合戦！　前からやってみたかったんだ」

　ティルはそういいながら雪玉を作り始める。

「♪猫ねこはコタツで丸くなる～～」

　そう唄いながら視線を室内に戻もどす恵子に声を掛かける者がいた。

「さっさと戸を閉めなさいよ、寒いんだから」

　恵子同様、コタツに入って丸くなっているティオであった。

「一方、その時、鳥は……!?」

「雪」

　縁えん側がわから庭に飛び降りたティセはパッと勢いよく両手を広げた。

「雪、雪」

　静花同様、ティセも毛糸の帽子に手袋、マフラー、そしてコートと完全装備である。しかもコートがかなり厚ぼったいので、見た目はほとんどダルマのようだ。

「鳥は……、鳥は……。満足してるのかしら？」

「さぁなぁ」

　恵子から水を向けられた広こう大だいは、やはりコタツに入ったままＴＶを見ながら、他人事のように答えた。

「お姉ちゃんもティオも雪合戦しようよ！」

　雪玉を作りながらティルが庭先からそう言ってくる。しかしティオはますますコタツに深く入り込むだけだ。

「うるさいわね。私は寒いのは苦手なのよ」

　そう答えたティオにティセは手を差さし伸べるようにして言った。

「駄だ目めです、いけません。折せつ角かく、雪山に来たのですから、ティオも雪合戦をやるべきです」

「こんな雪山くんだりまで来たんだから、付き合ってあげたら？」

　やはりコタツに入ってる桜さくら子こは、蜜み柑かんの皮を剥むきながら言った。

「もう、桜子まで。私が寒いの苦手なの、知ってるでしょ」

「そうだったからしら」

　そう答えると桜子は蜜柑を口に放ほうり込む。

「あ、それロンや。ロン!!　ほい、七対子チートイツでドラ二！」

　広大たちが入っているコタツの横では雀じやん卓たくを囲む四人。クイックストーンことクリス早はや石いしと後うしろ崎ざき孝たか郎お、そしてＵＮｂＡＲの渋しぶ沢さわ課長と特別分室の藤ふじ岡おかだ。

「ええい、これで最下位か！　ネットゲーでやるのとは、やっぱり感覚が違ちがうなあ」

　孝郎はそうぼやく。

「麻雀マージヤン覚え立てという割には、早石さんはお強いですなあ」

　浴衣ゆかた姿すがたの渋沢も脱だつ帽ぼうだ。

「あのメイドを一度、ぎゃふんと言わせんと気が済まんからな。パチンコが駄目なら、今度は麻雀で勝負や」

　そんな会話を聞き流しながら、恵子は室内を見回して広大に尋たずねる。

「そういえばアンリみないわね。どうしたのよ」

「折角ここまで来たから滑すべってくるってさ。兵ひよう衛えや王子さま先生も一いつ緒しよだ」

　大して面おも白しろくもない年末特番を見ながら広大は答えた。

「げッ！　正気？　そもそもリフト動いてるの？　下手したら遭そう難なんするわよ」

「一応リフトは動いてるってさ。まぁ大だい丈じよう夫ぶだろう。無む駄だに体力ある連中ばかりだからな」

　外ではティセとティル、そして静花が雪合戦を始めていた。そこに何やら怪あやしげな装置を引きずってアーネチカが現れた。

「にゅふふ、あり合わせの道具で作っていた全自動雪合戦装置がようやく完成したのさ」

　コート姿のアーネチカが引きずってきたその装置は、昔のピッチングマシン玩具おもちやを思わせる形状をしている。

「さぁ、全自動雪合戦装置スノーマグナム！　今こそ雪合戦の新たな地平を開くのさ！」

　アーネチカがスイッチを入れるなり、全自動雪合戦装置スノーマグナムは、アイスクリームディッシャーのようなカップが付いたアームを高速回転させ、次から次へと雪玉を放り投げ始めた。しかし雪玉を投げる速度は驚きよう異い的てきではあるが、いかんせんコントロールが伴ともなっていない。雪玉はティセやティルにはなかなか当たってくれず、ほとんどが見けん当とう違ちがいの方向へ飛んでいく。

「ありゃ？　どこで間違えたかな？」

　首をひねるアーネチカだが、ティルは結構気に入ったようだ。

「あははは！　アーネチカ、すごいすごい!!」

「ティル、静花。私たちも負けていられませんね」

「うん、そうだね。お姉ちゃん」

　ティルはそう答え、雪玉をアーネチカと全自動雪合戦装置へ向かって投げつけた。

「よぉ～～し、ティル。私も手伝うね」

　静花はせっせと雪玉を作り、それをティルに渡わたす。ティルは完全に攻こう撃げきに専念だ。一方のティセはというと、作った雪玉を目より少し上の高さに掲かかげるようにしてしげしげと見つめている。どうやら雪玉をなかなか思い通りの形に作る事が出来ないようだ。しばし雪玉を観察した後、再びそれを握にぎり直す。全自動雪合戦装置から投げ出された雪玉がすぐ近くを通過しても、まったく気付いていないようだ。

「うるさいし、寒いから、戸を閉めちゃってよ」

　コタツに入ったままティオはまた恵子に向かって言った。

「はいはい」

　恵子が戸を閉めようと身体を伸ばした時だ。それに気付いた恵子は反射的に首を引っ込める。恵子の頭上を掠かすめた白い物体は、そのまま勢いよくティオの顔面に命中した。

　アーネチカの全自動雪合戦装置から放たれた雪玉である。

「あはははははは」

　そんなティオを見てティルは大笑いする。

「あんたたちねえ……！」

　顔から雪をどけるのももどかしげに、ティオはコタツから這はい出ると、そのまま縁側へ向かい、置いてあったブーツを履はくと庭に降りる。

「おお、誤ご爆ばくで参戦か!?　受けて立つぞ！」

　アーネチカは全自動雪合戦装置をティオに向けるが、生あい憎にくと照準の調整は済んでいない。ティオに向けても肝かん心じんの雪玉は気まぐれな方向へ飛とび交かうだけだ。

「大体、雪ぐらいで子供みたいにはしゃがないでよ！」

　そう言う割にはティオも庭に積もった雪をかき集め、雪玉を作ってアーネチカに投げ始めている。

「にゅふふふ、それでは三姉妹＋一の連合チーム対あーちゃんと脅きよう威いの科学力という事だな」

「頑がん張ばりましょう」

　そう言うティセにティルもうなずく。

「うん、頑張ろうね。静花、ティオ！」

「え？　ちょっと待ってよ、一体いつ私があんたたちの仲間って……」

　しかしティオの意思に構わず、雪合戦は再開されてしまった。

「ティオ、寒いのが苦手なら手袋くらいしなさい。それから高たか科しなさん、また雪玉飛び込んできそうだから、戸は閉めちゃって下さい」

　ティオにそう声を掛けてから、桜子は改めて恵子に向かって言った。

「まったく人使いが荒あらいんだから……」

　自分で戸を開けたにも拘かかわらず、恵子はぶつくさと言いながら戸の方へ手を伸ばす。その時、部屋のふすまが開き、アイシャと藍あお留る、朱あか璃り姉妹が手に手に鍋なべを抱かかえて入ってきた。

「皆みなさん、ぜんざいが出来ましたから、お召めし上あがり下さい。お昼が早めだったから、お腹なか空いてるでしょう」

「甘あま酒ざけもあるっすヨ～～！」

「温かいうちにどうぞっス！」

　アイシャたちはぜんざいや甘酒の入った鍋をコタツの上に置く。

「あらまぁ、何やっていたのかと思っていたら」

　恵子はアイシャたちが何をしていたのか知らなかったようで意外そうな顔をする。

「ええ、旅館の仲居さんにお尋ねしたら、厨ちゆう房ぼうを貸していただけるという事でしたので。何もしていないのも退たい屈くつですし、お二人にも手伝っていただけたものですから」

　どうやらアイシャと藍留、朱璃たちは、ぜんざいと甘酒を作っていたようだ。そう説明するアイシャに続いてこの旅館の女将おかみが入って来た。

「こんなたくさんのお客さんがいらっしゃるとは思わなかったので、大したお持てなしも出来ませんで申し訳ありません」

　座ざ敷しきに入るなり女将は深々と頭を下げた。そんな女将に最年長者の渋沢が笑って答える。

「いえいえ、こちらこそ調査不ふ充じゆう分ぶんでした。なにぶん急な事でしたもので」

「でもちゃんと調べておいででしたら、こちらにはいらっしゃらなかったでしょう」

「いや、まぁ。はははは」

　女将の言葉に渋沢は苦く笑しようする。

「あ、藤岡さん。それロン、ロン！」

「あ～～、後崎くん。悪いんだけど、それフリテンだよ。君、同じ牌はい切ってるでしょ」

「ああ!?　しまったー!!」

　孝郎は思わず頭を抱えた。

「コンピュータ麻雀だとチョンボやフリテンは教えてくれたりあがれなかったりするからなあ。それに慣れちゃうとリアルで打つのは厳しいよ」

「タイミングもいいし、この辺で切り上げようか。後崎くんもぜんざいでも食べて、餅もちみたいな粘ねばり強づよさを身につけた方がいいな。うん」

　渋沢は親父おやじギャグを飛ばしながら牌を片付ける。

「ティセ、静花ちゃん、ぜんざいが出来たわよ～～！　冷めないうちに食べちゃいましょう」

　恵子が庭先で雪合戦をしているティセたちにそう声を掛けた。

「ぜんざい」

　ティセが雪玉を握る手を止めて振ふり返かえる。

「聞きましたか、ティル、ティオ。ぜんざいだそうですよ」

「ティル、ぜんざいって食べた事ない～～」

「相変わらず食べ物の話となると意い地じ汚きたないわね」

「ぜんざいとは温かくて甘あまいものだそうです。食べないわけにはいきませんね」

「食べないわけにはいかないね」

「仕方ないわね、付き合ってあげるわよ」

　姉妹のそんな会話に静花はアーネチカへ向かって言った。

「シギイワート先生、一いつ旦たんお休みにしましょう。アイシャがぜんざいを作ってくれたみたいですよ」

「おお、ぜんざいか！　アニメで見た事があるが食べるのは初めてだ！　確か小豆あずきを甘く煮に込んだものだな！」

　全自動雪合戦装置を停止させ、アーネチカも縁側から部屋にあがってきた。

「こらこら、ちゃんと雪払はらいなさいよ」

　ぜんざいにつられて戻ってきたティセたち三姉妹やアーネチカに向かって恵子がそう注意する。

「しかし当初の予定からは、随ずい分ぶんとずれたけど、これはこれで楽しいかな」

　アイシャや女将を手伝い、お椀わんにぜんざいを盛りつけながら広大は言った。孝郎も広大にうなずく。

「だな。こっちの方がのんびりする。……あ、貴た風かぜさん。俺おれも手伝いますよ！」

「いえ、座すわっていて下さい。こちらの手は足りていますから」

　アイシャは笑えみを浮うかべてさりげなく孝郎の申し出を断った。手持ちぶさたになった孝郎は広大に水を向ける。

「そうだ、広大。王子さま先生たちには知らせなくていいのか？」

「携けい帯たいで連れん絡らくしてみるか。まぁこっちに戻ってくるのも一苦労だから、来るかどうかは分からないけど」

「お餅も小豆もまだ余よ裕ゆうがありますから、足りなければ後でまた作りますよ。そう付け加えておいて下さい」

「貴風さん。その時は、俺が手伝いますから！」

「え、ええ……。お願いします」

　すかさずそう言う孝郎に、アイシャは少したじろぎながらも笑みを浮かべて答えた。

「あれ、この小豆やお餅は旅館の人に用意して貰もらったの？」

　そう尋ねる広大に藍留、朱璃の方から答えが返ってきた。

「それが凄すごいんすヨ、旦だん那な！」

「アイシャがちゃんと準備してたんスよ！」

「あれ、でも……。あぁ、そうか」

　恵子はそれに気付いたが、最後まで口にする事はなかった。おそらくアイシャはｂｉｏビオクラフト形態になり、近くの町、いやひょっとしたら東京まで戻って、ぜんざいや甘酒の材料を調達してきたのだろう。

　藍留、朱璃たちはアイシャがｂｉｏクラフトだとは知らない。双ふた子ごはアイシャが最初からぜんざいや甘酒の準備をしてきたと思っているようだが、それで納なつ得とくしてるのならばそう思わせておいても問題はないはずだ。

「ぜんざい」

　ティセはよそって貰ったぜんざいの椀を、目より少し上の高さに掲げるように持ってジッと観察している。その横ではティル、ティオもなぜかほとんど同じ格好で、ぜんざいの椀を掲げ持っているのだ。しばしその光景を呆あきれたように見ていた広大だが、一つ嘆たん息そくすると言った。

「早く食べないと冷めるぞ」

　ティセはハッと我に返るとおもむろに箸はしを取りぜんざいを口にする。

「甘いですね」

「甘いね」

「甘いわね」

　一口食べてから三姉妹はそう確かく認にんしあう。

「あら、甘すぎましたか？」
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「いえ、そんな事はありません。アイシャ。甘くておいしいと思います」

「うん、おいしいよ、アイシャ！」

「あんたにしては上出来よ。アイシャ」

　三姉妹はそれぞれの言い方でアイシャを誉ほめると、再びぜんざいを食べ始めた。

「もうちょっと滑ってから来るってさ」

　アンリの携帯に連絡を取った広大がそう報告する。そして立ち上がると言った。

「それじゃ向かいの奥おく山やまさんにも声をかけてきます」

　広大は襖ふすまを開けて出ると、廊ろう下かの反対側にある部屋へ向かう。

「あの～～、奥山さん。お加減はいかがですか？　アイシャたちがぜんざい作ってくれたんで、良かったらご一緒にどうかと思いまして」

　襖を開けると、まだ昼下がりだというのに部屋の中央には布ふ団とんが敷かれ、そこではトレーナー姿の若い女性が横になっていた。

「あ～～、大おお空ぞらくん」

　突とつ然ぜんの発熱の為ためか、少しぼんやりした口調だ。その女性は奥山梨り枝え。ＵＮｂＡＲ日本支局で普ふ段だんは事務の仕事をしている。

「御ご免めんなさいね～～、私のドジでせっかくの旅行を台無しにしちゃって。挙げ句の果てに風か邪ぜ引いてダウンだなんて」

「いやぁ、これはこれで楽しいんじゃないですか。それに一人で寝ねているだけじゃ、治るものも治りませんよ。こっちでみんなと一緒に温かいものでも食べたらどうです？」

「そうね。少し熱も下がってきたみたいだから、お言葉に甘えさせて貰おうかしら」

　起き上がった奥山はトレーナーの裾すそに手を掛ける。そのままの格好で出てくると思って襖を開けたままにしていた広大は慌あわてて外に飛び出た。

「す、すいません！」

　後ろ手で襖を閉めながら広大はそう謝あやまる。

「御免なさい、私こそうっかりしていて。まだ熱でぼんやりしてるのかしら」

　襖の向こうから奥山がそう答えた。

　ティルや恵子の声が聞こえる部屋の前には『宇宙交流プランモデル校ご一行さま』という札が架かけられている。奥山がいる部屋もそうだ。

　そう、今日はＵＮｂＡＲ日本支局特別分室と宇宙交流プランモデル校の年末慰い安あん旅行の最中なのだ。

　もっともこの旅行。奥山の言ったとおり、当初の計画からはかなりずれた展開になっているのである。









ドリ取り占いの遊び方







●サイコロを用意します。

●正六面体の美しさをしばし観賞します。ドリルには敵いませんが、正六面体も充分に美しいものです。

●振ります。おもむろに。

●サイコロの目のページを参照します。



　1＝こちら

　2＝こちら

　3＝こちら

　4＝こちら

　5＝こちら

　6＝こちら





「項目の読み方」



　大吉　[image: ][image: ][image: ][image: ]　：良いことがありそうです。

　中吉　[image: ][image: ][image: ]　　：人並みの人生。

　小吉　[image: ][image: ]　　　：小さな幸せ。

　凶　　[image: ]　　　　：気にしない。

　大凶　　　　　　：ご愁傷さまです。

　ドリル[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]：素晴らしいですね。





「ティセさまのお言葉」



本作品のメインヒロインであるティセ子さん（公式愛称）がコメントしてくださいます。なんとなく有り難いような気がします。

ティセ子さん以外の人もコメントしてますが仕様です。




註：科学的根拠はありません。









[image: ]







《ＰＨＡＳＥ―０６：０１　イルミネーション～Illumination～》







「慰安旅行～～!?」

　そう言われた広こう大だいは怪け訝げんな顔で振り返った。

　話は数日前に遡さかのぼる。ちょうどクリスマス直前だ。

「これさね。職員室の前の掲けい示じ板ばんにも貼はってあっただろ」

　そう言ってアーネチカが差し出すプリントには『宇宙交流プランモデル校城東地区冬休み慰安旅行のお知らせ』と書いてあった。

　手に取りよく読んでみると、ＵＮｂＡＲ日本支局の主しゆ催さいで『宇宙交流プランモデル校』になってる学校の職員、生徒たちとの親しん睦ぼくを兼かねた慰安旅行が企き画かくされているらしい。

「ＵＮｂＡＲって暇ひまなのねえ」

　横から覗のぞき込んだ恵けい子こがそう言った。広大たちがいるのはＵＮｂＡＲ日本支局特別分室。その司令室だ。もっとも司令室というネーミングは思いっきりアーネチカの趣しゆ味みであり、実際は世界各地のＵＮｂＡＲ施し設せつから送られてくる情報を整理、分ぶん析せきする為の部屋である。

　広大たちが通うしょうぶ沼ぬま高校からほど近い北綾グラウンド地下にある特別分室には、この司令室の他ほかにも幾いくつか部屋がある。その一つがトレーニングルーム。ＵＮｂＡＲ職員だけではなく、広大たちも自由に利用できる。実際に今しがた広大も利用してきたばかりだ。

『グロリアスドーン』の審判ジヤツジメの剣ントソードモードが明らかになり、これからはまた戦い方が変わってくるだろうと、アイシャとアンリが練習相手になってくれたのである。もっとも竹刀しないを振り回まわしてどれだけ役に立つのか、広大としては今ひとつピンと来ない。

「確かに貼ってあったのは見ましたけど、全然、話題にはあがりませんでしたわね」

　アイシャもプリントを覗き込んでそう言った。その横では、ティセが背せ伸のびして必死にプリントを覗き込もうとしている。それに気付いた広大はティセにプリントを渡してやる。受け取ったティセは、例によってプリントを目より上に掲げ持ち、それを読み上げた。

「淡城あわぎスキーリゾート。スキーの他、スケートリンク、温泉、ディスコ、ミニシアターなど娯ご楽らく設備も完備」

「お、スキーか。そりゃいいな。ここんところ滑ってなかったからなあ」

　アイシャと一緒に広大のトレーニングに付き合っていたアンリが口を挟はさむ。そんなアンリに恵子は意外そうな顔をする。

「アンリ、スキーできるの？」

「おう、こうみえても雪上の貴公子と呼ばれていたんだぜ」

「いや、それはないない。どっちかという雪男でしょう」

「疑うんなら、実際に俺の滑りを見せてやろうじゃないか！」

　アンリが勢いに任せてそう言った時だ。

「んじゃアンリ追加ね。広大と恵子ちゃんもだな。そうなるとティセ、アイシャも一緒と……」

　何やら手元の紙にペンを走らせながらアーネチカは言った。

「は？　どこに行くんですか」

　自分の名前が挙げられた事に広大は呆あつ気けにとられる。

「慰安旅行に決まってるさね。ええと、これで人数は……」

「ちょっと待ってくださいよ。あーちゃん司令。急にそんな事、言われても……」

「いやぁ、実はねえ、大おお空ぞらくん」

　今まで成り行きを見守っていた内うち山やま田だが苦笑する。

「まだ希望者が慰安旅行の最低催さい行こう人数まで達していないんだよ。このままだと慰安旅行そのものが中止になっちゃうしね」

「別に無理していく事もないんじゃありませんか？」

　そう言うアイシャにアーネチカが答える。

「いや、ほら。そこはそれ。大人の事情というものがあるのさ。福利厚こう生せい費ひを使い切っておかないと、来年度の予算にも響ひびくし」

「それに格安ですから、お得だと思いますよ」

　そう言うのはＵＮｂＡＲ職員の奥おく山やま梨り枝え。秋口から特別分室に異動してきた若い女性だ。主に事務を担当しているが、どうにも鈍にぶい印象があり、広大たちの目から見ていても、ちゃんと仕事が出来ているのかどうか不安になってくる。

「宇宙交流プランモデル校の活動を支持してくださってる方からの提供なんですよ。中止したらご厚こう意いを無む駄だにしてしまいます」

　奥山の言葉に広大たちは顔を見合わせる。

「別に私はいいわよ。どうせ年末までは暇だし」

「まぁ俺も予定は入っていないし」

　問題はティセだ。ティセが行くと言えばアイシャも行くだろうし、広大も付いていくしかない。そのティセはまだチラシをじっと観察している。

　広大たちが自分の出方を見守っているのを察したのか、ティセは一つ小さくうなずくとようやく向き直る。

「回るものがありません」

「……ないな」

　うなずき返す広大にティセはチラシをデスクの上に置き、続けた。

「しかし雪については興味があります。白くて冷たいばかりか、上空から降ふるそうですからね」

「そうか」

「そうです」

　また首しゆ肯こうしてからティセは言った。

「慰安旅行というものに行ってみたいと思います」

「ふむふむ、これで広大くんたちはＯＫさね。ついでにあと四、五人誘さそってくれると有あり難がたいんだけどな。他の学校の生徒でも構わないぞ。何とでも理由はつける」

「う～～ん、桜さくら子こちゃんはこういうのは来ないだろうし。静しず花かちゃんは……」

　考えを巡めぐらせる広大にアーネチカは事も無げに言う。

「あ～～、あの二人はもう誘っておいたさね。二人とも来るとさ。ティルやティオも一いつ緒しよだから」

　その言葉に広大は目を丸くする。

「よく説得できましたねえ」

「ああ、そうだな。静花ちゃんはともかく、逢おう瀬せはこういうのは絶対に来ないと思っていたけどな」

　アンリも意外そうだ。そんな二人にアーネチカは意味ありげに笑う。

「にゅふふふふ、それはそれ。細工は流々という事さね」

　どうせろくな細工じゃないな……。そう思う広大とアンリだが、敢あえて口を出だすような真ま似ねはしない。

「ティルとティオも来るのは楽しみです」

　ティセは満足げに両手をぱたぱたさせながら言った。

　そういえば夏に海に行った時、向こうで鉢はち合あわせしたものの、行き帰りや宿しゆく泊はく先さきは別々だった。やっぱり姉妹で旅行というのは楽しみなんだろう。一人っ子の広大はそう考える。しかしこうなると旅行を中止させるわけにもいかない。

「仕方ない。孝たか郎おや兵ひよう衛えにも声をかけてみるか。先生たちが行くんなら、大だい丈じよう夫ぶだろう」




　東綾グラウンドから駅前に通じる道路は、年としの瀬せになるときらびやかなイルミネーションで彩いろどられる。今ではちょっとした名所となっており、わざわざ見物に来る人もいるほどだ。

「分かった。それじゃ詳くわしい日程は、あとでメールするから。……それじゃ、また」

　広大は携帯を切ると恵子たちに向かって言った。

「孝郎も来るってさ。兵衛もＯＫだし、こっちは二人だな」

　東綾グラウンド地下のＵＮｂＡＲ特別分室の施し設せつ内ないでは、セキュリティの関係もあり一いつ般ぱんの携帯電話は使えない。受ける事は出来ても、かける事は出来ないのだ。そこで広大は外に出て、携帯で孝郎に連絡していたのである。

「碧あおもＯＫだって。朱あかはまだ確認してないけど、どうせ暇だし行くと思うって言ってた」

　やはり携帯で下しも条じよう藍あお留るに連絡していた恵子が答えた。

「これで頭数は揃そろったのかな。俺、あーちゃんに連絡してくるわ。竹刀も置いて来ちゃったし」

　トレーニング用に持ってきた竹刀を、分室に忘れて来たのに気付いたのは、外に出て電話している最中だった。

「それでは私と恵子は、お買い物をしながら先に帰ってしまいますね」

　アイシャの言葉に広大はうなずく。

「うん。どうせそんなに時間はかからないだろうし……。ティセはどうする？　ティセ……」

　広大はイルミネーションを眺ながめているティセへと頭を向けた。すでに日は暮れかけ、イルミネーションも点灯されている。

　ティセはきらびやかなイルミネーションに見入っており、時折、光の明めい滅めつに合わせて両手をぱたぱたさせている。

「ティセ」

　再びそう声をかけて歩み寄る。

「きらきらです」

　広大の方へ振り返るとティセは言った。

「きらきら、きらきら。とてもきらきらです」

　ティセはイルミネーションで彩られたこの道を通るのを楽しみにしているようなのだ。点灯が始まってから一週間余り、ほぼ毎日通っているにも拘かかわらず、イルミネーションに飽あきる気配はまったくない。

「なぜ広大の家にはきらきらがありませんか？」

　いつものように手を差さし伸のべるようにして尋たずねるティセに、広大は困ったように視線を逸そらした。

「いやぁ、あれは結構、高いんだよ。電気代も馬ば鹿かにならないし」

　最近は一般家庭でもイルミネーションで家を飾かざる事がある。広大の自宅近くにもそんな家があるので、どうやらティセはそれを羨うらやましがっているようなのだ。

「そうですか。それでは仕方有りませんね」

　例によって無表情。だからティセが広大の答えに納得しているのかどうかは分からない。すぐにイルミネーションへ向き直ってしまったところを見ると、どうせなら今この場で出来るだけ楽しんでいこうと思ったようだ。

　両手をぱたぱたさせるだけでは飽きたらず、ティセは明滅するイルミネーションに合わせてステップを踏ふみ始める。音楽の授業やＴＶゲーム、それにこの前の文化祭の振ふり付つけなどでは、リズム音おん痴ちかと思わせる事の多いティセだが、イルミネーションに合わせてステップする姿はなかなかさまになっている。

　まるで光とワルツを踊おどっているようだ。

　イルミネーションの輝かがやきがティセの横顔を照らし、桜色の唇くちびるが浮かび上あがる。広大はこの前の事、地球から約六千万光年離はなれた乙女おとめ座ざ銀河団Ｍ84銀河での出来事を思い出してしまった。

　キス、したんだよな……。

　広大は思わず頬ほおが熱くなるのを感じていた。

　いや、待て。あれは俺おれの緊きん張ちようを解こうとしただけだろう。ティセもどういう意味なのか良く分かっていなかったようだし……。

　でも……。

　イルミネーションに照らし出されるティセの横顔。その横顔に微笑ほほえみが浮かんでいるように見えたのは、単に光の悪戯いたずらだったのだろうか。それとも広大の思いこみに過ぎないのか。あるいは本当に……。

「……大！　広大!!」

　ようやく広大は誰だれかがすぐ側で自分の名を呼んでいる事に気付いた。

「え、なに？」

「それはこっちの台詞せりふよ。なにぼやっとしてるのよ！」

　振り返かえった先には頬を膨ふくらませる恵子の顔があった。

「あ、いや……。何でもないって」

　そう誤ご魔ま化かす広大だが、恵子の機き嫌げんは直らない。ティセの方に歩み寄るなり、その手を取って言う。

「行こう、ティセ。寒くなる前に買い物済すませちゃいましょう」

「きらきら……」

　恵子に手を引かれたティセは、少し名残なごり惜おしそうにイルミネーションを見ていたが、広大の方へ向き直ると言った。

「それではアイシャと恵子とお買い物をして帰ります」

「ああ、気をつけろよ」

　広大はティセと恵子に向かって手を振った。アイシャは少し複雑な顔で広大とティセを交こう互ごに見ていたが、やがて慌てて恵子を追う。

「それでは先に行っていますので」

　頭を下げてそう言うアイシャに広大はうなずくと、テニスコートの事務所に偽ぎ装そうしてある特別分室の入り口へ向かった。

　アーネチカへの報告はすぐ済み、竹刀を持って戻もどってくるまでは十分もかからなかった。

「これなら待っていて貰もらっても良かったかな」

　イルミネーションに彩られた道を家の方へと小走りに駆かけ出しながら広大はつぶやいた。道路にはイルミネーション見物の客がちらほら見て取れる。それなりに知られてきたこのイルミネーションだが、外国人の見物客はまだ珍めずらしい。それだけにその姿はやたら目立った。

　金きん髪ぱつ、長身の若い男性。白く長いコートを羽織り、物珍しげにイルミネーションを眺めている。連れはいないようだ。確かに外国人客は珍しいものの、だからといって他に目を引くところはない。しかしなぜだろうか、広大はその男性が妙みように気になった。

　白人か？　いや、何か違ちがうな……。金髪に白というよりはピンクに近い肌はだとくれば、これは一いつ般ぱん的てきには白人の特とく徴ちようだ。しかしその男は人種を特定させない不思議な雰ふん囲い気きを持っていた。

　広大はそんな特徴を持つ存在を知っている。ｂｉｏビオクラフトのホロン体。ティセやアイシャ、そして他のホロン体も、人種を特定させないような不思議な雰囲気を持っている。

　思わず足を止めた広大に向こうも気付いたようだ。広大の方へ振り返る。

「やあ、地元の人？」

　流ちょうな日本語だ。金髪の青年は人なつこそうな笑えみを浮うかべながら広大の方へ歩み寄ってくる。

「なかなか綺き麗れいなもんだね。見ていて飽きないよ。あぁ、それはそうと一つ聞きたいんだけど。君は高校生かな？　しょうぶ沼だったかな。その高校知ってる？」

「ええ、知ってます。知ってるというか、俺の通ってる学校ですから」

　少し警けい戒かいしながら広大は答える。

「でももう夕方だから学校は閉まってると思いますよ。それに来週からは冬休みだし……」

「ありゃま、それは困ったな……」

　金髪の青年は余り困った様子もなく頭を掻かく。

「まぁいいか、来年でも。特に急ぐ用事でもないし」

「個人的に知り合いの先生もいますから、何かあれば連れん絡らくしますけど？」

「ははは、君は親切だね。別にいいよ。あれ、それって確か……」

　金髪の青年は広大が肩かたにかけている竹刀しない袋ぶくろに興味を持ったようだ。そちらへ視線が行く。何気なく広大がその視線を追った時だ。

　愕がく然ぜんとした。

　目の前にいたはずの青年が、いつの間にか広大のすぐ横に回り込み、そして竹刀袋を手に取っていたのだ。青年は袋から竹刀を取り出ししげしげと眺める。

「へえ、初めて見た。これは剣けん術じゆつの道具だよね。剣道の、竹刀というんだっけ？」

　すぐ横に来ると背の高さがより実感できる。広大も日本人の高校生にしては長身だが、その男性を見上げる形になってしまう。１９０㎝はあるだろう。

　名前は知ってるが使い方は知らないようだ。青年はテニスのラケットのように片手で軽く竹刀を振ってみせる。

「両手で持つんですよ。それにその竹刀は俺のものだから……」

「いや、悪い悪い。面おも白しろそうだったもんでね。……あ、そうだ」

　竹刀と袋を広大へ返しながら青年は言った。

「実際にやってみてくれないか？　真似だけでもいいんだ。ちょっと日本の武術には興味があるんでね」

　綾あや瀬せ駅前には東京武道館があり剣道、弓きゆう道どうなど武術の大会が頻ひん繁ぱんに催もよおされている。周辺でも見学に来た武術好きの外国人の姿を見かける事もあるのだ。

　この青年もそんな外国人の一人なのか、妙に警戒する事もなかったかな。そう考えた広大は言われるままに竹刀の素す振ぶりをしてみせる。

「う～～ん、今ひとつよく分からないな」

　そういうとその外国人青年は、広大の前に回り込む。

「僕ぼくに向かって打ち込んでみてくれ」

「は？　危ないですよ」

　そう言う広大だが、外国人青年は人ひと懐なつこい笑みで答えた。

「大だい丈じよう夫ぶ、ほら充じゆう分ぶんに間合いはとってあるだろう」

　言われてみるとその通りだ。広大とその青年の間の距きよ離りは、竹刀の長さよりもかなり離れている。

「そうですか、じゃあ……」

　そう言うと広大は竹刀を振り下おろす。

「お、いいねいいね。もうちょっと気合い入れてみようか」

　なんなんだ、この人は……。内心、呆あきれ返りながらも広大は、さらに力を入れて竹刀を振り下ろそうとした。その時だ。

　一いつ瞬しゆん、青年の顔からあの人懐こい笑みが消えた。いや、笑みが消えただけではない。その姿そのものが消えたのだ。そして消えたかと思った次の瞬しゆん間かん、その青年は広大のすぐ目の前に現れたのである。

　広大に向かっていきなりダッシュしてきたとか思えない。それにしてもなぜ？　いや、その前にこのままでは竹刀が、その外国人青年に直ちよく撃げきしてしまう。

　パンという乾かわいた音が響いた。

　気がつくとその外国人青年が、自分の左手で竹刀を受け止めていたではないか。

「咄とつ嗟さに力を抜ぬいたね。なかなかいい反応だ」

「茶ちや化かさないでください。あなた、結構、剣道には詳しいでしょう」

　広大は憤ふん然ぜんとして竹刀を戻そうとするが、かなり強い力で握にぎりしめられておりびくともしない。

「いやいや、実際に竹刀を見るのも今日が初めてだよ。話には聞いていたけどね」

　青年の顔にはまた人懐こい笑みが戻り、そして竹刀から手を離す。

「でもまぁ失礼な真似をしてしまったのは確かなようだ。謝あやまるよ、申し訳ない」

　そういうと青年は広大の返答を待たずに、さっさと駅前の方へと歩き出してしまった。

「学校には年明けにうかがうとしよう。頑がん張ばりたまえ、大空くん。しかし剣を打ち込む時には、迷いを捨てた方がいいぞ。僕からの忠告だ」

「え、なんで俺の名前を……」

　一瞬、戸と惑まどった広大だがすぐに理由はわかった。竹刀袋に苗みよう字じが書いてあったのだ。あれだけ流ちょうに日本語を操あやつるのだから、漢字が読めてもおかしくはない。

　変な人だな……。

　広大は首を傾かしげ、家路につく。いきなり名前を呼ばれた事もあり、その後に青年が付け加えた言葉の意味については、余り深く考えを巡らせはしなかった。

　青年は足を止め、肩ごしに広大を一いち瞥べつしてつぶやく。

「なるほど。あれが大空広大ね……」




「あの……、シギイワート先生」

　貸し切りバスのシートに座すわった桜子は、心中の怒いかりを抑おさえながらそう言った。

「メリグナントクラフト対策の為ために合宿するという話じゃなかったんですか!?」

「し～～……！　聞こえる、聞こえる」

　前の席のアーネチカは唇の前に指を立てると、バスの後部座席へと視線を送る。そこではアンリを中心に孝郎と藍留、朱あか璃り、そして兵衛たちが座っていた。

「へえ、本物のｂｉｏパートナーって初めて見ましたよ！」

「なんかこう、独特なオーラってものがあるっすヨね！」

「そうっスね。さすがに普ふ段だんから宇宙に行ってる人は違うっスよ！」

　学校のある日は毎日ｂｉｏパートナーを見ているとは知らない孝郎、藍留、朱璃に褒ほめそやされて、アンリも上じよう機き嫌げんのようだ。

「はっはっはは、いやいや、それほどでもないけどな。なんか聞きたい事があったら、何なりとどうぞ。俺で良ければ答えてあげよう！」

　ロリポップキャンデーをくわえ、調子に乗ってそんな事を言っている。広大たちがｂｉｏパートナーという事は伏ふせられたまま。アーネチカもそうだ。しかしアンリだけは、ＵＮｂＡＲに協力しているｂｉｏパートナーという紹しよう介かいしてあるのだ。

「それにしてもコンビニのおねーさんまで、ＵＮｂＡＲの人とは思わなかったな～～」

「はははは、能ある鷹たかは爪つめを隠かくす言うやろ？　それやそれ！」

　クイックストーンことクリス早はや石いしも、孝郎にそう言われて機嫌を良くしている。

「うむ。日ひ頃ごろから身分を隠かくして、精しよう進じんを怠おこたらない。見上げた心こころ掛がけだ」

「いや、兵衛ちゃん。きっとそういうのとは違うっスよ」

「きっとＵＮｂＡＲが薄はつ給きゆうだから、バイトしてるんすヨ！」

「……うっ！　なんや図星やから文句も言えへん」

　クイックストーンはｂｉｏクラフトではなくＵＮｂＡＲ職員という事になっている。ヒュージンとビュートは今回は不参加。ヒュージンは人の多い所は苦手だという事だ。

　桜子は声を潜ひそめて言い直す。

「……だから！　メリグナントクラフトへの対策を講じる為、合宿するという話じゃなかったんですか。だから私は来たんですよ！」

　そんな桜子にアーネチカは事も無げに言う。

「あ～～、あれ嘘うそ♡」

「……なッ!?」

　横でそのやり取りを見ていた恵子は笑いを堪こらえるのに必死だ。広大と静花は呆れたような顔で見ているだけ。アイシャも同様にただ嘆たん息そくするだけ。

「どうやって桜子ちゃんを説得したのかと思ったら……」

「まぁこういう方法しかないわね」

　ぼやく広大に恵子は笑った。ＵＮｂＡＲ特別分室貸し切りのバスは、まずしょうぶ沼ぬま高校で広大たちや分室職員、村むら井いの運転する車でやってきた静花とティルを乗せてから、桜子のマンションへと向かったのだ。

　あらかじめアーネチカが孝郎たちを後部座席へ誘ゆう導どうしておいたので、桜子もすぐには気付かなかった。バスが動き出し桜子に気付いた兵衛が声をかけ、さらにはフロントウィンドウに『ＵＮｂＡＲ宇宙交流プランモデル校ご一行さま。淡城あわぎスキーリゾート慰い安あん旅行』というシールが貼はってあるのを見つけ、ようやく事の次し第だいに気付いたというわけである。

「大体、バスが来た時点でおかしいと思っていたのよ。私は」

　桜子の隣となりに座ったティオがそう言った。

「おかしいと思ったら、すぐに言えばいいでしょう」

「だって桜子も、気がついてると思ったもの」

　ティオのその言葉に、桜子は痛い所を突つかれたようだ。珍しくしどろもどろになる。

「それは、まぁ……。まだ八時過ぎだし……」

「だから一時間も前に起こしてやったじゃないの。それなのにまだしゃきっとしてなかったの？」

　桜子が朝を苦手としてる事を知らない広大たちにはちんぷんかんぷんのやり取りだ。

「静花ちゃんは大丈夫なの？　家の方がうるさいんじゃないの」

　そう尋ねる広大に静花ははにかみながら答えた。

「はい。村井さんの方で、ティルのご家族から誘さそわれたという事にして、お父様に説明してくださいました。お父様も私に友達が出来た事は喜んでくださってるようで、すぐに了りよう承しようしてくださったそうです」

　そして少し目を伏せて付け加えた。

「どちらにせよ、お正月まではお父様もいらっしゃいませんし、やる事もありませんから……」

　静花としては広大に向かって答えたつもりだったが、その話は桜子にも充分なプレッシャーになってしまった。口に出しかけていた『降りるからバスを停とめて下さい』のひと言がのど元でストップする。

「ティオ、あなたはどうするの？」

　横の席へ視線を向けてそう尋ねるが、当のティオは後ろの席のティセ、ティル二人の姉と何やら熱心に話し込んでいる所のようだ。

「これが雪だるまというものです」

「丸いね」

「丸いわね」

「はい、丸いです。具体的に丸い」

　奥山から貰ったパンフレットにある雪だるまの写真を見ながら妙に盛り上がっている。

「雪を丸くして作るそうですよ」

「雪を丸くするの！」

「雪って丸くなるのね」

「そうです。丸くなります。丸いです」

　ティセは興奮気味に両手をぱたぱたさせ始めた。

「素す晴ばらしいですね」

「素晴らしいね」

「素晴らしいわね」

　そこでティオはハッとして桜子の方へ振り返る。

「桜子、なにか言った？」

　一つ嘆息してから桜子は改めて尋ねる。

「それでどうするの？　このままだと旅行する事になるわよ」

「別に、私はどっちでも……。桜子が行きたいというなら、付き合ってあげない事もないわよ」

　答えは予想通り。桜子は無言で前を向きシートに座り直した。

「にゅふふ、桜子ちゃん。陥かん落らく～～！　はい、これあーちゃん先生特製の旅のしおりさね」




「それで、どうだった？　グリーンデイブレイク」

　問われたグリーンデイブレイクは軽く肩をすくめてみせる。

「分からんね」

　その答えにサウザンドメイズィスは薄うすく笑った。

「危険を冒おかして地球まで行って、その結論かい？　君らしくもない」

　グリーンデイブレイクは空いているカウチにどかりと腰こしを下ろす。その姿は先週、広大と会った時そのままだ。

「取り立てて何か特別な資質を感じたという事はないな。ただ同じ年とし頃ごろの地球人の中では、比ひ較かく的てき真っ当なようだ。それ以外は……」

　少し厳しい表情で黙もつ考こうした後、またグリーンデイブレイクは繰くり返す。

「分からんね」

「いずれにせよあのｂｉｏパートナーと良く似た名前の人間がアミークスの地球人協力者にいるのは確かだ。さほど多い名前でないようだし、偶ぐう然ぜんの一いつ致ちとは思えないね」

「君たちはそのアミークス協力者の地球人と会った事はないのか。サウザンドメイズィス、サイレントカレント」

「前にも言っただろう。僕はないよ」

　そしてサウザンドメイズィスの座る椅い子すの後ろに、控ひかえるように立っていたサイレントカレントのホロン体も答える。

「私もありません。その男はＨＥＬＬＯとの接せつ触しよくは嫌きらい、あくまでアミークスの一部ｂｉｏクラフトにのみ協力していたそうです」

　彼かれらがいるのはｂｉｏクラフト『サイレントカレント』のキャビンだ。グリーンデイブレイクは、ホロン体以外の姿を見せていないが、サイレントカレントもすでにその正体を察していた。試ためしているつもりなのか、サウザンドメイズィスはそれでもグリーンデイブレイクの正体を明かそうとはせず、本人も何も言わない。そしてサイレントカレントも敢あえて問わずに付いてきているのだ。

「ＨＥＬＬＯのバックにいるのは巨きよ大だい資本だからね。地球人にも色々と事情があるわけさ」

　訳知り顔でサウザンドメイズィスは言った。

「イモータルヌーンの差し金か……、或あるいは……」

「『素晴らしい場所ワンダフルプレイス』が何か関かん与よしているか……、だな」

　サイレントカレントが口にする事を躊ちゆう躇ちよした単語を、グリーンデイブレイクは事も無げに言った。

「四姉妹だけじゃない。こうなると彼かの女じよたちのパートナーにも注意を払はらっておかないといけないね」

「対策は講じてきた。すでに動き出してるはずだ」

「ほう、それはそれは……。転んでもただでは起きないというわけか」

　少し嫌いやみの混じったその言葉には応こたえず、グリーンデイブレイクは話を変える。

「もう少し詳くわしい資料は手に入らないのか？　学校だけじゃなくて、生活環かん境きようとか」

　しかしサウザンドメイズィスは頭を振ふる。

「ＨＥＬＬＯが僕らと距離を置く方針を取り始めたからね。ＨＥＬＬＯを通しての『グランディッツァ』からの情報は、もう手に入らないと見ていい」

「それは残念だな。月光三兄きよう妹だいに期待するしかないか……」

　グリーンデイブレイクが口にしたその名に、サウザンドメイズィスとサイレントカレントは一時、ぽかんとする。しばしの後、サイレントカレントは咳せき払ばらいをして誤ご魔ま化かし、サウザンドメイズィスは大笑いを始めた。

「はははは、なんだそれは？」

「あれ、変か？　僕は結構いいネーミングだと思うんだけどな」

「いやいや、君のネーミングセンスは素晴らしいよ。グリーンデイブレイク」

　さすがにグリーンデイブレイクも気を悪くしたようで憮ぶ然ぜんとして黙だまり込む。その間を逃のがさずにサイレントカレントは尋たずねた。

「サウザンドメイズィス。それではアミークスの扱あつかいは……」

「ああ、最後にこの一件には『協力』してもらうよ。その後は……」

「……あれ？」

　グリーンデイブレイクはふと首を傾げる。

「どうかしましたか、グリーンデイブレイク」

　サイレントカレントの問いにはすぐに答えず、グリーンデイブレイクは首を傾げたまま、腕うでを組んで考え込む。

「いや、月光三兄妹に言い忘れていた事があるのを思い出した」

「そりゃ大変だ」

「どうって事はないだろう。何かあったら、向こうから連絡してくるだろうし」

　そう言ってグリーンデイブレイクは笑った。




　その日、しょうぶ沼高校校門前に、見慣れぬ三人の男女の姿があった。

「ふむ、おかしい」

　そうつぶやくのは髪かみをきっちりと七三に分けた男。着ている服もどこか詰つめ襟えり学生服を思わせる黒いスーツだけに、何か大昔の書生を思わせる雰囲気だ。

「学校というのは、すでにこの時刻には開いてるはずなのだが」

「なぁ、兄貴。中には全然人ひと気けがないんだけど、本当にターゲットはこの中にいるのか？」

　そう尋ねるのは、オールバックの若い男性。レザージャケットにスリムパンツという格好だが、それでは寒いと見えて身を縮こまらせて震ふるえている。

「間ま違ちがいない。『殿でん下か』からうかがった情報ではそうなっている」

「それにしてもなあ」

　オールバックの男は、閉ざされた門を掴つかみ怒ど鳴なり声ごえを上げた。

「お～～い！　誰だれか居ないのかよ!!　居たら出てこいって言ってんだろ！」

　しかし誰も出てくる気配はない。

「ノワ兄さま、クレケンス兄さま！　思い出したですよ!!」

　残りの一人、丸い大きなメガネにエプロンドレスを着た少女がハッとして声を上げた。

「学校には冬休みという習慣があるそうですの！」

「冬休みだぁ～～？」

「それは本当か、プレーナ」

　ノワと呼ばれた詰め襟七三の男が聞き返す。

「はいですの。確か春と夏と冬には、長期間休みを取る習慣があると聞いた事がありますの」

「おいおい、兄貴。それで人がいないんじゃないのか？」

「ううむ、これは何という失態！　『殿下』に合わせる顔がないではないか!!　行くぞ、クレケンス、プレーナ！　すぐにターゲットを探すのだ！」

「いや、ちょっと待てよ。兄貴！　探すと言ってもどこを探すんだ？」

「待ってくださいですの～～、ノワ兄さま、クレケンス兄さま～～!!」

　ノワはクレケンス、プレーナを置いて、さっさとどこかへ歩み去ってしまった。
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　途と中ちゆうのサービスエリアで少し早めの昼食を摂とり、わざわざ持ってきたカラオケセットによる、アーネチカの懐なつかしの特とく撮さつソング対恵子のアニソン対決が双そう方ほうの痛み分けに終わった頃ころ、バスはすでに銀世界を走っていた。しかしどうにも様子が変なのである。

「雪、雪、雪」

「わぁ、雪だよ。雪！」

「ほんと、すごく積もってるわね」

　窓にかじりついてる三姉妹はともかく、バスの中でもそろそろ浮うき足あしだってくる。

「本当にこっちでいいんですか？」

　バスの運転手がそう尋ねるのは、これで三回目だろうか。その度たびに内山田と、今回の旅行の幹事である奥山が答える。

「いやぁ、方向は間違ってないんだけどねえ。だろう、奥山くん」

「はい、確かにこの道路をまっすぐに行った所に……」

　バスも運転手も東京の小さな会社に所属しており、この辺りの地理には詳しくない。

「あ、なんか建ってるよ静花！」

　窓に張り付いていたティルがそう声を上げる。

「余り丸くありませんね」

「スケートリンクって書いてあるわよ」

　姉妹のその言葉に、奥山は自分の席から身を乗り出だす。

「それですよ、それ！　きっともう淡城スキーリゾートに……」

　しかし窓の外に見えてきたスケートリンクは何やら寂さびれて見える。それもそのはず。入り口への道路には雪が積もり放題、窓には板が打ち付けられており、とても営業しているようには見えない。続いて見えてきたショッピングモールらしき建物も同様だ。

「あ、あら……？」

　戸惑う奥山に、恐おそる恐る静花が言った。

「あの～～、奥山さん。私、さっきから気になっていたんですけど……」

「はい？　なんでしょう、上かみ温おん湯ゆさん」

「淡城スキーリゾートって、経営母体の塀栖べいすレジャーグループが倒とう産さんして、今年の春で事実上閉へい鎖さされていませんでしたっけ？」

「……はい？」

「おお、そういえばそんな話を聞いた覚えがあるな」

　課長の渋しぶ沢さわもぽんと手を叩たたく。

「ええ!?　で、でもほらちゃんとレジャーガイドに……」

　そう言いながら奥山が取り出したガイドブックを見て、恵子は有る事に気付いた。自分のシートから身を乗り出してそれを取り上げ、ページをめくり奥おく付づけを探す。

「一九八六年発行……」

　恵子がそう言った瞬しゆん間かん、三姉妹を残してバスの車内は静まりかえる。

「だ～～!!　なによ、これ!!　バブルの時代よ、前世紀の話よ、昭和の遺物よ！　私たちが生まれる前よ！　どうりで表紙やページが傷いたんでると思ったわ！」

「ええ!?　で、でもお父さんやお母さんには、これが役に立つって……」

「だから、それは奥山さんのお父さんたちが、若かった頃の話でしょう！」

「いやぁ、あははははは。これは困ったねえ」

　この状じよう況きようでも内山田はにこやかに笑いながら言った。

「でもまぁ旅館の予約が出来たんだから、泊とまる場所はあるんだろう。取りあえず着いてから考えようじゃないか」

「王子さま先生、大物ですねえ」

　さすがの広大も呆あきれ返かえるばかりだった。

　その後、雪道を揺ゆられる事、十数分。バスは淡城スキーリゾートの外れにある日本旅館に到とう着ちやくした。そこはきちんと雪かきがされ、窓には明かりが灯ともり、そして生いけ垣がきの向こうからは白い湯気が上がっていた。

「お～～、ようやく人間が生活してる気配があったぜ」

　バスから降りる孝郎の言葉が冗じよう談だんには思えないほどだ。

「それでは皆みなさん、お荷物をぉ～～」

　そう言う奥山は少しふらついているようだ。慌てて広大やアーネチカが駆かけ寄よる。

「大だい丈じよう夫ぶですか、奥山さん？」

「はい、多分。先週、ちょっと風か邪ぜ気味でしたけど、薬飲んだら治りましたし～～」

「あ～～、駄だ目めだわ。熱あるさね、奥山さん。ちょっと休んでいた方がいいわね」

　奥山の額に手を当てたアーネチカがそう言った。どうやら慰安旅行の段取りをしくじったショックで、急に風邪がぶり返してきたようだ。

「あ、あの……。ここに泊まるの？」

　降り続いていた雪は止やんだようだ。バスから降りた桜子が、珍めずらしく不安げな表情を露あらわにして、目の前の日本旅館を見つめている。

「うむ、なかなか良い雰ふん囲い気きだな。やはり冬に泊まるのは日本旅館に限る」

「俺おれも楽しみだぜ、日本風の旅館には泊まった事ないからな」

　兵衛、アンリも満足げだが、それでも桜子は不安げな表情を隠せない。

「あの……。一人部屋とか、ツインというわけでもないんですよね」

「旅のシオリに書いてあるでしょ。男女別の大部屋よ。何か文句有る？」

　恵子にそう言われた桜子は思わず視線をそらせた。

「いえ、別に……」

「ふ～～ん、怪あやしいわねえ」

　そんな桜子を恵子はまじまじと見つめてから言った。

「いびきがうるさい」

「そんな事はありません」

「歯ぎしりがうるさい」

「そんな事はありません」

「ティオと二人きりでいちゃいちゃしたい」

「そんな事はありません」

　最後のオチをさらりと躱かわされて恵子は不服そうだ。

「なによ！　ホテルじゃないんだから大部屋でも文句言わないの!!　大部屋が嫌なら、自分でお金出して、別に部屋借りればいいじゃないの!!」

「別に文句はありません」
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　そう答えたものの、桜子はまだ何か不安なようだ。バスを降りてティセ、ティルと一いつ緒しよに、庭先に積もった雪をめずらしげに見ているティオの所へ駆け寄る。

「ちょっと、ティオ」

　ティオの手を引き、庭の隅すみに行くと桜子は耳打ちした。

「明日の朝、ちゃんと起こしてちょうだいね」

　しかしティオはそんな桜子に首を傾かしげる。

「別に明日は学校に行く必要もないからいいでしょう？」

「良くないの！」

　思わず大きな声を出してしまい、桜子は反射的に自分の手で口を塞ふさぐ。肩かたごしに背後を一いち瞥べつすると、荷物を降ろしていた広大が怪け訝げんな顔でこちらを見ている所だった。幸いそれ以上は興味を持つ事はなかったようだ。すぐに次の荷物に取りかかる。

「とにかく、明日はちゃんと起こしなさいよ。分かったわね」

「はいはい、分かったわよ」

　ティオは面めん倒どうくさそうにそう答えた。

「これで荷物は全部です」

　桜子の様子に首を傾げながらも、荷物を全部降ろした広大はそう言った。

「あ～～、ありがとう。大空くん。あとは旅館の従業員さんがやってくれるから」

　そう答える内山田と渋沢は旅館の女将おかみと挨あい拶さつをしている。

「今年の冬に入ってから、これだけの団体さんは初めてなんで助かります」

「いえいえ、大人数で押おしかけてしまいまして」

「最近は不景気でしょう。町の施し設せつはもちろん、うちも開店休業状態だったものですから有あり難がたいくらいですわ。温泉くらいしかありませんが、ゆっくり羽を伸のばしていって下さい」

　その会話を一緒に聞いていた孝郎が声を潜ひそめて広大に尋ねる。

「おい、大丈夫なのかよ。この旅館」

「……俺に聞くなよ」




「うむ、よくやったぞ。プレーナ。存外に早く、ターゲットの行き先が分かったな」

「おう、お前にしては上出来だぜ。プレーナ」

「もう、お前にしてはだけは余計ですの。クレケンス兄さま」

　プレーナは唇くちびるを尖とがらせて文句を言ったものの、すぐに気を取り直す。

「それにしてもラッキーでしたの。あそこのお屋や敷しきにいた黒服の人たち、恐こわそうでしたけど親切でしたの」

「そうだな。バスにＵＮｂＡＲと書いてあったというからにはそれに間違い有るまい」

「はいですの、ノワ兄さま。ターゲットも乗り込んだと言ってましたの」

「しかしあれだな。その連中、よくそこまで見ていたな」

　クレケンスは相変わらず寒そうにレザージャケットの襟を立てて言った。

「何でもお屋敷のお嬢じようさまが、なんで私も連れて行かないんだー！　と騒さわいでいたそうですから、きっとターゲットとはお友達だと思いますの」

「行き先も分かった事だし、あとはその『淡城スキーリゾート』という場所へ向かうまでだ」

　ノワは力強くそう言うが、クレケンスはいささか不満なようだ。

「でもよ、兄貴。なにかおかしくないか？」

「おかしい？　何がだ、クレケンス。任務は順調に進行中だ」

　ステアリングを握にぎるノワは正面を見つめたまま真顔でそう答えた。

「おかしいというか、プレーナは寒いですの。ノワ兄さま！」

「そうだぜ、兄貴！　なにか足りてねえんじゃないのか、このクルマ！」

　そう言われたノワは、ちらりと周囲を見まわす。

「なるほどな。言われてみれば、屋根がないような気がする」

　その通りだ。ノワ、クレケンス、プレーナの三人が乗っているのは、コンバーチブルのキャデラックなのである。それもどこから調達したのか分からないほどのおんぼろだ。

「だろ!?　さっきから変に思っていたんだ。周りのクルマはちゃんと屋根があるじゃねえか！」

　冬の国道をひた走るおんぼろキャデラックを、周りのクルマに乗ってる人たちも物もの珍めずらしげに眺ながめている。

「しかしこのクルマは、もともとこういう設計のようだ。何か特とく殊しゆな用よう途とに使うものかも知れないな」

「特殊な用途というか、ノワ兄さま。きっとこれは寒い時には乗らないんだと思いますの」

「なんと！　気温によって乗るものを変えるとはな!!　これは盲もう点てんだったな」

「つうか、兄貴。もうちょっとまともな乗り物はなかったのかよ。この惑わく星せいには一応、人工衛星を利用した定点測定システムもあるんだろう？　それも付いてないじゃないか」

「無理を言うなクレケンス。地球人側の組織が協力を拒こばみ始めたのだ。新たな支し援えんは得られん。今ある装備だけで何とかしなければならんのだ。『殿下』もそれが分かってるからこそ、我々にこの任務を託たくしてくれたのだろう」

　そういうノワの運転で、おんぼろキャデラックは一路、淡城スキーリゾートを目指していた。




「ところで、グリーンデイブレイク」

「なにかな、サウザンドメイズィス」

　次なる策を巡めぐらせていたサウザンドメイズィスは、ふと気になりグリーンデイブレイクに尋ねた。

「例の月光三兄妹か。役に立つのかい？」

「さぁなあ」

　グリーンデイブレイクは投げやりに言った。さすがに聞き捨てならなかったのか、サイレントカレントが苦言を呈ていする。

「それはいささか無責任ではありませんか」

「いや、いいんだ。うまくいかないのも計算の内だ。それに最終的には、サウザンドメイズィスの手を借りる事にしてるからね」

「やれやれ、人使いが荒あらいね。君は」

「それはお互たがい様さまだ」

　にやにやと薄うす笑わらいを浮かべるサウザンドメイズィスとは対照的に、グリーンデイブレイクは真顔のままでそう答えた。
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「どうやらサウザンドメイズィスの目的は必ずしも、メリグナントクラフトとは一いつ致ちしていないようです。それならばとうの昔に、地球の位置を彼かれ等らに知らせていたはずでしょう」

　イモータルヌーンはそう言う。

「メリグナントクラフトをも利用しているだけのようですが、しかし協力者が居なければそれは出来ないはず。メリグナントクラフト側にも、サウザンドメイズィスのような、離り反はん者がいると見て良いでしょう」

「それは、あなたのこれまでの策略が功を奏したとみていいのかしら。ティラ？」

　ＵＮｂＡＲ代表を務めるジャクリーン・アウラ・ダキラの問いに、イモータルヌーンは慎しん重ちように言葉を選んで答える。

「それはまだ分かりません。今は彼かれらには彼らなりの考えがあって行動していると考えています。当面の目標は合がつ致ちしているかも知れませんが、最終的に目指しているものは違ちがうでしょうね」

「なるほど。注意をしておくに越こした事はないわね。それよりもティラ、ＨＥＬＬＯから提供された例の資料。放っておいても良いのかしら？」

　ＵＮｂＡＲとの対決路線を放ほう棄きしたＨＥＬＬＯは、彼らの持つ情報の一部を提供してくれた。ダキラ代表が言げん及きゆうしているのは、その中にあったとある資料の事だ。

「それは……」

　フードの下の顔が姉のものになる。

「ＨＥＬＬＯとは別に、アミークスに所属する地球人がいる。しかもその地球人はＨＥＬＬＯとの接せつ触しよくを嫌きらっており、誰も会った事がない。そしてその名前が……」

「分かっています。ジャクリーン」

　イモータルヌーンは立ち上がり、ＵＮｂＡＲ本部代表室の窓へと歩み寄る。その向こうに広がるのは夕暮の南太平洋。

「グランディッツァの事もありますから、一応、注意はしておきます。……でも、あの娘こたちは私を憎にくんでいるでしょうから」

「姉妹なのでしょう？」

　ダキラ代表は微笑ほほえみそう言った。

「それなら気にする事はないわ。それから彼の家庭環かん境きようについても、調査はさせておきましょう。何か分かるかも知れない」

「ありがとうございます、ジャクリーン」

　そう言うとイモータルヌーンも微笑みを返した。




　ぜんざいを平らげてもやる事はさしてない。結局、広こう大だいたちもゲレンデに出ている内うち山やま田だの所へやってきた。

「ゲレンデはそこそこいい状態だよ」

　スキーウェアに身を包つつんだ内山田は広大たちの所へ来るとそう言った。

「雪も悪くないねえ。人もいないし、これは儲もうけ物だったな」

　今のところ周辺の宿しゆく泊はく施し設せつで営業しているのは広大が泊まってる旅館だけ。しかし貸かし別べつ荘そうやロッジ、そして少し離はなれた所にあるホテルや日帰りの客を目当てに、スキー場は一部で営業している。それでも閑かん散さんとした状態なのは否いなめない。

「きゃっほ～～！　のびのび滑すべれるっすヨ！」

「よぉ～～し！　競争するっス、姉者！」

「よし、受けてたつっすヨ。妹者！」

　そんな事を言いながら藍あお留ると朱あか璃りたちが広大たちの前をスキーで通り過ぎていった。

「よお広大、お前は滑らないのかよ」

　続いてスノーボードで滑ってきたアンリは、広大の所で止まるとそう言った。

「いやぁ、俺はスキーやった事ないし」

「私も～～」

「そうそう、俺たち今日は見学だけ」

　横にいる恵けい子こ、孝たか郎おも頭を掻かいた。アンリは横にいる静しず花かと桜さくら子こへ視線を巡らせて尋たずねる。

「そっちの二人は？」

「スケートの経験はあるんですけど」

　静花ははにかむようにそう答えた。

「私は興味がないわ」

　桜子はそっぽを向いてつっけんどんに答えるだけ。

「ほう、そりゃ意外だな。あいつはあんなにうまいのに。親しん戚せきなんだろう？」

「あいつ？」

　その言葉に桜子以外は、みな顔を見合わせた。その時、アンリの言葉に応こたえるように『あいつ』が現れた。内山田やアンリよりもはるかに華か麗れいな滑りで斜しや面めんを滑り降おりてきたその男は、広大たちの前でぴたりと止まりゴーグルを外した。

「どうした、みんな滑らないのか？」

　そう言うのは兵ひよう衛えである。

「……は？」

　いかつい顔つきにごつい体つき。およそスキーには縁えんがないと思われた兵衛が、イメージと正反対の登場をした為ため、広大たちは言葉も出ない。

「兵衛さん、無む駄だにスキーがうまいのよねえ」

　桜子は冷めた顔でそう言った。

「ははは、無駄には酷ひどいな。桜子」

「わ～～い、静花、静花!!　凄すごく速いよ、これ！」

　上の方からティルの声がする。振ふり返ってみると、ティルを乗せたソリが勢いよく滑り降りてくる所だった。

「わは～～!!」

　ドップラー効果を伴ともなって、ティルはそのまま滑って行ってしまった。

「大丈夫なのかしら？」

「まぁ人もいないから大丈夫だろう」

　見送る恵子に広大はそう言った。その時、さらに上から声が飛ぶ。

「ティセさま～～！　危ないですよ!!」

　アイシャの声だ。再びゲレンデの上を見上げると、ティセが滑り降りてくる所だった。

「へえ。栄さかえさん、スキーできるんだ」

　感心したように孝郎が言うが広大は慌あわてる。

「いや、出来るはずがないじゃないか。ただでさえ運動は苦手なんだぞ」

　広大の言う通りだ。レンタルのスキーを履はいたティセは、滑りながらストックを握った手を激しくばたばたさせており、到とう底てい、滑ってるという雰囲気ではない。

　雪上を落ちてきていると表現した方が適切だろう。

「広大！　ティセさまを止めてください!!」

　上からアイシャが叫さけぶ。

「でも止めろと言われても、どうすれば……」

　恵子はそう言うが、広大は咄とつ嗟さにティセの前に駆け出だす。そして両手を大きく広げて言った。

「ティセ、ストックを雪に挿さすんだ!!」

　ティセは広大に言われるまま、ストックを雪に挿す。ザザッと雪を飛ばして、思いの外あっさりと、ティセは広大の目前で止まった。いざという時は身体を張ってティセを止めるつもりだった広大は、ほっとすると同時にいささか拍ひよう子し抜ぬけする。

「スキーとは恐おそろしいスポーツですね」

　まだ興奮冷めやらぬように手をぱたぱたさせながらティセは言った。

「しかし慣れると面おも白しろそうな気がします」

「まったく何やってるのよ」

　そう言う声の主を見て桜子は目を丸くする。

「ティオ、あなたスキーできるの？」

　スキーを履いて滑り降りてきたのは何とティオだった。多少ぎこちないものの、それなりには滑れるらしい。

「アイシャに教えて貰もらったのよ。案外、簡単じゃないの。これ」

　ティオは事も無げにそう言った。そんなティオに続いてアイシャも滑り降りてきた。こちらはかなり堂に入った滑りだ。

「ティセさま、大丈夫ですか!?」

「恐ろしくて泣きそうでしたが大丈夫です」

　ティセのその答えにアイシャはほっと胸をなで下ろす。

「アイシャ、スキーできたんだ」
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　意外そうな恵子にアイシャは答える。

「ええ、久しぶりだったんでうまく滑れるかどうか分かりませんでしたが」

「それにしちゃ、随ずい分ぶんスキー付けるのに手間取ってなかったか？」

　怪訝な顔のアンリに、アイシャは笑って誤ご魔ま化かす。

「最近のスキーは随分と複雑になって……。いえ、何でもありませんわ。うふふ」

「ところであーちゃんは一緒じゃなかったの？」

　恵子が尋ねたように、アーネチカもティセやアイシャと一緒に、先にリフトで上の方へ上がっていったのだ。

「あ～～、あの方は……」

　アイシャが少しうんざりしたような表情を浮うかべただけでおおよそ察しが付いた。

「にゃははははははははははは！」

　上からアーネチカの笑い声が近づいてくる。それもかなり急速にだ。見上げるべくもなく、何が起きてるかは容易に想像が付くが、それでも一応確かく認にんしておくに越した事はない。広大たちは声がした方へ視線を巡らせた。

　除雪車のように雪を蹴け立たてつつ何かが突とつ進しんしてくる所であった。

「諸君！　スキーは確かに楽しい！　しかし楽しく滑るには、それなりの練習が必要だ。だがこの『スノーライザー』さえあれば、これこの通り！　初心者であっても、存分にスキーを楽しむ事が出来るのだ!!」

　そう言うアーネチカが履いているスキーは、どうやら何かのエンジンを強ごう引いんに載のせたもののようだ。それが雪を巻き上げて加速しているのである。

「あ～～、あーちゃん先生。しつも～～ん」

　白けた口調でアンリが尋ねる。

「それどうやって曲がったり止まったりするんですか？」

「おお、よくぞ聞いてくれた！　アンリ君!!　それはこうやってだな……。うわっ!?」

　ストックのスイッチを押した途端、停止するどころかアーネチカのスキーはさらに加速して広大たちの目の前を通り過ぎていった。

「なんてお約束な……」

「あ～～れ～～……」

　雪ゆき煙けむりと共にアーネチカの姿はゲレンデの向こうへと消えていったのである。

「恐ろしいですね」

　そう言うティセに広大もうなずく。

「恐ろしいな」

　ちなみにアーネチカがスキー場の人から怒おこられたのは言うまでもない。




「分かりました！　どうやら他ほかのクルマはタイヤに何か巻いているようですの！」

「なんと、それは本当かプレーナ！」

　月光三兄妹を乗せたキャデラックはすでに雪道に入っているが、凍こおり付ついた路面で一向に進む事が出来なくなっていたのだ。

「でも何も巻いてないクルマも通ってるぜ、プレーナ。ありゃ一体なんなんだ？」

　路ろ肩かたに止めたキャデラックで震ふるえながらクレケンスはぼやく。

「あれは特別なタイヤだそうですの」

　プレーナはそう答えた。雪道で立ち往生しているコンバーチブルのキャデラックを見て面白半分、興味半分で停まった他のクルマの運転手から情報を仕入れてきたのだ。

「なるほど、タイヤに何か巻くのだな」

　運転席のノワはグローブボックスを探す。

「これでどうだ」

　そう言って出してきたのはレジ袋ぶくろだ。

「待てよ、兄貴。どうやってそいつを巻くんだ。巻くならこっちだろう」

　クレケンスが手にしているのは、自転車の荷台に使うような荷に縄なわだ。

「いえ、その兄さま。タイヤに巻くのは、金属製の……」

「分かったぞ、プレーナ。これだな」

　グローブボックスからノワが取り出したのはアルミホイルの切きれ端はしである。

「金属製ならこいつだろう。頑がん丈じようそうだし、雪でもびくともしないだろうぜ」

　なんでそんなものが座席の下にあったのか。クレケンスが見つけ出してきたのはバールのようなもの。否いや、バールそのものであった。

「どうやってそれをタイヤに巻くんだ。巻くならこちらに違いない」

　今度は針金。

「そうか巻くんだったな。巻くんなら、こっちじゃねえのか？　中に金属が入ってる」

　そう言ってクレケンスが取り出したのは、何かの電源ケーブルである。

「いや、待て待て。こちらの方が……」

「違うって、兄貴。これの方が滑りにくそうだ」

「もう何やってますの！　兄さまたちは～～!!」

　プレーナの声が響ひびき渡わたる夕暮空には、雪がちらつき始めていた。




「ふぅ、やはり冬の旅行はこれに限りますな」

　渋しぶ沢さわは満足げにそう言った。

「ですねえ。まぁ入ろうと思えばすぐにでも入れたわけですけど、やっぱり出た後に一いつ杯ぱいやりたいですから」

　藤ふじ岡おかもそう言う。広大たちがゲレンデに出た後も、二人はクイックストーンや大事をとって宿に残った奥おく山やまたちと一いつ緒しよに麻雀マージヤンや花札、トランプなどをやっていたらしい。

　戻もどってきた広大たちと夕食の前にひとっ風ぷ呂ろ浴びようという事になったのだ。

「あれ、広大。王子さまやアンリさんは？」

　あとから脱だつ衣い所に入ってきた孝郎だが、内山田たちの姿が見えないのでそう尋ねた。

「あぁ、何でもこの宿にはジムがあるらしいんだ。王子さまがもう少し身体を動かしていくって言うもんだから、兵衛やアンリも付き合うってさ」

「遊びに来てまで、筋トレしなくてもいいのに」

「はははは、内山田くんみたいな人には、筋トレも楽しみの一つなんだよ」

　藤岡がそう言って笑った。孝郎も苦く笑しようを返したものの、何かに気付いたのか、少し首を傾かしげ、脱衣所と風ふ呂ろ場ばの間にあるガラス戸を開けて中を覗のぞき込む。

「男湯は露ろ天てん風ぶ呂ろじゃないんだよな」

「ああ、一日交こう替たいで露天風呂と屋内が交替なんだと。今日は女湯が露天風呂だから、男湯は明日だよ」

　広大はそう言うと、また孝郎は何か考え込む。そして脱衣所へ戻ると、壁かべを丹たん念ねんに調べ始めた。怪け訝げんな顔の広大だが、藤岡は孝郎の意図を察したようだ。笑いながら言う。

「おいおい、後うしろ崎ざきくん。女湯なんて覗けないよ」

「いやぁ、やっぱりこういう所に来て女湯を覗くのは、礼れい儀ぎというもんでしょう」

　なるほど。男湯である内うち風ぶ呂ろと女湯の露天風呂の入り口は並んでいた。すると壁一枚挟はさんだ向こう側は女湯の脱衣所のはずだ。

「ここの壁は木だから覗ける場所があるかも知れないし……。おお!?」

　やにわに孝郎が声を上げ、そして慌てて自分の口を押おさえる。この旅館は木造建築。脱衣所の壁も古めかしい木で出来ており、節穴やひび割れが所々に見て取れる。孝郎はその中の一つから灯あかりが漏もれているのに気付いたのだ。

「こ、これは……！　まさに天国の門!!」

「ちょ、ちょって待てよ。孝郎！」

「そうだよ、後崎くん。そういうのはちょっと……。渋沢課長からも何か言ってあげてくださいよ」

　藤岡はそう言うが、渋沢は腰こしにタオルを巻いて風呂場へと向かう所だった。

「はっはっは、いいねえ。そういうのも。青春だよ、藤岡くん」

「さすが！　分かってますねえ、課長!!」

　そう言うと孝郎は、壁の節穴に顔を近づける。

「さぁ貴た風かぜさんが出るか、早はや石いしさんが出るか。それとも奥山さんが……」

「ちょ、ちょっと後崎くん！」

　慌てる藤岡に構わず孝郎は壁の節穴を覗き込んだ。

　そしてそのまま硬こう直ちよくする。

「あ、あの……。後崎くん？」

「おい、どうした孝郎。孝郎!?」

　広大と藤岡が肩を揺ゆさぶるとようやく孝郎はよろよろと壁を離れる。

「こ、これは……！　おお、神よ!!」

　大げさに嘆なげいてそのまま脱衣所の床ゆかに倒たおれ込む。

「一体なにを見たんだ、彼は!?」

　そう言いながら藤岡も壁の節穴を覗き込み、そしてやはり孝郎同様硬直する。

「あの、藤岡さん？」

　広大の声に藤岡はげんなりとした顔で振り返かえる。

「いや、別に見るほどのものじゃない。というか、見ない方がいい。色んな意味で」

「……はぁ？」

　そう言われると逆に見たくなる。広大は孝郎、藤岡に倣ならって壁の節穴を覗き込んだ。

「……い!?」

　思わずのけぞりそうになる。その向こうには半はん裸らの人間がいた。但ただし孝郎が期待したような女性ではない。男性である。

　どうやら壁の向こうは女風ぶ呂ろの脱衣所になっていたわけではなく、トレーニングジムになっていたようだ。古びた部屋の中にはいくつものトレーニング機材が並んでいたのだ。しかも間の悪い事に、上半身裸はだかの兵衛が向かいの壁にある鏡に向かってポージングを決めていた所だ。それに対たい抗こうするかのようにアンリもポージングしてみせる。

「ははは、アンリくんは着やせするタイプかな。でも着やせでは僕ぼくも負けないよ」

　節穴の向こうではそう言って内山田も上半身裸でポージングする。

　広大はよろよろと壁から離れた。

「でもなぜ、隣となりがトレーニングジムなんだ？　女湯の脱だつ衣い場じようじゃないのか？」

　ようやく平静を取とり戻した孝郎が床に座すわったまま首を傾げる。

「ああ、そうか！」

　広大はぽんと手を打った。

「露天風呂は通路の奥おくだって、旅館の人が言っていたじゃないか。つまり入り口からすぐに曲がって、露天風呂に行くようになってるんだ。ジムは後から設置したみたいで、入り口も外から回り込まないと駄だ目めだからな。内風呂の横しか空いてる場所がなかったんだ」

「なるほど、素す晴ばらしい推理だよ。大おお空ぞらくん！」

「おお、これですべて謎なぞは解けたぜ!!」

　そうは言ったものの、藤岡と孝郎はすぐに沈ちん黙もくして、白けた空気が脱衣所に流れる。

「……さっさと風呂に入りましょうか」

「そうだな」

「そうしよう」

　広大たちは改めて服を脱ぬぎ始めた。




「は……!?」

　露天風呂の湯船に浸つかっていた恵子は突とつ然ぜん、周囲を見まわした。

「どうしたんですか、恵子？」

　訝いぶかるアイシャに恵子は答えた。

「誰だれかが覗こうとしてるような気がする」

「そんなに見たいんなら見せてやればええやん」

　ほろ酔よい気分のクイックストーンは、ざばんと湯から立ち上がるとポーズを作ってみせる。

「ほれほれ、踊おどり子こさんに手を触ふれたらあかんで～～！」

「何をしているんですか、はしたない！　前くらい隠かくしたらどうです？」

「ええやん、女同士。たまにはこんな裸の付き合いも」

　そんな事を言いながらクイックストーンは湯に浸かり直した。

「あ、あの本当に誰も覗いてないですか？」

　静花は口元まで湯に身体を沈しずめてそう尋ねた。

「そんな気配はありませんねえ。恵子の気の回しすぎでしょう」

「誰か覗いていたら、ティルがやっつけてやるからね！」

　ティルが静花の後ろから抱だきついてそう言った。

「露天風呂とはなかなか素晴らしいものですね」

　湯に浸かっていたティセがそう言う。

「露天風呂で一生暮らせたら良いと思います」

「のぼせるわよ。……って、あんた前にも同じような事を言ってなかった？」

「中は結構、広いのね」

　かけ湯をした桜子も湯船に歩み寄ってきた。その背中にはティオが隠れるように付いて来ている。

「それで、ティオ。あなたはさっきから何してるのよ？」

　離はなれようとしないティオへ肩かたごしに一いち瞥べつをくれて桜子は言った。

「だ、だって……、恥はずかしいじゃないの！」

　ティオの意外な言葉に湯船に浸かった一同は一いつ瞬しゆん、沈黙した後、やがて笑い出した。

「な、なにがおかしいのよ!?」

　むきになって反論するものの、相変わらず桜子の背中に隠れているティオに向かって、アーネチカが言う。

「よろしい。それではおねーさんがスク水を貸してあげよう！　レアな白スクもあるぞ！」

「あーちゃんは、なんで温泉に来るのに、そんなものを持ってきてるのよ」

　尋たずねる恵子にアーネチカは湯の中でふんぞり返って答えた。

「外国人キャラたるもの、初温泉シーンでは水着で現れて剥むかれるというおいしい役回りがあるさね！」
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「じゃあ着てくればいいのに」

「そうそう、お望み通りうちが剥いてやるで」

　クイックストーンが指をわきわきさせながらそう言った。

「にゃははは。実は単なるスク水だけではなく、ぶかぶか濡ぬれスク水、略してぶか濡れスクという新たな萌もえ属性と開かい拓たくしようと大きめのものを買ってみたら、まったくサイズが合わなかったさね。ひっかかりもしなかったのさ、これが」

「そりゃメリハリないもんねえ」

　そう言って恵子は湯の中で揺れて見えるアーネチカのボディラインを見まわした。

「まーティオなら合うんじゃないかと思うんだけど……」

「結構よ」

　アーネチカがぶか濡れスクについて語っている間に、ティオは桜子に続いて湯船に浸かっていた。

「……メリハリ」

　静花はその言葉に、また深く湯に浸かってしまう。

「それにしても、下しも条じようさんでしたっけ……。双ふた子ごというお話でしたけど、本当にそっくりなんですねえ」

　熱も引いた奥山が藍留、朱璃の姉妹を見て言った。アーネチカも頻しきりに感心したようにうなずく。

「そうさね、こうしてみると区別がつかないわさ」

　しかし恵子は少し得意げな様子だ。

「でも私、知ってる～～。確か藍は右のおっぱいの脇わきにホクロがあるんだっけ？」

　恵子のその指し摘てきに藍留は右手を上げてそのホクロを見せる。

「そうっスよ。でも他にも見分ける場所があるっス」

「でも見せてしまうと、十八禁になってしまうっすヨ！」

「じ、十八禁……」

　その単語に静花はますます湯に深く浸かり、顔を真っ赤にする。

　こうしてみるとやっぱり……。私って貧弱なのかな……。

　静花の視線は恵子、桜子、アイシャ、ティオ、クイックストーンと順番に巡めぐる。その視線が特に注がれる先に、目め敏ざとく反応した人間がいた。

「にゅふふふふ、し～～ずかちゃ～～ん！」

　やにわにアーネチカが横から静花に抱きつく。

「きゃわ!?　な、なんですか！　シギイワート先生!?」

　藍留、朱璃がいるから司令と呼ぶわけにもいかない。今のアーネチカはあくまで宇宙交流プランモデル校の教師としてＵＮｂＡＲに協力しているという設定である。

「分かる、分かるさね。うんうん」

「だ、だから、何が分かるんですか!?」

　思わず声を上げる静花を、恵子や桜子たちが怪訝な顔で見る。それに構わずアーネチカはティセを手招きする。

「え～～と、静花ちゃんとティル、それと私と。あ～～ティセもこっちさね。双子と奥山さんは、そのまま中間で。いや、アイシャは来なくてもいい。ティオもそのまま」

　手招きされた意図がよく分からないまま、ティセはアーネチカと静花、ティルの側に寄る。湯船の反対側には恵子、桜子、ティオ、アイシャ、そしてクイックストーン。中間には藍留、朱璃の姉妹と奥山。

「よく分かりませんが、一緒ですね」

　そう言うティセにティルもうなずく。

「そうだね、一緒だね。お姉ちゃん」

　アーネチカの意図が分かった静花は、今にものぼせそうなほど顔を真っ赤にしていた。

「なんで私が別なのよ」

　普ふ段だんから姉たちとは仲が良くないと公言するティオだが、一方的に仲間はずれにされるとそれはそれで面おも白しろくないようだ。頬ほおをふくらませて抗こう議ぎする。

「あ、これ……」

　恵子がようやくその事に気付く。とうに気付いていたアイシャはうんざりした顔で嘆たん息そくするだけだ。

　そしてアーネチカは小さな身体のどこからと思うぐらいの大声で叫さけんだ。

「このブルジョワどもめ～～!!」

「どもめ～～！」

　意味は理解してないのだろうが、ティルが面白がって続く。

「おっぱいの大きさが、戦力の決定的差では無い事を思い知れ～～!!」

「思い知れ～～!!」

　それを聞いて横の静花が慌あわてる。

「あの、ちょっと……。シギイワート先生!!」

　その時だ。ティセが天を仰あおぎ見みる。

「雪」

　そう、雪である。止やんでいた雪がちらりほらりと再び舞まい落おち始めたのである。

「あら、風ふ情ぜいが出てきましたわね」

　アイシャも空を見上げて言った。恵子もうなずいて答える。

「ほんと、ようやく温泉旅館らしくなってきたわねえ」

　ティセは舞い落ちてきた粉雪を掌てのひらで受け止めようとするが、それは落ちる途と中ちゆうで水へと変わってしまった。

「雨は嫌きらいですが、雪は嫌いではありません」

　そして再び天を見上げてティセはつぶやく。

「でもたくさん降ふると困りそうですね」




「……さて、まさか正面から訪問するわけにもいかないわね」

　降り積もったばかりの雪を踏ふみしめて彼かの女じよはそう言った。その前にあるのは広大やティセの止まる旅館。すでに日はとっぷりとくれ、宴えん会かい場じようの方からだろうか、騒さわがしい笑い声が聞こえてくる。

「楽しんでいる所、申し訳ないけど……。『午睡シエスタ』、お願いね」

　彼女は肩にかけているショールのような厚い布地に手を置いて言った。そのショールはその声に応こたえるかのように、雪明かりの中でわずかに煌きらめいた。




　風呂から上がると宴会場で、夕食、宴会という予定だ。渋沢課長の挨あい拶さつで夕食が始まり、粗あら方かた片付くとなし崩くずしに宴会となる。バスの中であれほど唄うたったにも拘かかわらず、ここでも恵子とアーネチカのカラオケ対決が始まった。呆あきれた桜子はティオと共に席を立とうとして静花に止められていた。

　その時だ。

　あれ、なんだ……。どうもおかしい。

　広大は突然、酷ひどい眠ねむ気けに襲おそわれた。朝はそれほど早く起きたわけでもないし、スキーもやっていないから疲つかれてもいない。まだ宵よいの口くちなのに、こんな眠気を感じるのはどうにも変だ。

「広大、どうかしましたか？」

　隣の席にいたティセが広大の顔を覗き込む。

「いや、何でもない。ちょっとお茶でも飲めば……」

　仲居さんからお茶のお代わりを貰もらおうと視線を巡らせた広大は愕がく然ぜんとした。カラオケ合戦に手て拍びよう子しを打っていた孝郎や兵衛、藍留、朱璃。そして渋沢課長たちは、みな自分の膳ぜんの前で寝ね入いっているではないか。それだけではない。宴会場の隅すみでは仲居さんたち旅館の従業員も壁にもたれかかり、船を漕こいでいるのである。

「あれ……、なんか……」

　壇だん上じようでマイクを握にぎっていた恵子やアーネチカにも異変があった。二人とも目をこすりながら、よろよろと壇上から降りてくる。

「なんか、すごい眠ねむい」

　アンリや桜子も同様のようだ。

「これは何かおかしくないか……」

「大空さん、なにか変……」

　立ち上がろうとしても膝ひざが笑い、そのまましゃがみ込む。

　ティセが手にしていた箸はしを膳の上に戻す。そして慌てて両手をぱたぱたさせた。

「大変です、ティル、ティオ」

　どうやらティセやティル、ティオには何の影えい響きようもないようだ。クイックストーンはほろ酔い加減だが、それはあくまで酒が入ってる為ため。アイシャにも変化はなく、慌てて恵子に駆かけ寄よっていく所だ。

　つまり人間にだけこの眠気が襲いかかってきてるらしい。さらに効果には個人差もあるようだ。

「うん、お姉ちゃん。これ『午睡』だよ！」

「ティラ！」

　ティオが立ち上がり叫んだ。

「隠れているのは分かってるのよ!!　出てきなさい、なにしに来たのよ!!」

　ティラ？　四姉妹の姉、イモータルヌーンの事か？　それにしても『午睡』って……。

　そこまで広大が考えを巡らせた時だ。襲いかかってきていた眠気が、まるで嘘うそのようにぱっと引いていった。

「これは……!?」

　広大は反射的に立ち上がっていた。そして宴会場を見まわす。起きてるのは自分とティセ、ティル、ティオの姉妹。そして静花、桜子、アイシャ、アーネチカ。さらに内山田も何が起きたのか分からず、ぽかんと周囲を見まわしている。ｂｉｏビオクラフトとパートナー以外で目を覚ましているのは内山田だけ。渋沢、藤岡、奥山たちもすっかり寝入っているようだ。

　そしてもう一人。

　宴会場の隅で仲居さんの前にあった急きゆう須すから勝手にお茶を注いで湯飲みを傾かたむけている者がいた。

　イモータルヌーンだ。

　今まで量子ブラインドに隠れていたのだろうが、余りにも意表を突ついた出現に広大たちも言葉がない。

「ティラ！　なにしてるのよ!!」

　ティオがイモータルヌーンの許もとへと駆け寄り声を荒あらげる。

「みんなに『午睡』をかけてどうしよって言うの!?」

「『午睡』？」

　広大や桜子がティオの言葉に首を傾げたが、すぐにティセが説明してくれた。

「姉のアペンディックスです。生物を眠らせてしまいます」

　アペンディックスとは、一部のｂｉｏクラフトが所有している非人間型生物の共生体である。ティセの場合は、髪かみをまとめている銀色のリボン『朝露モーニングデユー』がそれに当たる。

「効果範はん囲い内ないにいる任意の生物を、睡すい眠みんもしくはそれに準じる状態に置く事が出来るんです。生物はもちろん高度な機械類も機能停止させる事が可能ですわ」

　余り説明が得意ではないティセにアイシャが補足した。

「皆みなさん、こんばんは。ご無ぶ沙さ汰たしておりました。ＵＮｂＡＲ、ｂｉｏクラフト側代表イモータルヌーンです。ティラとお呼び下さい」
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　湯飲みを置き、にっこりと笑いながらイモータルヌーンは言った。

「こんばんはじゃない！　なにしに来たのか聞いてるのよ！」

　イモータルヌーンの前に座り込み、ティオがそう詰つめ寄る。

「まぁまぁ、その辺はこれから順をおって説明するから。アイシャやアーネチカに言い付けて貰っても良かったんだけど、分室に誰もいなかったようだし、どうせなら私自身から言った方がいいかなと思って」

　にっこりと笑うイモータルヌーンにティオはすっかり気勢をそがれてしまったようだ。ぶつくさと言いながらも、ひとまずは引き下がってみせる。

「余り時間も無い事もありますし、他ほかの皆さんをいつまでも眠らせておくわけにもいきません。単刀直入に参りましょう。お話というのはメリグナントクラフトの事です」

　ある程度、予想はついていた。文明の破は壊かい者しやたるメリグナントクラフト。そしてｂｉｏクラフトは文明の庇ひ護ご者しや。しかしｂｉｏクラフトであるサウザンドメイズィスは、メリグナントクラフトを利用していたのだ。

「どうやらサウザンドメイズィスとメリグナントクラフト全体とはつながりはないようです。しかしその一部、そうサウザンドメイズィスと同じような、メリグナントクラフトの存在意義に異を唱えるものと、共に活動している可能性があります」

「ほう、向こうには向こうの裏切り者がいるってわけか」

　アンリがにやりと笑い、浴衣ゆかたの帯に挿さしておいたロリポップキャンデーをくわえる。

「そうですね。今のところその目的は不明です。私の妹たちと契けい約やくしている以上、あなた方にも接せつ触しよくしてくる可能性があります。今日はその事を警告に来ました」

　接触……？　その言葉で広大はあの青年の事を思い出した。やたら馴なれ馴れしく話しかけて、竹刀しないを振ふって見せろといったあの男だ。

「イモータルヌーン。メリグナントクラフトもホロン体があるんですか？」

　息せき切って尋ねる広大に、恵子や静花、桜子、アンリたちは怪け訝げんな顔をする。しかしイモータルヌーンはその質問も想定していたようだ。淀よどみなく答える。

「今まではそうする理由もなかったので、確かく認にんはされていませんが、我々ｂｉｏクラフトに出来る事は、メリグナントクラフトにも出来ます。大空広大、何か思い当たる節があるのですか？」

「ええ、ちょっと……。先週、分室の近くで妙みような人と会ったんですよ。その時は変わった人だなと思っただけですが……」

「分室の近くなら監かん視しカメラのデータが残っているはずだ。帰ったら早さつ速そくチェックしてみよう」

　広大に答えて内山田が言った。イモータルヌーンはそんな内山田の方へ視線を巡らせ、何か意味ありげに微笑ほほえんだ。

「内山田王おう司じ、いつもお世話をおかけしますね。あなたのお仕事振ぶりは、色々な方面から聞いています」

　イモータルヌーンのその言葉は、完全に内山田の虚きよを突いたようだ。内山田の顔から笑え顔がおの仮面が消え、あからさまに狼ろう狽ばいした表情をうかべた。

「え……？　ええ、まぁ。仕事ですから」

「ふふふ、仕事熱心なのは良い事です」

　そう言うとイモータルヌーンは、自分で急須からお茶を注ぎ、湯飲みを傾ける。

「……つまりメリグナントクラフトのホロン体が、私たちに接触する事を警告しに来たという事で宜よろしいんですね？」

　桜子が念を押おす。

「そうですわね。まだ向こうの目的が見えませんが、今までのメリグナントクラフトのように、文明の完全殲せん滅めつを目指しているわけでもなさそうです。しかし注意しておくに越こした事はないでしょう」

「そんな事を言いに来たの!?」

「ええ」

　憤ふん然ぜんとした様子でそう言ったティオに、イモータルヌーンはにっこりと微笑んで答えた。ティセもその横で激しく両手をぱたぱたさせて抗議の意を表している。ティルもティセの背中に隠れて、小さく唸うなりながら一番上の姉を睨にらみ付つけていた。

　ティセたちがなぜここまでイモータルヌーンを毛け嫌ぎらいするのか広大には分からないが、それを置いても、わざわざ本人が伝えに来る程ほどの話でもないような気がする。他に何か意図があるのだろうか。

　しかしイモータルヌーンは、そんな広大の疑問をはぐらかすように、立ち上がると頭を下げる。

「それでは今日はこの辺で失礼させていただきますわ。お楽しみの所、申し訳ありませんでした」

　そういうと肩からかけたショールに手をやる。

「『午睡』、今から一分後に皆さんを目覚めさせて」

　その言葉にショールは淡あわく輝かがやく。どうやらそのショールが『午睡』と呼ばれるアペンディックスのようだ。

　そして襖ふすまの方へ向かったイモータルヌーンだが、その前の何かを思い出したかのように、広大の方へと向き直った。

「大空広大、一つ確認しておきたいのですが。あなたの家はご両親ともご存命ですよね？」

「は？」

　出だし抜ぬけにプライベートな質問をされ、当とう惑わくしつつも広大は答えた。

「ええ、一応。父は長い事、行方ゆくえ不明になっていて、今は連れん絡らくが取れませんけど……。それが何か？」

　詳くわしい事は話さない。話す必要もないと思っている。しかしその答えでイモータルヌーンは納なつ得とくしたようだ。

「いえ、事務局の方から、補助金請せい求きゆうの書類に不備があったので確認して欲ほしいという報告があがっていたので。本来なら私がやるべき仕事でもないのですが、今回はこのようなついでがあったもので」

　イモータルヌーンは微笑みを返し、襖を開けて宴会場から出て行った。

「それではごきげんよう」

　姿を現してからほんの数分。ほとんど一方的に喋しやべって去っていった感じだ。

「……なんか、妖よう怪かいみたいな人だなあ」

　広大が正直な感想を述べると、ティセもうなずく。

「姉は妖怪のような人ですからね」

「妖怪だね」

「妖怪よね」

　ティル、ティオもうなずく。

「恐おそろしいですね」

「恐ろしいね」

「恐ろしいわね」

　そして残った姉妹三人は、うんうんと何度も首しゆ肯こうを繰くり返かえした。

「あれ……、どうした？　カラオケ、空いたの」

　目を覚ました孝郎が周囲を見まわしてそう言った。どうやら寝ねていた事には気付いてないようだ。

「よぉ～～し、次は私でいいかな。奥山くんデュエットしようか？」

「もう課長ったら」

　宴会は何事も無かったかのように続けられた。




「寒いですの～～！　眠いですの～～!!　死にそうですの～～!!!」

「兄貴、雪が激しくなってきたぜ。本当に今日中に着けるのか？」

　後部座席からプレーナとクレケンスが言ってくる。

「ううむ、理論上は可能なはずだが、思わぬ所で時間を消費してしまったからな」

　ステアリングを握るノワもさすがに渋しぶい顔だ。その顔にも容よう赦しやなく雪が降ってきている。何の事はない、結局スノーチェーンはクルマのトランクに入っていた。しかしもともと雪道に適しているとは言い難がたいクルマだ。車体を路面でこすったり、何度もスリップを繰り返しているうちに、すっかり夜になってしまったのである。

「なに、気に病やむ事はない。この雪ではターゲットも動くに動けないであろう」

「いや、その前に俺おれたちの方が動けなくなりそうなんだが」

　こんな状じよう況きようでも鷹おう揚ように構えるノワに、さすがのクレケンスも不安になってきたようだ。

「お腹なかすきましたの～～!!」

　夜の雪山にプレーナの絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたった。
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《ＰＨＡＳＥ―０６：０３　月光三兄妹～Luna brothers and sister～》







　雨戸の僅わずかな隙すき間まから、明るくなり始めた空の光が差し込む。

　ちょうど夜明け直前。ティセは布ふ団とんから起き上がった。周囲ではみんながすやすやと心ここ地ちよい寝ね息いきを立てている。

　ティセの両りよう隣どなりにはティルとティオ。ティセは二人の布団を直してやり、その顔を交こう互ごに覗のぞき込む。そして満足げに一度、二度うなずき、そっと布団から出ると自分の服がしまってあるバッグの所へ向かい、寝ね間ま着きを着き替がえ始めた。

「……ティセさま。どちらへ？」

　アイシャは起きていたようだ。声をひそめてそう尋たずねた。

「朝日を見てきます」

　聞くまでもない。そう答えるのは分かっていた。ティセは朝日を眺ながめるのが大好きだ。広こう大だいの家でも物干し台から朝日を眺めるのが日課になっている。

「それでは私も……」

　起き上がろうとするアイシャに、ティセは手を差さし伸のべるようにして言った。

「大だい丈じよう夫ぶです。アイシャは休んでいてください」

「でも……」

「大丈夫です」

　ティセは繰り返す。

「そうですか。それではお気を付けて」

「はい」

　そう答えると、ティセは誰だれも起こさないよう、そっと部屋から出て行った。




　どうしても寝ね付つけない。うとうとしている間に夜が明けようとしていた。

　広大は布団の上に身を起こす。どうしても昨日のイモータルヌーンの言葉が気にかかるのだ。

　メリグナントクラフトの件、先週出で逢あったあの青年。帰かえり際ぎわに聞かれた父の事。どうやら色々なものが、広大の周囲で動き始めたようだが、まだ何がどう絡からみ合あってるのか想像も付かない。

　まったく……。広大はのんきにイビキをかいてるアンリや孝たか郎おたちが羨うらやましくなった。

　その時だ。廊ろう下かを挟はさんだ隣となりの部屋、女じよ性せい陣じんの部屋の襖が開き、そして閉じた音がする。そして聞き慣れた小さな足音が、旅館のロビーと玄げん関かんの方へ向かうのが聞こえた。

　ティセか……。枕まくら元もとの携けい帯たい電話を見ると、ちょうど夜明けの時刻だ。

　そうか、ティセは朝日を見るのが大好きだものな……。そう考えると広大は立ち上がった。




　玄関を出ると旅館の庭が広がっている。周囲にある林は東側だけが切れており、そちらへ行くと山並みが見て取れるというのだ。広所恐きよう怖ふ症しようの広大は行かなかったが、恵けい子こたちは昨日、眺めに行ったらしい。しかし天候も余りよく無かった為か、期待した景観は拝めなかったという話だけ聞いていた。

　着がえた広大は雪を踏ふみしめ、庭の東側に向かう。雪はもう降ふっていない。頭上には藍あい色いろの空が広がり、足あし下もとの白とコントラストを成していた。

　周囲を隠かくしていた木々が切れ、広大の目の前に黄金の輝きがあふれる。足下や木の上に積もった雪の照り返しもあり、思わず顔の前を手で覆おおう程のまぶしさだ。

　そんな壮そう麗れいなる朝の陽ひ射ざしの中にティセは立っていた。

　ティセは広大に背を向けたまま、少し手を広げ全身で太陽の光を受け止めているかのようだ。その肩かたや頭には、小鳥が乗り一いつ緒しよに昇のぼる朝日を眺めている。小鳥たちはまるでティセを仲間と勘かん違ちがいしてるかのようにさえずりかけていた。

　一いつ瞬しゆん、広大は声を掛かけていいものかどうか迷った。ティセの後ろ姿に何か近寄りがたいものを感じたからだ。その一方で引き寄せられるような魅み力りよくも感じる。自分でも気付かぬうちに、広大は一歩、二歩と雪を踏みしめてティセの方へ歩み寄っていた。

　雪を踏む音に気付いたのだろう。ティセの肩に乗っていた小鳥が振り返る。そして小さくさえずるとそのまま飛び去ってしまった。他の小鳥たちもその後に続いた。

　あっと小さく声を上げて、ティセは小鳥が飛び去った方へ頭を向ける。その横顔はなにか途と方ほうに暮れているようにも思えた。

「ごめん、悪い事したかな」

　広大はそう言いながらティセの方へ歩み寄る。ティセはいつもと同じ、どこかぽわっとした無表情で広大を見つめているが、特段に非難するつもりもなさそうだ。

「広大ならいじめられる事はないのに、小鳥はあわてものですね」

　そう言ってティセは広大の方へと手を差し伸べた。広大はそんなティセに笑い返して、その横に立つ。遠くの山の稜りよう線せんを越えて朝日が差し込んできたところだ。旅館は山の途と中ちゆうに建っている事もあり、眼下には広い森林と雪原が広がっている。

「お～～、これは壮そう観かんだなあ」

　白い息を吐はきながら広大はそう言った。

「素す晴ばらしいですね。実に素晴らしいと思います」

　ティセもそう言いながら満足げに両手をぱたぱたさせていた。しかしふとその手を休めると、不思議そうに広大を見上げる。そして小首を傾かしげると、その場を右に左にと歩き回り始めた。これはティセが困こん惑わくしている時の仕草だ。だが何に困惑してるのか広大には分からない。

「ティセ、どうした？」

　広大が尋ねるとティセはようやく立ち止まり、パッと勢いよく両手を広げて尋ねた。

「広大はなぜ恐こわくありませんか？」

「恐い？　なにが？」

　そんな広大にティセは片手を差し伸べるようにして言った。

「ここから見える景色は具体的に広いです」

「広いって……、あ？」

　その時になってようやく広大は気がついた。目の前に広がる大パノラマ。雪で白く彩いろどられた大地に、太陽の金の輝きが映はえる。広所恐怖症の広大にとっては、足がすくみそうな光景のはずだ。

「あれ……、おかしいな。なんでだろう、恐くない」

　首を傾げても理由は分からない。今まではこんな景色を見れば、足がすくみ上がり立つ事もままならず、吐き気けさえ催もよおす程だったのだ。

　なのに、なぜ……。

「この景色は素晴らしいですからね」

　ティセはそう言うとまた朝日の方へ視線を巡めぐらせる。

「素晴らしいから恐くないのかも知れません」

　そしてティセはまた少し両手を広げて全身に日の光を受ける。

「そうかもな」

　理由はよくわからない。しかし今はティセの言う通りでも構わないと広大は思った。いつの間にか小鳥たちもティセの許もとへ戻もどってきている。ティセの肩や頭に乗った小鳥たちは、広大を物もの珍めずらしげに眺め、さえずりかけてきた。

「色んな音が聞こえてきます」

　ティセは目ま蓋ぶたを閉じる。

「風の音、雪の音。木の葉が揺ゆれる音。色んな音が聞こえてきます」

「そうか？」

　風はともかく、雪の音とは何だろうか。広大はティセに倣ならって目蓋を閉じ、耳を澄すませてみた。

　ああ、なるほど……。しばし耳を澄ませると、広大はティセの言う意味が分かった。

　降り積もった粉雪が風で舞まい上あがり、他の雪や木の葉と触ふれ合い、かすかな音を立てているのだ。さらさらと優やさしく耳に心地よい音だ。

「小鳥の音、私の音、そして広大の音」

　いきなりティセの口から自分の名前が出てきて、広大はハッとして目蓋を開けた。横を見るとティセもこちらも見ている所だった。

　気のせいだろうか。普ふ段だんは全く感情を表に出さないティセの顔に、何か照れたようなあるいははにかむような、不思議な表情が浮うかんでいるように思えた。

　しばし見つめ合う形になった二人だが、やにわにティセは両手を激しくばたばたさせ、その場を右往左往する。肩や頭に乗っていた小鳥たちが慌あわてて飛び立ったほどだ。

　そしてそれまでの反応が嘘うそのように、ティセはぴたりとその場に止まった。小鳥たちも安心したようにティセの肩や頭に戻ってくる。ティセは自分を納得させるかのように、一つ二つうなずくと、いつもの調子で広大に向かって言った。

「寒くなったのでそろそろ帰ります」

「そうだな」

　広大もうなずき返す。二人は旅館の方へ戻り、そしてティセは森へ帰っていく小鳥たちに手を振った。




「にゃははははははははははははははははははははははははは」

「そんな馬ば鹿かみたいに笑わないでください!!」

　憤然として桜さくら子こはそう言ったが、アーネチカは笑うのを止やめようとはしない。

「いやぁあ、これが笑わずにはいられましょうか。ねえ、皆みなさん!!」

「え、ええと、その……」

　水を向けられた静しず花かは困惑した様子で視線を逸そらす。一方で恵子も笑いを堪こらえきれない様子だ。

「あはははは、でも桜子ちゃんが、朝苦手だとはねえ」

　腹を抱かかえて笑っている。

「あの、でも誰でも苦手なものは有りますから」

　静花がフォローしても二人は笑うのを止めない。

「ティオ、ちゃんと起こしてって言ったじゃないの！」

　桜子は小声で横にいるティオに文句を言う。

「起こしたじゃないの。何度も。私が起こしても、三十分は寝てるのはいつもの事だし」

　ティオは唇くちびるを尖とがらせてそう反論した。その通りだ。今日もティオが朝食の一時間ほど前に起こしても、桜子は目を醒さまさなかったのである。

「ん～～、あと五分～～」

　アーネチカが寝ぼけた桜子の真ま似ねをする。

「今日は学校ないから寝る～～」

　調子に乗った恵子も続いた。桜子もむっとして二人を睨み付けるが、事実だから文句のいいようもない。怒いかりに震ふるえる声で言った。

「さ、さぁ朝ご飯食べちゃいましょう」

　朝食は夕食と同じく宴えん会かい場じようで食べる。みんな着がえて宴会場へ移動中なのだ。

「ぢゃ～～ん♡　にゅふふふふ」

　不気味な笑いと共にアーネチカは自分の携帯電話を取り出した。

「桜子ちゃんのびっくりどっきり寝ね乱みだれショット～～!!」
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「……な!?」

　その言葉だけでおおよそ想像はつく。桜子は真っ赤になって立ちつくす。

「お～～、これはこれは……。セクシー＆キュートですな」

　携帯の液えき晶しよう画面を覗き込んだ恵子が言った。背の低いアーネチカの後ろからクイックストーンも目を落とす。

「ほぉ、なかなかのもちものやな。風ふ呂ろの時はしっかりガードしておったけど、さすがに寝起きは無防備や」

　桜子は文句を言うよりも早く、近くのお土産みやげ売り場にあった木刀へ手を伸ばし、それを掴つかむやアーネチカの目の前に振ふり下おろす。

「け、け、消してください!!」

　真っ赤になってそう言う。

「にゅふふふ、消さないと言ったら？」

「シギイワート先生を殺して、私も死にます！」

「あの、桜子。そこまでむきにならなくても……」

　成り行きを見守っていたアイシャがさすがに見かねてそう言った。

「アイシャは黙だまっててください！」

「にゅふ、桜子ちゃんももうちょっと肩の力抜いて生きる事覚えないと、この先、大変よん♡」

「年下の先生にそんな事を言われる覚えはありません」

「……冷静に考えるとシュールな会話ね」

　恵子が仕切りと感心したようにつぶやく。

「まぁまぁ、あとでプリントしてやるから。オリジナルデータはその時、消すわさ。別にネットに流したりはしないから、安心するさね」

「当たり前です！」

　その時だ。旅館の入り口の方から自動車のエンジン音が聞こえてきた。どうやら旅館の前に止まったようだ。その入り口の方から広大とティセがやって来る。入り口の所で外の様子を見ていたらしい。

　広大は首を傾げながら言った。

「旅館の人、居る？　客だと思うんだけど、なにか変なんだよ」

「変？」

　広大の言葉に皆は顔を見合わせる。何が変なのかは説明不要だった。

「たのもう～～!!」

　旅館の外からそう叫さけぶ声が聞こえてきたからだ。

「たのもう～～!!」

　呆あつ気けにとられて恵子は言う。

「道場破り？」

「いや、この場合は旅館破りだろう」

「旅館て破れるの？」

「いや、俺に聞かれても……」




「たのもう～～!!」

　キャデラックの前に立ったノワは、さらに声を張り上げる。

「ううむ、まったく出てくる気配はないな。さて、どうしたものか」

　三兄きよう妹だいは夜通し雪道を走り、ようやく目的の旅館にたどりついたのである。

「なぁ兄貴。ひょっとしてまだ朝が早いからやってないんじゃねえか？」

　クレケンスがもっともな事を言った。

「なるほど！　それも道理だな」

「でもどうしますの？　途中のお店もほとんど閉まってましたの。他ほかに行く所なんてありませんの」

　そう言いながらプレーナはキャデラックの座席で震えている。

「なに案ずるまでもない。いずれ開くのだから、ずっとここで待てばいいのだ。一晩、雪道を走ってきたのだから、その程度は造作もない」

「いや、まぁそれはそうだけどよぉ……」

　その時だ。旅館の入り口から、ようやく女将おかみや仲居さんが出てくる。思わぬ早朝の客に、さすがに怪け訝げんな顔は隠せない。ノワはそれに構わず平然として言った。

「おお、すまない。女将。実はこちらに宿しゆく泊はくしたいのだが」

「はぁ……」

　余りにも堂々とした言いように、女将や仲居さんの方も圧あつ倒とうされ、ノワのペースに巻き込まれてしまう。

「……おい、プレーナ。あいつらがターゲットか？」

　声をひそめて尋ねるクレケンスにプレーナはうなずく。

「はいですの。全員揃そろってるようですの」

　その視線の先には広大やティセ、そして静花、桜子がいた。旅館の入り口から、早朝の闖ちん入にゆう者しやを物珍しげに眺めているのだ。その中から一人の男がキャデラックの方へ歩み寄ってくる。内うち山やま田だ王おう司じだ。

「へええ、これはこれは……。一九六〇年代のキャデラックだね。それもコンバーチブルだ。状態は余り良くないけど、面おも白しろいものに乗ってるね。君たち」

　馴なれ馴れしくそう話しかけ、キャデラックを見まわす。クルマ好きの内山田は黙ってみていられなくなったのだろう。

「あ、あぁ……。でもよぉ、このクルマ全然駄だ目めだぜ」

　クレケンスの言葉にプレーナもうなずく。

「そうですの。屋根がないから寒くて、寒くて……」

　そんな二人を内山田は不思議そうな顔で見つめ、そして後部座席の後ろをいじり始めた。

「ほら」

　そう言うと、内山田は畳たたまれていた幌ほろを上げて見せた。

「なにぃ!?」

「びっくりですの！　ちゃんと屋根がありましたの!!」

「ははは、君たち面白いねえ。外国の人？」

　内山田と兄妹のやり取りを聞いていた広大たちも、旅館の中から出てきてキャデラックの方へ歩み寄る。

「よくもこんなクルマで、雪山登ってきたなあ」

　アンリも呆あきれたようにキャデラックを眺める。

「日本人じゃないわよね。どちらの国の人？」

「ええと、その……」

　恵子の問いに口ごもるプレーナに、女将との話を終えたノワが振り返かえり答える。

「イタリアです。母が日本人なのです。私は子供の頃ころ、日本で生活した事がありますが、弟と妹は今回が初めてです」

　予あらかじめ決めておいた設定を列挙する。

「へえ、それで日本語がうまいのか」

　孝郎たちはひとまず納なつ得とくしたようだ。ノワは広大たちの方へ歩み寄り続けた。

「申もうし遅おくれました。私、ノワ・ルーナと申します。そちらがすぐ下の弟クレケンス。そして妹のプレーナです」

「でもどうしてこんな所に来たのよ。何もないわよ」

　そう尋ねられたプレーナは、自じ慢まんげに一冊のガイドブックを恵子に指し示す。

「グラン……、いえ日本のおばあさまから貰もらった、このガイドブックを参考にしましたの♡」

「あう……」

　そのガイドブックを見て、後から出てきた奥おく山やまは思わず硬こう直ちよくする。それは奥山が参考にした、あの昭和のガイドブックと同じものだったのである。恵子は笑って言った。

「あははは、新たな被ひ害がい者しやがまた一組……」

「人の事は言えないけど、あんたも妙みような日本語使うさね。ひょっとして私と同じで、アニメや特とく撮さつで覚えとか？」

「はいですの。私の場合は、ゲームの方が多いですの」

　アーネチカの問いにプレーナはうなずく。

　その間、ティセ、ティル、ティオの三姉妹は、少し離はなれた所に並んで立ち、身を乗り出だすようにして三兄妹を眺ながめていた。

「ティセ？」

　振り返る広大が尋たずねても、ティセたちはその姿勢を崩くずそうとはしない。

　……悟さとられたか？　ノワは身を硬かたくする。

　ティセは一時、小首を傾げて言った。

「おかしな兄妹ですね」

「おかしいね」

「おかしいわね」

「いや、ティセたちもかなりおかしいだろう」

　広大がそう言うと、ティセは抗こう議ぎするように、激しく両手をぱたぱたさせたが、それ以上は何も言おうとはしなかった。

　まずは気付かれなかったか。ノワは胸をなで下ろす。そしてクレケンス、プレーナの許もとへ歩み寄ると、声をひそめて言った。

「それでは後は予定通りに進めるぞ」

「へいへい」

「分かりましたの」

　三兄妹はうなずきあった。

　日が昇った直後には晴はれ渡わたっていた空が曇くもり、風と共に重い雪が舞い落おち始めていた。




　結局、風は収まらず昨日とは打って変わって吹ふ雪ぶいた天候になった。これではゲレンデには出られないと、広大たちは旅館で二日目の日程を過ごす事にしたのである。

　もっとも開店休業中といっても良い状態だった旅館だ。それほど中で遊ぶような施し設せつもない。

　内山田は渋しぶ沢さわ、藤ふじ岡おかたちと麻雀マージヤンで、広大たちはジムの隅すみにある卓たつ球きゆう台だいで、思い思いに時間を潰つぶしていた。

「お～～し、じゃあ俺おれな」

　昨日、さんざん負けたので麻雀には懲こりたのだろう。孝郎は広大たちに付き合っていた。兵ひよう衛えに代わり広大の卓球の相手をする。

「広大、頑がん張ばってください」

「頑張れ～～！」

　ティセと恵子が広大に声せい援えんを送るが、残念ながら孝郎を応おう援えんするものはいない。

「え～～、貴た風かぜさんは？」

「アイシャなら、静花ちゃんと一緒に厨ちゆう房ぼうに行ったわよ。そんなにがっかりしない。どうせ居ても応援してくれないんだから」

　恵子の辛しん辣らつな言葉が、逆に孝郎の根こん性じように火を付けたようだ。

「くそ～～！　非モテ男の逆さか恨うらみパワーを思い知れ～～!!」

「ちょ、ちょっと待てよ。なんでそうなる!?」

　広大が慌てても遅おそかった。孝郎の逆恨みパワーを乗せた白球は、広大のラケットの先を通り過ぎていった。

「……ふむ」

　ノワ・ルーナはジムに入ると卓球台の方へ歩み寄る。ジムのトレーニングマシンでは、アンリが黙もく々もくと筋トレ中だったが、そちらには目もくれない。

　大おお空ぞら広大。あの少年がグロリアスドーンのパートナーか……。

「おっしゃー！」

　孝郎は広大からあっさり11点を先取して勝ち雄お叫たけびを上げていた。

「お～～し、これで缶かんコーヒーおごりな。広大！」

「ちょっと待て、いつからそういう話になった？」

「今だ！　たった今、俺が決めた!!」

「はいはい分かったよ。ちょうど俺も喉のどが渇かわいた所だったしな」

　自じ販はん機きに向かう広大に恵子が声を掛かける。

「あ～～、私、午後茶テイーのレモン」

　そんな恵子につられるようにティセも言った。

「私はアールグレイがいいと思います」

「いや、おごるとは言ってない……。まぁ、いいか。アールグレイはないから、普ふ通つうの紅茶でいいか？」

「仕方ないから、普通の紅茶で構いません」

　広大が自販機から戻ってくるのを待っていた孝郎は、卓球台の側で興味深そうにそのやりとりを見ていたノワに気付いて声を掛ける。

「え～～と、ノワさんでしたよね。良かったら、卓球やってみませんか？」

　広大との試合に勝ってテンションが上がっていたのだろう。勢いに任せた孝郎の申し出にノワは当とう惑わくする。

「え、私が？」

「そうそう、まずは広大と一戦やって勝った方が俺とやる。いえ、別に缶コーヒーとかおごってくれなくてもいいですから」

「いや、私は……」

　戸と惑まどうノワに孝郎は強ごう引いんにラケットを渡した。

「おい孝郎、ノワさん困ってるじゃないか。無理を言うなよ」

　そうか、相手は大空広大か。これは面白いかも知れないな……。

「よし」

　ノワはラケットとボールを受け取り言った。

「それでは一つお手並み拝見といこうか」

「負けませんよ」

　広大もラケットを手に自分のエンドに着いた。

「では行くぞ」

　ノワはボールを高く放ほうり上げ、落ちてきたところをラケットで叩たたく。それも尋じん常じような動作ではない。直立不動の姿勢のまま、目にもとまらぬ速度で手だけで振ふり抜ぬいたのだ。鋭するどい音ともにラケットから弾はじかれたボールは、一いつ瞬しゆんで広大の頬ほおの横を飛とび抜け、うしろの壁かべにぶつかり跳はね返った。

「どうかな、手も足もでないかね」

　呆気にとられる広大にノワはそう言った。

「……あのぉ、ノワさん。確かに凄すごい事は凄いんですけど……」

「うむ。サーブミスだな」

「なに!?　どういう事だ？」

　孝郎と兵衛の言葉にノワは驚おどろきを隠かくせない。

「サーブの時は一回自分のコートにボールをバウンドさせなきゃいけないんです」

「い、いや、そうだったな。うん、分かってるぞ。大だい丈じよう夫ぶだ」

　その返答に不安げな広大と孝郎だが、それに構わずノワは勝手にサーブをやり直す。止めようとした孝郎の声も耳に入らないようだ。

　同じように直立不動の姿勢のまま、ラケットを持つ手だけを振り抜いてボールを打つ。孝郎に言われた通り、確かに自分のコートにボールを叩き付つけた。自分のコートに叩き付けただけである。ボールはそのままほぼ垂直に跳ね返り、天上にぶつかってノワのコートに落ちてきた。

　しんと静まりかえる中、ティセだけが退たい屈くつそうに両手をぱたぱたさせている。さすがのノワも何か間ま違ちがえたと察したようだ。

「これでいいのか？」

「え～～と……」

　広大と孝郎は顔を見合わせて苦笑いをしてから言った。

「ノワさん、卓球のルール知らないんですよね？」

　これ以上は誤ご魔ま化かせないとノワは悟った。

「うむ、実は知らない。何度か見た事はあるが、実際にやるのは初めてだ」

　ノワのその言葉に、広大と孝郎、そして兵衛は安心したようだ。

「それじゃ最初から教えてあげますよ。まずサーブからですけど……」




「もう、いつまで怒おこってるのよ」

　ティオはアペンディックス『夜霧ナイトミスト』で、床ゆかから数センチの高さに浮うかんだまま桜子に言った。

「別に怒ってないわよ」

　そう言う割には桜子は朝食の時から、ろくにティオと話をしてくれない。

「いいじゃないの。朝が苦手なくらい。それくらい欠点があった方が可か愛わいいわよ」

「だから別に怒ってるわけじゃないって言ってるでしょ」

　桜子はまだ拗すねているようだ。すっかりティオとの立場は逆転してしまってる。

「ティオ、降りなさい。飛ばないの！」

　何かの気配に気付いた桜子はそうティオに注意した。肩かたごしに後を一いち瞥べつする。案の定だ。朝方、現れたあの正体不明の三兄妹の一人が、廊ろう下かの角からこちらを窺うかがっていた。

　幸いティオが浮かんでいた所は見られていないようだ。桜子はそれを無視して廊下を歩く。

「なぁなぁ、お嬢じようちゃん」

　廊下の角から顔を出すと、三兄妹の一人クレケンスは馴れ馴れしげに声を掛けてきた。

「このホテル、何か遊ぶところねえのかよ。カジノとは言わねえけど、ゲーセンとかプールとか」

「ありません」

　にべもなく桜子は言い返す。

「ゲームセンターはジムに改装してしまったそうです。卓球台があるみたいですから、そんなに身体を動かしたいのならそちらに行ったらどうですか？」

　クレケンスはティオにはまったく注意を払はらっていないようだ。桜子に近寄ると続けた。

「ちっ、しけてんな。まったく」

「日本の温泉旅館なんてそんなものですよ。それが嫌ならマカオかドバイのホテルにでも泊とまったら良いでしょう」

「こっちも色々と都合があってそうもいかねえんだよ」

　吐はき捨すてるようにそう言ったクレケンスに桜子とティオは怪訝な視線を向ける。それに気付いたのか、クレケンスは慌あわてて頭かぶりを振って否定する。

「いやいや、ほら。マカオやドバイとかだと金がかかるだろう。だからな、適当なところで……」

　桜子はそんなクレケンスに構わずガラス戸を開けた。

「旅館の外でもいいから、他に遊ぶところはねえのかよ」

「さっき旅館の方が言ったでしょう。スケートリンクやクラブはみんな閉へい鎖さされているって。何だったらゲレンデにでも行ったらどうです。吹雪いているけど、滑すべれない事もないでしょう」

「じゃあ、あんたたち。俺と一いつ緒しよにどう？」

　にやりと笑うクレケンスに桜子は答えた。

「御ご免めん蒙こうむります。それよりあなた、どこまで付いてくるんですか？」

「なにを言ってるんだよ。俺の行く先に、君たちが先回りしてるんだろう」

　肩をすくめてそう言うクレケンスに、桜子とティオは呆れたようだ。

「この先に行きたいんですか？」

「ああ、いけないか？」

　そう言った後で初めて、クレケンスは周囲を見回した。床は板の間、そしてロッカーやカゴが並んでいる。そして奥おくには湯気で煙けぶったガラス戸。毎朝、シャワーを浴びないと寝ね覚ざめが悪い桜子だが、部屋にはシャワーが無いため、風ふ呂ろが使えるようになるのを待って、すぐに入浴に来たのである。

「ここは女湯です。男湯は隣となりです!!」

　クレケンスは桜子とティオに女湯脱だつ衣い所から追い出された。




「ん、おいしい」

「本当はもう少し煮に込んだ方がいいんですけど、時間もありませんからね。それでは具の方にかかりましょうか」

　静花にそう言ったアイシャは、厨房の入り口の所からちらちらとこちらをうかがっているその影かげに気付いた。

「あの……、よろしかったらご一緒にどうですか？」

　そう声を掛ける。

「え、そのぉ。関係ない人が入っちゃってもいいんですか？」

　そんな事を言いながらも入ってきたのは三兄妹の末の妹、プレーナだ。

「はい、ちゃんと手を洗っていただければ。あとそちらのエプロンもお願いします」

　厨房にいるアイシャや静花、ティル。藍あお留る、朱あか璃りも同じエプロンをつけていた。

「私たちも旅館の方から、特別に厨房を貸していただいているんです」

「へえ、そうなんですの～～。なにかお料理ですか？」

　プレーナは歩み寄り、アイシャや静花が前にしている鍋なべを覗のぞき込んだ。

「ええ、けんちん汁じるを作ろうかと思いまして。こちらの旅館、お食事は朝と夕だけなので、昼食代わりに。ご飯は旅館の方で用意してくださるそうですし……」

　そう言ってから静花は付け足した。

「あの、プレーナさんでしたよね。よろしければ皆みなさんもご一緒にどうです？　夜通しクルマだったそうですから、お腹なか空いていらっしゃるでしょう」

「そ、そんな。ご迷めい惑わくを掛けるわけにはいきませんの。旅館の方に、ちゃんと朝食は出していただけましたし……」

　まだ受付時間外だったが、何とか宿泊させて貰ったばかりか、三兄きよう妹だいは特別に朝食まで用意して貰ったのだ。

「ご迷惑だと思うのなら、一緒に手伝えばいいっすヨ！」

「そうすれば一緒です。問題はないっスよ！」

　藍留、朱璃の姉妹がそう言った。

「いえ、でも私、お料理とかやった事ないんですの」

「じゃあティルと一緒に人にん参じんやお芋いもの皮むこう！」

　ピーラーを手にしたティルがそう言った。

「そうですね。皮むきを手伝っていただけるとありがたいです」

「それだけでいいんですの？」

　戸惑い気味のプレーナに静花は微笑ほほえみ返した。

「はい、お願いできますか？」

「お安い御ご用ようですの！」

　そう言うとプレーナもピーラーを手に取った。




「……そろそろ連中の単独起動システムも動作しなくなってるはずだ」

　サウザンドメイズィスは言った。

「半永久的に使えるわけではない。使えなくなったら僕ぼくのところでメンテナンスをするように伝えてあるから、連中もそれは気付いているはずだけどね」

　そしてサイレントカレントの方へ振ふり返ると付け加える。

「ああ、サイレントカレントは継けい続ぞくして単独起動できるよ。君と一緒に僕たちに従ってくれた同志も同様だ。さもないと困るからね」

「それはありがたいですな」

　サイレントカレントは落ち着いた口調でそう答えた。

　ここは太陽系とは銀河系の核かくを挟はさんだ反対側。銀河系の核に近い渦か状じよう腕わん中央部、恒こう星せいが密集している辺りだ。太陽系にもっとも近い恒星は約四・二光年。しかしこの一帯では平均で一光年弱の間に近づいている。

　ｂｉｏビオクラフト形態の『サイレントカレント』はその恒星間空間にいる。密集したいくつもの恒星による重力場の作用により、その周辺には大量の微び惑わく星せい、岩塊かい、そして彗すい星せいの核となる雪の塊が集まっていた。

『サイレントカレント』はもっとも多くの雪の塊が集まっている場所へ向かっているのだ。その後には何体ものｂｉｏクラフトが従っている。

　その雪の塊の中にサウザンドメイズィスが言う連中、つまり彼かれに従わなかった共生反対派のｂｉｏクラフトが潜ひそんでいるのだ。

　サイレントカレントのようにすべての共生反対派がサウザンドメイズィスに合流したわけではないのだ。イモータルヌーンが拙せつ速そくに地球人類と接せつ触しよくした理由を問とい質ただしたいとだけ考えるものは、メリグナントクラフトを利用したサウザンドメイズィスには距きよ離りを置く事を選せん択たくしたのだ。

「あれだけの事をやってもイモータルヌーンが動かなかったんだ。次の段階に移らなきゃね。それに反対する彼かれ等らはもう必要ない」

　そう言うサウザンドメイズィスは己おのれに従わないアミークスの排はい除じよを決定していた。サイレントカレントもそれには表だって反論する事はなかった。

「僕も出ようか？」

　グリーンデイブレイクがそう言った。そんなグリーンデイブレイクにサウザンドメイズィスは鷹おう揚ように答える。

「いずれは手を煩わずらわせて貰もらう事になると思うけど、すぐにというわけでもない。最初は高みの見物でもしていてよ」

　この男のｂｉｏクラフト形態が見られるのか。いや、そもそもｂｉｏクラフトとは限らないな……。

　そう思いを巡めぐらせるサイレントカレントに気付いたように、グリーンデイブレイクは笑う。しかし笑うだけでそれ以上、何も言おうとはしなかった。




「しっかし退屈だなあ」

　アイシャと静花、それにプレーナも手伝って作ったけんちん汁の昼食を終えた孝郎は、雪が積もる旅館の庭を見ながらそうぼやく。

　昨日同様、女性も男性の部屋に来ている。熱が下がった奥山もである。いつの間にかあの三兄妹も同じ部屋に顔を出して、一緒に昼食を摂とっていたのである。

　部屋に戻もどって来た時のノワは、顔に墨ぼく跡せきも鮮あざやかな落書きをされていた。パワーはあるものの、ルールを知らないのではいかんともしがたい。連戦連敗したノワだが、調子に乗った恵子が、温泉卓球に負けた方は顔に落書きをされるのだと言い始めたのだ。

　ルールならば仕方ないとノワも落書きされる事に同意してしまったのである。もっとも最後にはコツを掴つかんだようで、孝郎の顔にもいくつか落書きがあった。

「風は収まってきたけど、まだゲレンデに出られる状態でもなさそうだし……」

　ノワと一緒に顔の落書きを洗い落としてきた孝郎は心底退屈そうにそう言った。

「皆さんはスキーはやらないんですか？」

「いや、我々には任務……。いや、予定があるのでやるとしても明日以降になると思います」

　広大に尋たずねられたノワはそう答えて誤魔化した。

　その時だ。やにわにティセが立ち上がり、庭の見える窓の方へ歩み寄る。そしてしばし雪景色を眺ながめ、両手をぱたぱたさせていたが、みんなの方へ振り返かえると言った。

「雪だるま」

　ティセはそう言った。

「まだ雪だるまを作っていません」

　バスの中でティセがやけに雪だるまで盛り上がっていたのを広大は思い出した。

「そうだよ、お姉ちゃん！　まだ雪だるま作ってなかったよ！」

「別にいいじゃないの。雪だるまなんて。あんなの丸いだけよ」

「駄だ目めです、いけません。ティオは雪だるまの素す晴ばらしさを理解しなければなりません」

　そう言うとティセはパッと勢いよく両手を広げる。

「なにしろ雪だるまは丸いですからね」

「丸いのか」

「はい、丸いのです。具体的に丸い」

　ティセは広大にそう答えるが、ティオは不服そうでさらにコタツに深く潜もぐり込む。

「丸いのはともかく、寒いのは嫌よ」

「そんな事はありません。丸い雪だるまなら、この程度の寒さなんてへっちゃらです」

　なぜ雪だるまが丸いと、この程度の寒さがへっちゃらになるのか、まったくもって理解を超越しているが、ティセは自信満々のようだ。

「そうだな、せっかくだから作るか」

　広大はそう言って立ち上がる。

「わ～～い、雪だるま、雪だるま!!」

「じゃあ私もお手伝いします」

　喜ぶティルを放っておけなかったのだろう。静花も同意した。

「んじゃ、私も～～」

「ティセさまがそうおっしゃるのなら」

「うむ、雪だるまを作るのも久しぶりだな」

「うちらも手伝うっスよ～～！」

「頑がん張ばってデカいの作るっすヨ～～！」

　恵子、アイシャ、兵衛や藍留、朱璃たちも後に続いた。

「じゃあ僕も行きますか。課長や皆さんはどうします？」

「あ、俺おれも行く。日本の雪だるまってスノーマンとはちょっと違ちがうんだよな」

「にゅふふ、こうなったらやはり自動雪だるまマシンを……」

　内山田、アンリに続いてコタツから出てきたアーネチカに向かって、みんな一いつ斉せいに声を揃そろえて言った。

「シギイワート先生は、何もしないで下さい!!」




　旅館の人からスコップを借りて小一時間。アーネチカの怪あやしげな発明の介かい入にゆうもなく、みんなの協力で無事に雪だるまは完成した。結局、桜子やティオ、そしてノワ、クレケンス、プレーナたちも手を貸す事になったのである。

「なあ、兄貴。俺たちなんでこんな事をやってるんだ？」

　小声でそう尋ねるクレケンスにノワは答える。

「ううむ、まあ成り行きというか……。いや、違うぞ。まずはターゲットを安心させる為ためだ。必要以上に警けい戒かいさせてはいかん」

「でもこういうのも楽しいですの」

「そうかねえ……」

　クレケンスはうんざりとした顔でそう言った。そんな自分たちにアイシャが疑いの眼まな差ざしを送ってるのに三人は気付かなかった。

　できあがった雪だるまは広大の身長ほどもある立派なものだった。最後に旅館の人から炭を貰い、それを目鼻にして完成である。

「完成～～!!」

　広大が炭を入れると、誰だれからともなく歓かん声せいが上がる。ティセは雪だるまの前に立ち、満足げに両手をぱたぱたさせていた。

「へえ、なかなか立派じゃないの」

　部屋で残っているのが嫌だったのか、結局は外に出てきたティオがそう言った。もっとも最後まで見ているだけで手伝いはしなかったのだが。

「桜子、木刀どうしたの？　木刀！　木刀、持たせたらきっと強そうだよ!!」

　ティルがそう言った。桜子は今朝方、アーネチカに突つきつけた土産みやげ物ものの木刀を結局、自前で購こう入にゆうしたのだった。

「別に雪だるまが強く見えても意味はないと思うけど……」

　そうは言いながらも桜子は部屋に戻って木刀を取ってくる。

「うん、少しいびつだけど立派な雪だるまだ」

　満足げにうなずく広大に、ティセも手を差さし伸のべるようにして言う。

「余り丸くありませんが、素晴らしい雪だるまだと思います」

「手伝っていただいて、申し訳ありません。ノワさん」

「い、いや。まぁ他ほかにやる事もありませんでしたから」

　広大に礼を言われたノワは当とう惑わくしながらもそう答えた。

「これでいいの？」

　戻ってきた桜子はティルに木刀を渡わたす。ティルはその木刀を、雪だるまの手になっている木の枝に引っかけた。

「見て見て、凄く強そうだよ！」

「本当ですの、強そうですの」

　プレーナも笑いながらうなずいた。

「ほ～～い、じゃ、みんな写真撮とるよー！」

　デジカメを構えたアーネチカが声を掛かける。様子を見ていた旅館の仲居さんが、出てきてシャッターを押おしてくれる事になり、アーネチカもみんなと一緒に雪だるまの前に来る。

「はい、チーズ」

　仲居さんのかけ声と共にデジカメのフラッシュが光る。その頃ころにはすでに風も止やみ、雪も収まり、そして時刻は夕暮になっていた。




「おい、兄貴。俺たちは雪だるま作りに来たんじゃないだろう」

　部屋に戻るなり、クレケンスは不満げにそう言った。

「でもみんないい人たちですの」

「プレーナ！」

　妹を一いつ喝かつすると、クレケンスは部屋の中央にあぐらをかく。

「くそ、殿でん下か直々の命令だから、どんな重要な任務かと思ったら……。やってられねえぜ」

「そういきり立つな、クレケンス。我々の目的は……」

　言いかけたノワはポケットから携けい帯たい電話を取り出し、それを開いた。見かけは携帯電話だが、それは外見だけ。実は彼等の利用する通信システムを偽ぎ装そうしたものだ。

　なぜかこういう所だけは妙みように手回しがいい。

　携帯電話の液えき晶しよう画面を見たノワは表情を硬かたくして弟と妹に向き直る。

「決行だ」
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「ノワさんたちが……？」

　アイシャに尋ねられた広こう大だいは意外そうな顔をする。

「別におかしな所は……、いや無かったというわけじゃないけど、あれはおかしいというよりは、なんというか……」

　言いよどむ広大に横から恵けい子こが助け船を出す。

「間ま抜ぬけな感じよね」

「いや、まぁはっきり言うとそうなんだけどさ。だから余計に何か思おも惑わくがあるとは思えないなあ」

　そう答える広大の前には恵子の他、静しず花か、桜さくら子こ。そして内うち山やま田だにアーネチカ、分室メンバー。さらにティセ、ティル、ティオの三姉妹。クイックストーンも隅すみで退たい屈くつそうに欠伸あくびをしていた。

　雪だるまを作り終えた後、広大はアイシャから声を掛けられて、別の部屋に呼ばれたのである。

「でも引っかかるとは思いませんか、広大。昨日のイモータルヌーンの話もあります」

「……そうだな」

　アイシャの言葉に広大は考え込む。

「それに彼ら、キャデラックの幌ほろをたたみ込んだままで使い方を知らなかったようだ。あの状態で夜通し雪道を走ってこられるなんて尋じん常じようじゃないね」

　内山田もそう言った。

「でもそんなに悪い人たちには思えないんですけど」

「いやいや、静花ちゃん。何か思惑があって近づいてくるんなら、さも悪人ですなんて顔はしてこねえよ」

　アンリはロリポップキャンデーをなめながらそう言った。

「いずれにせよ注意するに越した事はないわね。もっともこの旅館にいるのは今晩だけ。明日の朝を過ぎても付きまとうようなら、何か裏があるとみていいでしょうね」

　桜子の言葉に皆はうなずいた。

「んじゃ、何かあったら私か王子さまに連れん絡らくって事でいいかな。くれぐれも単独で……」

　アーネチカがそう言った時だ。ほとんど同時に広大、静花、桜子の携帯が鳴る。電話ではなくメールのようだ。余りのタイミングに皆は顔を見合わせた。

　携帯を取り出し、メールの内容を確かく認にんした広大の顔色が変わる。その表情もみるまに険しくなった。

「……案の定か」

　吐はき捨すてるようにそう言った。広大がこんな口調になるのは珍めずらしい。それだけにメールの文面が気になる。恵子が恐おそる恐る尋ねた。

「あの……、メールになんてあったの」

　しかし広大はすぐには答えない。厳しい表情なのは桜子も同様だ。

「やり方が汚きたないわね。静花さん、あなたは？」

　同時にメールを受け取った三人の中では、静花だけが少々狼ろう狽ばい気味だ。

「ええ、はい。一人で来いという事です。差出人はプレーナさんです」

「プレーナ？　あの兄妹の妹か」

「どうやってあんたたちのメルアド知ったんだろうね」

　内山田とアーネチカは顔を見合わせて首を傾かしげる。

「教えてはいません」

　そう言う広大に静花と桜子もうなずく。

「どこかから、君たちの個人情報が漏もれていたという事か」

「そうでしょうね。さもないと、こんな事なんて知らない……」

　内山田の言葉に桜子は携帯のメール画面を見ながらつぶやいた。

「桜子、一体なんて書いてあったのよ？」

　ティオに尋ねられて桜子は答える。

「お前の祖父を死に追いやった人間の事を知りたくないか……、だって。差出人はクレケンス。真ん中の男ね」

　広大たちも詳くわしい事は知らない。知っているのは桜子の祖父が、数年前に死亡している事。表向きは事故という事になっているが、その原因を作った人間はｂｉｏビオクラフトと契けい約やくしてどこかへ逃とう走そうしてしまったという。桜子が一時期、荒あれていたのもそれが原因のようだ。

「なるほど、汚いやり方だ……。俺は『失しつ踪そうしているお前の父親について教えたい事がある』だと。ノワさんが差出人になってる」

　広大の口調は相変わらず厳しい。その横でティセが心配そうに覗のぞき込んでいるのも気付かないようだ。

「やれやれ、これは困ったな。それで上かみ温おん湯ゆさんは？」

「はい。私のお父様が、どうしてｂｉｏクラフト嫌ぎらいになったのか。その理由を知りたくありませんか。そうあります」

「静花ちゃん、その原因については知ってるの？」

　アーネチカに問われて静花は頭かぶりを振る。

「いえ、心当たりはありません。村むら井いさんも詳しくは教えてくれません」

「う～～ん。しかしなあ、君たちの個人情報から関心のある事を推測できたとしても、本当にご家族の問題を知ってるとは限らないぞ」

「それはどうでもいいです」

　出し抜ぬけにそう言う広大に、内山田は意外そうな顔をする。

「こういうやり方で人をおびき出すのは、許せません」

「おい、落ち着け広大。お前の気持ちはわかるが、今は冷静になれよ」

　慌あわてたアンリが広大をたしなめる。

「いずれにせよ、放っておくわけにもいきませんわね」

「そうさね。それで場所は？　みんな一人で来いって言われてるんだよね」

　三人はアーネチカにうなずくとそれぞれ答えた。

「俺は旅館の裏。車庫の方です。時刻は一時間後」

「私は旅館の庭。雪だるまの前。時間は同じね」

「ええと、私は旅館の入り口の道路です。案内看板がある所だそうです。時間は皆みなさんと同じです」

「ティルも一いつ緒しよに行くよ！」

　そう言うティルをアーネチカが制する。

「まぁ待つさね。向こうは一人で来いと言ってるんだ。他に誰か行くと姿を現さないかも知れんさね」

「でもこれはどうみても罠わなだろうよ。あーちゃん司令」

「向こうも本当に一人で来るとは思ってないだろうさね。適当に隠かくれて行けばいいんじゃないの？」

「そうですわね」

　アイシャがうなずく。

「それでは静花にはアンリとクイックストーンが、桜子にはアーネチカが付いてください。私は広大をサポートします。それからティセさまたちは、それぞれのパートナーと一緒という事でよろしいでしょうか？」

「ええ、うちも？」

「いないよりはましでしょう」

　慌てるクイックストーンにアイシャはにべもなく答えた。

「それじゃ私はアイシャと一緒でいいのね」

「そうですわね。一緒の方が何かと都合がよいでしょう」

「あ～～、いざという場合、私は戦力としてあてにしないで欲ほしいんだけど。サテライトの取り回しにもなれてないし」

　苦く笑しようしてそう言うアーネチカにティオが言う。

「大だい丈じよう夫ぶよ、桜子は強いから。そうよね、桜子」

「……そうね」

　厳しい顔つきのまま桜子は答えた。

「ビュートには声かけておこうか？　それとあーちゃん司令もヒュージンはどうするよ」

「そうさね。何かあった時の為に、上で待機して貰った方がいいさね」

「よし、分かった。その作戦で決まりだな。じゃあ下しも条じようさんたちの方は、僕ぼくの方から適当に誤ご魔ま化かしておくよ」

　最後のまとめに内山田がそう言った。

「ところでよ……」

　アンリはにやりと笑ってから尋ねた。

「敵はｂｉｏクラフトか？　それとも……」

「それを確かめに行くんじゃないか」

　広大はそうとだけ答えた。




「やあ、大おお空ぞら広大」

　空はすっかり晴れ上がっていた。月明かりの下、約束の場所でノワ・ルーナは待っていた。

　広大は手にｂｉｏカードを握にぎりしめたままでノワに近づく。少し離はなれた場所では量子ブラインドに包まれたティセと恵子、アイシャが様子を見守っているはずだ。

「ノワさん……、いえノワと呼んだ方がいいですか？」

「君の好きな方で構わないよ」

　こうなるとノワの表情は読めない。律りち儀ぎそうな表情のままだが、それだけに何を考えてるのか分からない空そら恐おそろしさがある。

「まず聞かせてください、あなたはｂｉｏクラフトなんですか？」

「違う」

　即そく答とうする。

「ではメリグナントクラフトなんですか？」

「そうだ」

　これも即答だ。

　ｂｉｏカードを握る広大の掌てのひらに汗あせがにじむ。次の質問がなかなか言葉になってくれない。代わりにノワの方が口を開く。

「私の目的を尋たずねないのか。それとも君の父の事が先か？」

「そうですね……。では、まず目的を……」

　父の事はおそらく自分を呼び出す為の釣つり餌えさに過ぎないのだろう。そう考えた広大は目的を聞き出す事を優先する。

「ふむ、いいだろう」

　そう前置きしてからノワは言った。

「単刀直入に言おう。私たちの仲間になって欲しい。君と契約してるｂｉｏクラフトだけではない。地球人類の代表として、君たちに我々の仲間になって欲しいのだ」

「仲間？」

　予想外の申し出だった。広大は当惑する。

「そうだ。仲間だ。殿下……、我らが主人グリーンデイブレイク殿下とサウザンドメイズィスは、文明の破は壊かい者しや、文明の守護者を超こえた道を探さぐろうとしている。それは文明の調整者とでも言うべき存在だ」

「一つ聞かせて欲しい」

　広大はいつでもサテライトを展開できるよう準備をしながら尋ねる。

「それは支配者とどう違うんだ？」

「あらゆる存在に、崇すう高こうなる慈じ悲ひを以もつて接しようという事だ」




「それは有あり難がたいわね」

　同じような説明をクレケンスから受けていた桜子はそう答える。

「あなた方は神にでもなったつもり？　それともこれからなろうというのかしら」

「ははははは」

　クレケンスは桜子のその言葉を笑い飛ばす。

「お前たちから見れば、ｂｉｏクラフトもメリグナントクラフトも神みたいなもんだろうさ。何をいまさら……」

「ｂｉｏクラフトもメリグナントクラフトも、そんな矮わい小しような存在である人間を、文明を守る為、破は壊かいする為に存在する。裏を返せば、あなた達たちも私たちなしでは存在できない。そうなんでしょう？」

　痛い所を突かれたようだ。クレケンスの表情が険しくなる。




「私は難しいことは分からないんですの。でも、あなたがそう思うなら、そうなんじゃないんですか？」

「あの～～、プレーナさん。それでいいんですか？」

　会話そのものは同じように進行していた静花とプレーナだが、どうにもテンションは他の二人とは違ちがって来ている。

「ええと、そうですね。ちょっと待ってくださいですの。今、考えをまとめますから……」

　プレーナはぶつくさひとり言をつぶやきながら、しばし考えをまとめた後、ようやく静花に向き直って続けた。

「で、ですから！　私たちは審しん判ぱんの四姉妹と、そのパートナーに仲間になって欲しいんですの。私たちと一緒に、宇宙に存在するあらゆる文明の調整者になって欲しいんですの」

「でもそれは……」




「……傲ごう慢まんじゃないんですか？」

　広大は尋ねた。

「傲慢？　何がだね」

「メリグナントクラフトは、すべての文明を滅ほろぼしたら存在意義が無くなる。だから一部のｂｉｏクラフトと組んで、破壊すべき存在を維い持じしようとしてる。俺おれにはそう聞こえます」

「あながち間ま違ちがっていないな」

　これもまた即答である。

「メリグナントクラフト、ｂｉｏクラフト、そして各種文明を、今の状態のまま宇宙が存続するよう調整しようというのだ。何が悪い事があるのだ」

「それを傲慢というのです」

　広大ではない。その声は広大の背後から聞こえてきた。

　ティセだ。ティセが自ら量子ブラインドから出て来て、ゆっくりとノワの方へ歩み寄りながらそう言ったのだ。

「あなた方は、何も分かっていません。世界の事も、文明の事も、人間の事も。そんなあなた方に、世界の調整者を名乗る理由も資格もありません」




「じゃあ、あんたが認めてくれるっていうのかよ。ｂｉｏクラフトの女王さま！」

　黙だまっていられなくなり、量子ブラインドから姿を現し、ティセと同じような事を言ったティオに、クレケンスはあざけるように言った。

「文明の存在を認める、認めないなんて、それこそ俺たちと一緒じゃねえか。どうなんだよ！　審判の四姉妹さん！」

　その言葉にティオは気色ばむ。

「私は姉とは違うわ、イモータルヌーンとは違うのよ。あんな奴やつとは一緒にしないで！」




「だからティルは静花が好きなの！　みんなが好きなの！　それは一緒に暮らせば分かるもん。プレーナも一緒に暮らしたらいいと思うよ」

「で、でもそれは違うと思いますの。調整者というのは、やっぱりある程度、対象とは距きよ離りを置かないと……。ええと、そのなんて言うのか……」

　言葉が出てこないプレーナに、静花が助け船を出す。

「中立性？」

「そう、それですの！　中立性が保てませんの！」

「そんなの関係ないもん!!」




「だからｂｉｏクラフトだけでは駄だ目めなのです。女王」

　ノワは言った。

「ｂｉｏクラフトだけでは、文明の無む尽じん蔵ぞうな進化を容よう認にんして、いずれ宇宙そのものの存在を揺ゆるがしかねない。それは宇宙にとって不自然なのです」

「文明とはそもそも宇宙にとって不自然な存在なのです」

　ティセは言った。

「だから私たちはそれを守られなければならないのです。それがｂｉｏクラフトなのです。あなた方の言ってる事はメリグナントクラフトと変わりないと思います。いえ、メリグナントクラフトの存在意義を言いい換かえただけだと思います」

「いずれにせよ、ノワ」

　ティセとノワの会話のすべてが理解できたとは言い難い。それでも広大にはティセの言いたい事は分かっていた。そしてそれは広大の考えと同じであるのも分かっていたのだ。

　だから広大は言った。

「あなた方の申し出を受け入れる事は出来ない」




「交こう渉しよう決けつ裂れつね」

　桜子は言った。

「時間の無む駄だだったようね」

「そうだな。その点に関しては同感だ」

　クレケンスはにやにや笑いながらそう答える。

「最初からこうすれば良かったんだ。俺もこっちの方がやりやすい」




「残念ですぅ。静花とはお友達になれると思っていたのに。でもまだ遅おそくないです。どうしても嫌だというのなら……」

　かざしたプレーナの掌を中心に円形の光が生じる。




「実力で」

　ノワの右手に光るロープのようなものが現れる。




「連れて行くとしよう」

　クレケンスの目の前に三日月形の光が出現した。




「サテッレスナーヴィガーティオー『ノワ・ルーナ』！」

　ノワの手に現れたのは光のロープ、いや鞭むちのようなもの。鞭の周囲にはチェーンソーの刃はのようなものが並んでいるのが見て取れる。

「ティセ下がれ！　ローチングサテライト『グロリアスドーン』！」

　広大はそう言うとｂｉｏカードに力を入れる。ｂｉｏカードは簡単に割れ、その中から光と共に短たん剣けんが現れる。

「イモータルヌーンは、ｂｉｏクラフトに出来る事はメリグナントクラフトにも出来ると言っていた。つまりノワ、あなたのサテライトを破壊すれば、戦せん闘とう能力を奪うばう事が出来る。そう考えていいわけですね」

「その通りだ」

　ノワが腕うでをかざすと光のロープはそれに応じてしなる。

「しかし我々のサテッレスは、ｂｉｏクラフトのサテライトとはひと味違う。形状も個体によって違うし、使い方もいろいろとある」

　そしてノワはサテッレスを放つ。

「私のものはこうだ！」

　光るロープは広大の足あし下もとの雪を弾はじく。やはり鞭のように使うもののようだ。

「殿でん下かとサウザンドメイズィスから、女王と契約パートナーを連れてくるように命じられている。しかしどうしても拒こばむようなら……」




「聞き分けのないパートナーを倒たおして、もうちょっと聞き分けのいい奴を据すえても構わないと言われてるんでね」

「それは結構な事ね。でも私は聞き分けがないというわけでもないし、ティオとの契約を解除するつもりもないわ」

　桜子は呼び出したサテライトを構え直す。

「そうそう、桜子は強いのよ。あんたなんかが敵かなうわけないじゃないの」

　量子ブラインドから姿を見せたティオもそう言った。

「それはどうかな。俺たちのサテッレスはお前たちのちゃちなサテライトとは違うんだ」

　クレケンスが持つサテッレスは、光ひかり輝かがやく三日月の形をしたもの。その縁ふちにそってチェーンソーの刃が並んでいる辺りが、メリグナントクラフトたる所以ゆえんか。

「こういう使い方も出来る！」

　言うなりクレケンスはサテッレスをなげた。その光景にやはり量子ブラインドから出てきたアーネチカが一人で盛り上がる。
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「おお、ミドメラン!!」

「シギイワート先生は黙っててください！」

　桜子はそう言ってブーメランのように投げつけられたサテッレスを避さける。しかしサテッレスは弧こを描えがいて再び桜子へ襲おそいかかる。

「くっ！」

　大鎌のサテライトでブーメランのサテッレスを弾くが、それは難なくクレケンスの手元へ戻もどる。

「さて、どうする？　契約を解除されたくなければ、俺たちの仲間になれ。悪い話じゃないと思うんだがね」




「申し訳ありませんが、お断りします」

　静花はハンマー形のサテライトを握りしめてそう言った。

「それは残念ですの。そうなるとやっぱり無理にでも来て貰もらわないと困りますの」

　そう言うプレーナが手にするのは輪状のサテッレス。地面に縁を付けると、プレーナの腰こしに届くほどの直径があるリングだ。やはり縁にはチェーンソーの刃が並んでいた。

「静花ちゃん、下がれ！　俺がやる!!」

　サテライトを呼び出したアンリが静花の前に出る。クイックストーンも静花の前に立って後ろへ下がらせた。

「そうそう、こういうどつき合いはアンリに任せとき」

「おいおい、他ほかにも言い方はあるだろうよ。クイックストーン！」

　そうぼやきながらアンリはプレーナに相対する。

「そのフラフープみたいなサテライト……、じゃねえサテッレスだったな。妙みような使い方が出来ると言っていたが、見せてみろよ」

「あの～～、私のお相手は静花ですの。アンリではありませんのよ」

　そう言いながらもプレーナが右手を上げると、輪状のサテッレスは手を中心にして回り始めた。

「それに隠れても無駄ですのよ。こういう使い方が出来ますので」

　勢いを付けてプレーナはサテッレスを投げる。ただ投げただけではないのは、途と中ちゆうから加速していく事でも分かる。

「はっ！」

　気合い一いつ閃せん。サテッレスをアンリが自分のサテライトで貫つらぬこうとする。しかし輪状のサテッレスは、アンリの気合いをあざ笑うかのように、ふわりとその切っ先をかわして大きく弧を描いた。

「静花、危ない！」

　ティルが叫さけぶ。

「後ろや！」

　かばおうとするクイックストーンに構わず、静花はハンマー形のサテライトを手にしたまま後ろを振ふり返かえる。輪状のサテッレスは確かに後ろから静花へと襲いかかってくる。

「え～～い!!」

　静花は大きくハンマーを振り上あげ、サテッレスへ叩たたき付つけた。しかしあえなく空から振ぶり。一方のプレーナのサテッレスだが、それは静花の頭上を飛とび抜ぬけ、ティル、クイックストーン。そしてアンリの横をすり抜けていく。そのままプレーナの手に戻るかと思いきや、次の瞬しゆん間かん、ぼんやりと立っていたプレーナの頭に激げき突とつしそうになった。

「プレーナ!!」

　反射的に静花はその名を呼んでいた。ハッとしたプレーナはそこでようやく自分のサテッレスに気付いたようだ。受け止めようとするのではなく、そのまま頭を抱かかえてしゃがみ込んでしまう。

「きゃああ～～！」
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　サテッレスはプレーナの頭の上を通り過ぎ、背後の看板に食い込んで止まった。

「ふう、危なかったのですの」

　プレーナは胸をなで下ろしてそう言うが静花にティル、アンリ、クイックストーンは呆あつ気けにとられて見ているだけ。

　その視線でプレーナは自分が置かれている状じよう況きように気付いた。慌あわててサテッレスを手に取ると、メガネを直して静花たちに向かって言った。

「ええと、その……。やられたくなかったら、大人しく私たちの仲間になるんですの!!」

　そんなプレーナにアンリは呆あきれたように言う。

「……いや、俺はお笑い方面はやってないから」

「だ、だからあなたには言ってませんの！　行きますの!!」

　プレーナは再びサテッレスを投げた。それは大きく弧を描いて……、明後日の方向へ飛んで行ってしまった。

「ああ、戻ってくるですの～～!!」

　プレーナが呼ぶと、サテッレスは戻ってきたものの、そのはるか頭上を通り過ぎる。その際、サテッレスは頭上にある木々の枝を何本か切り落としていく。そしてその枝はお約束通り、プレーナの頭の上に落ちてきた。

「あははははは。プレーナ、面おも白しろい～～!!」

「いや、ここまでマジボケ出来るとは思わへんで。あんた大した役者や」

　ティルとクイックストーンは腹を抱えて大笑いである。

「あの～～、プレーナは真ま面じ目めにやっているんだから、笑うのは失礼ですよ」

　静花はそう諭さとすが、二人とも笑うのを止めない。

「あの俺、帰っていいかな？　他の連中が心配だし」

　アンリが溜め息と共にそう言った。




「広大、私もお手伝いします！　今のサテライトでは、間合いの広い相手は不利です」

　そう言うアイシャを広大は下がらせる。

「大だい丈じよう夫ぶだ、恵子とアイシャを巻き込むわけにはいかない！」

「そうです」

　広大の言葉をノワも肯こう定ていする。

「私たちの目的は、女王とその契けい約やくパートナーだけ。あなた方は無関係です」

「そちらに関係が無くても、私には関係があります！」

　アイシャはしなる光の鞭を、自分のサテライトで払はらう。サテライトの先にあるドリルに突つき刺ささった光の鞭は、そこから先が切断され地面に落ちる。

　溶とけた雪で濡ぬれたアスファルトに落ちた鞭状サテッレスは、まるで虫か蛇へびのようにのたうち回ったかと思うと、徐じよ々じよに輝きを失い光の粒りゆう子しとなって消えていった。しかしノワが手にするサテッレスには変化がない。切断された分、また伸びているようだ。

「どうやら、柄つかの部分を直接、叩かないと駄目なようですね」

「ああ、そうだな」

　アイシャの言葉に広大はうなずく。よく見ると柄の部分には、刃とも翼つばさとも付かぬ奇き妙みような紋もん章しようが描かれている。思い出してみれば、それと同じものがメリグナントクラフトにも付いていた。紋章の意味するところはまだ分からないが、いずれにせよそれがあるところが、サテッレスの本体なのだろう。

　ちらりと周囲を見回して、広大は閃ひらめいた。

　今までのノワたちの行動を見ていると……、行けるかも知れない！

　そう判断するや、広大は車庫から周囲の木々の方へ走る。

「ノワ、こっちだ！　二人で決着をつける!!」

「望むところです」

　ノワは広大を追って走る。

「広大」

　ティセは両手をぱたぱたさせて広大を追いかけようとするが、到とう底てい、追いつく事は出来ない。

「大丈夫だ、俺に考えがある！」

　広大はティセや恵子、アイシャにそう声を掛かけると、雪が残る林の中に入った。

「なるほど。立木で私のサテッレスを阻はばもうというのですか。なかなか良い考えです。しかし……！」

　ノワがサテッレスを振るうと、光の鞭は立木の間を縫ぬって広大へと迫せまる。

「ええい!!」

　広大が短剣形のサテライトを振るおうとすると、雪に足を取られてバランスを崩くずした。しかしそれが幸いしたようだ。光の鞭はその頭上を通過する。広大は緩ゆるやかな斜しや面めんに身を任せてそのまま滑すべり降おりる。

「無駄だ。逃にげ回まわるくらいなら、潔いさぎよく我々の仲間に……」

　言いかけたノワも雪面に足を取られた。バランスを崩したまでは広大と同じだったが、何分、地球の環かん境きようになれていない。広大よりも派手に倒れ、そのまま斜面を転がり落ちていった。そのノワの右手首を誰だれかが掴つかんだ。

　広大である。

「大空広大!?」

　ノワの右手にはサテッレス。そしてその右手首を掴んだのは広大の左手。利きき腕の右手にはサテライトが握にぎられている。

「あんまり動かないで欲ほしいな。こちらも精せい一いつ杯ぱいなんだ。一いつ緒しよに落ちちゃ困るだろう」

　その気になれば広大はいつでもノワの右手にあるサテッレスを破壊できるはず。しかしそうはしなかった。

「最初からこのつもりだったのか」

「雪で足場が悪いと滑る所まで、頭が回らないと思ってね」

「なるほど、現地調査の不備だったな。こちらのミスだ」

「いや、それはお互たがい様さま」

「どういう事だ？」

　当とう惑わくするノワに広大は笑う。

「こちらも色々とあってね」

　そして真顔になると広大は言った。

「一つ聞きたい。俺の親おや父じがどうのとか言っていたな？　あれは本当なのか、それとも単に俺をおびき出す為ためのでまかせなのか？」

「それは……」

　ノワが答えようとした時だ。スーツのポケットから声が響ひびく。

「話は聞かせて貰っていたよ。大空広大」

「サウザンドメイズィス！」

　驚おどろく広大に構わずサウザンドメイズィスは続けた。

「よくやってくれた。ノワ・ルーナ。後はこちらで引ひき継つぐ。ここは手を引いてくれ」

「分かりました、サウザンドメイズィス。大空広大、私の負けだ。手を離はなしても構わない、サテッレスは収容する」

「広大！　騙だまされてはいけません。何をするか分かりませんよ」

　追いついたアイシャが声をかけた。しかし広大は答える。

「いや、大丈夫だと思う」

「私もそう思います」

　恵子と一緒に走ってきたティセが息を切らせながらそう言った。広大は無言でノワの手を離した。ノワは約束通りサテッレスを収容する。

「信用してくれてうれしいよ、大空広大」

　サウザンドメイズィスの声が響く。ノワはポケットに手を入れ、携けい帯たい電話のようなものを取り出す。しかしそれがただの携帯電話ではない事は一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。開かれた液えき晶しよう画面の上に、サテッレスやメリグナントクラフトに有ったのと同じ、刃とも翼あるいは葉ともつかぬあの紋章が、立体映像で浮うかび上がっているのだ。サウザンドメイズィスの声は、その紋章から聞こえている。

　ｂｉｏクラフトのホロン体は、身体のどこかにある紋章で通信を行うが、恐おそらくはそれに相当するものなのだろう。

「さて、大空広大。今の質問に答えよう。あながちでまかせというわけじゃない。でも僕ぼくらも正直、確証はない。しかしこれは確かだ。アミークスに協力する地球人に、君とよく似た名前の地球人がいる」

「お前たちの仲間に!?」

　驚く広大の言葉をサウザンドメイズィスは否定する。

「いや、元仲間だな。アミークスのすべてが、僕の考えに賛同してくれたわけじゃない。賛同してくれなかった連中の中に、君と似た名前の男がいるんだ。年ねん齢れいからすると、君のお父さんの可能性がある。どうする、大空広大。確かめてみるかい？」

「確かめろと言われても……」

　思わぬ展開に広大はどうしていいか分からなくなっていた。そんな広大を挑ちよう発はつするようにサウザンドメイズィスは言った。

「ちょうど僕らは、その元仲間の側にいる。邪じや魔まになったからね、退場して貰おうと思ってさ。来るんなら、早くしたほうがいいよ」




　桜子は雪だるまの陰かげに逃げ込む。その上を三日月形のサテッレスが通過していった。

「ち！　威い勢せいがいいのは口だけか！」

　そう言い放つクレケンスは雪だるまに歩み寄りながら、サテッレスを受け止めさらに投げつけようとした。その時、桜子が雪だるまの陰から躍おどり出でる。

「その程度、読めてないと思ってるのかよ!!」

　クレケンスは手に持ったままサテッレスを振ふり抜いた。三日月の形をしたサテッレスは、桜子が右手に持っていたそれを真っ二つに切きり裂さく。

「桜子!!」

　ティオは悲鳴に似た叫びを上げた。しかしその声はすぐに安あん堵どのため息に変わる。

「ほら、やっぱり桜子は強いのよ」

「なに言っちゃってるのさ。泣きそうになったくせに」

　アーネチカに突つつかれ、ティオはそっぽを向く。

「泣きそうになったわけじゃないわよ！」

「くそ、それは……」

　桜子が右手に持っていたのは、旅館の土産みやげ物もの屋やで売っていた木刀。雪だるまに持たせてあったあの木刀の、正確にはその柄つかだけ。柄から先はクレケンスのサテッレスに切断されて、地面に落ちている。

　そして桜子の左手に握られてるのは、大鎌のサテライト。その切っ先はクレケンスのサテッレスに突きつけられている。少しでも動かせばサテッレスを真っ二つにする事は可能だろう。

「ち、俺おれの負けだ。負け。やってられねぇぜ」

　クレケンスがそう言った時だ。服のポケットからノワの声が聞こえてきた。

「一いつ旦たん、撤てつ収しゆうだ。後は殿下とサウザンドメイズィスに任せる」




「はい、撤収ですの？」

　プレーナはポケットから取り出した携帯電話に向かってそう言った。

「ああ、我々の任務はここまでだ。どうやらはじめからサウザンドメイズィスは、そのつもりだったらしい」
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　携帯電話に偽ぎ装そうした通信装置の向こうから聞こえるノワの声は、憤ふん懣まんを押おし隠かくしているかのようにも聞こえた。

「でもでも、ノワ兄さま。まだ決着はついていませんの！」

「いやいや、きっと何時間やっても決着はつかないから」

　アンリが呆れた顔で頭かぶりを振って言った。先さき程ほどから静花とプレーナは、それぞれのサテライトとサテッレスを振り回しているのだが、まったくと言っていいほど当たらない。ただ周囲にあった看板やベンチ、立木の被ひ害がいが増えていくだけだ。

「無理を言うな、プレーナ。我々の任務はここまでだが、大空広大たちを殿下とサウザンドメイズィスの許もとへ向かわせるという目的は達成できる。問題ない」

「そうですの？」

　何となく釈しやく然ぜんとしない様子だが、プレーナはそれ以上、兄に反論する事はしなかった。携帯をしまうと静花に向かってぺこんと頭を下げる。

「それでは失礼させていただきますの」

「あ、はい。お気を付けて」

　反射的に頭を下げて静花はそう言ってしまった。




「やれやれ、人使いが荒あらいね。君は」

　サウザンドメイズィスは苦く笑しようしてそう言った。

「最初から言っていただろう。月光三兄きよう妹だいだけじゃ心許ないって。それにこれで最低限アミークスに協力してる地球人の事が分かろうものだ」

　そんなグリーンデイブレイクに、サウザンドメイズィスは声を上げて笑った。

「ははは、これは一本取られたな。確かにいきなり呼びつけても来ないだろうからね。ここまでやれば、彼かれらも何かあると察するだろう」

「来ますでしょうか。サウザンドメイズィス」

　そう尋たずねたサイレントカレントにサウザンドメイズィスは自信たっぷりで答える。

「来るよ。これで来ないのならば、そんな奴やつらは必要ない。僕らにも、あの姉妹にもね」

　そしてサウザンドメイズィスは座すわっていたカウチから立ち上がる。

「じゃ、彼らが到とう着ちやくする時間に合わせて準備しようか」

　サウザンドメイズィスの目の前に浮かぶ立体映像には、宇宙空間に浮かぶ無数の雪の塊かたまり。その中にサウザンドメイズィスに従わなかったアミークス派ｂｉｏクラフトが潜ひそんでいるのだ。

「狩かりの準備をね」
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《ＰＨＡＳＥ―０６：０５　救済～Salvation～》







「申し訳ありません。イモータルヌーン。またお手を煩わずらわせてしまいまして。はい、また何かありましたら連れん絡らくいたします」

　そういうとアイシャはイモータルヌーンと連絡していた紋章を消した。

「旅館の皆みなさんは、イモータルヌーンの『午睡シエスタ』で明朝までお休みいただいています。今晩中に帰き還かんすれば、誰にも気づかれませんわ」

「そりゃ良かった。銀河系内なら夜の内に行って帰ってくる事も出来るからね」

　そう言うのはヒュージンだ。現在、広こう大だいたちはヒュージンのｂｉｏビオクラフト形態『イレブンスコンシャス』の中にいる。『グロリアスドーン』用の特とく殊しゆ装そう甲こうＥＳフレームこと旭天もヒュージンが回収、『イレブンスコンシャス』に搭とう載さいしてある。

　サウザンドメイズィスがアミークスを追おい詰つめてると言った場所は、銀河系の反対側。中心核かくに近い、渦か状じよう腕わんの根本にある幾いくつかの恒こう星せい系の中間地点だ。

　そこまではノワ、クレケンス、プレーナの三兄妹が、メリグナントクラフト形態で先導する事になっている。

「でもみんな付いてくる事はなかったんじゃないかな」

　広大は『イレブンスコンシャス』のキャビンを見まわしてそう言った。内うち山やま田だは念ねんの為、旅館に残っているが恵けい子こ、静しず花か、桜さくら子こ、それにアンリも同行しているのだ。もちろんティル、ティオも一緒。途と中ちゆうからビュートも合流している。

「あいつら何を考えているか分からないから、頭数は多い方がいいでしょう」

　桜子はそう答えた。

「それに大おお空ぞらさんのお父さんの事を知っていたから……。もしかしたら、私のお祖じ父いさんの件も、何か知ってるかも知れない」

「そうですね。私のお父様の事も……」

　静花もうなずいた。

「しかしお前たちの個人情報がだだ漏もれだったのは気になるなあ。……裏切り者がいるとか」

　何気ないアンリの言葉に、皆の視線はクイックストーンへ注がれる。

「な、なんやその疑いの眼まな差ざしは!?　今さらうちがあの連中の所へ戻もどれるわけないやろ!!」

　慌てて否定するクイックストーンに、恵子は問いただす。

「でもあんた、何で付いてきたのよ。誰とも契約してないし、旅館に残っていれば良かったじゃないの」

「あ～～、それはやなぁ」

　少し気き後おくれしたようにクイックストーンは言った。

「イモータルヌーン、旅館におるんやろ？」

「ええ、『午睡』で皆さんを寝ねかせていますから」

　アイシャの答えにクイックストーンは目をそらせて続けた。

「なんちゅうか、ほら……。イモータルヌーンと一緒にいるのは、恐こわいやん」

「……はぁ？」

　アイシャは怪け訝げんな顔だが、早さつ速そくそれに同意する者がいた。ティセである。

「それはこの上なく理解できます。姉は恐ろしいですからね」

「理解できるね」

「理解できるわね」

　ティル、ティオもすぐさま同意した。

「そやろ」

　三姉妹とクイックストーンは何度もうなずき合った。

「情報の件は後回しにして、今はそのアミークスに居るとかいう、広大くんのお父さんが問題さね。ＨＥＬＬＯならともかくアミークスに所属してるというのがミソさねぇ」

「母さんから、親父は失しつ踪そうする直前ｂｉｏクラフトに興味を持っていたとは聞いたことあるけど……。正直、今は信じられないですよ」

　広大はアーネチカにそう答える。その横で恵子が何やら考え込んでいた。

「どうしました、恵子？」

「うん、何でもない。何でも……」

　そう言うと恵子は、視線を逸そらすように頭こうべを巡めぐらせた。




「サイレントカレントめ。本当に裏切ったのか……」

「やはり単独起動は出来ません。戦せん闘とう態勢に入れないのでは、我々に勝ち目は……」

「待て、まだこの場所が分かったとは限らない。やり過ごす事が出来るかも知れない」

アミークス派、いやすでにアミークス残党と言った方がいいだろう。その一派に所属するビショップ級ｂｉｏクラフトの中は、蜂はちの巣を突つついたような騒さわぎだった。そのｂｉｏクラフトもまた巨きよ大だいな雪の塊の中に潜んでいる。

　ホロン体のｂｉｏクラフトたちは、どうしていいのか分からず右往左往するだけだ。もともと組織立った行動を苦手とするｂｉｏクラフトだ。今まで目的を同じくしていた同志が裏切り、襲おそいかかってきたと聞いて、どうしていいのか分からないのだ。

　その中で一人、冷静な者がいた。

　オネストホワールウィンドだ。キャビンのカウチに腰こし掛かけ、目ま蓋ぶたを閉じて何かを待っているかのようにも思える。

「オネストホワールウィンド！」

　その姿に気づいた同志の一人が声をかける。

「なにか方法はないのか？　お前ほどの勇者だ、何か打開の策はあるんだろう」

「あるわけがない」

　片方の目蓋を開いてオネストホワールウィンドは言う。

「単独起動が出来ない以上、戦闘態勢には入れない。出来る事といえばすぐに逃げるだけだ。しかしここまで近づかれたら、それも難しいな」

　そういうとオネストホワールウィンドは立ち上がる。

「私がサイレントカレントたちを引きつけよう。その間、一人でも多く逃げろ」

　安堵のため息と共に、複雑な空気がキャビンに流れる。オネストホワールウィンドの戦闘能力が如い何かに高くとも、その戦闘態勢に入れないのでは意味がない。そのまま出て行っても逃げ回る事しか出来ず、無む為いに倒たおされるのは目に見えている。

「しかし、オネストホワールウィンド……」

「他ほかに何か策があるのか？」

「あるぞ！」

　出し抜ぬけに声が響く。

「策はある。オネストホワールウィンド、俺と契けい約やくしてくれ」

　キャビンの奥おくから立派な髭ひげを蓄たくわえた中年男性が姿を現す。

「本気か？　お前の信条に反する事になるぞ」

「命あっての物種だろう。こうなったら手段は選んでいられない」

　髭をなでながら男は言う。

「君くん子し豹ひよう変へんするというだろう。まあ俺は君子ではないがな」

「いいだろう」

　オネストホワールウィンドは口元を覆おおっていたマントを少し下げて答えた。その口元にはわずかに笑えみが浮かんでいる。

「しかしここにいる地球人はお前一人だ。私がお前と契約しても、戦えるのは私一人。全員を無事に逃にがす事は絶望的だ。一人でも多く同志を逃がす。全員、私が出たらばらばらに逃げろ。再集結地点は所定で。分かったな」

　そしてオネストホワールウィンドは男へと向き直る。

「では契約だ」




　ノワ・ルーナのメリグナントクラフト形態は、チェーンを乱雑に巻いたような形状。敢あえて分かりやすく言えば金属たわしに似ている。もっともこれは移動の際に取るもので、実際にはチェーンそのものという姿だ。

「これは、どういう事だ？」

　ノワは接続シートで己おのれが目を疑った。そこでは逃げまどうｂｉｏクラフトを、無数のｂｉｏクラフト、そしてメリグナントクラフトが追い回していた。

「どうもこうもねえだろう、兄貴。殿でん下かが言っていた、アミークス狩りだろ」

　通信用立体映像の向こうからクレケンスがそう言ってきた。

「それはそうだが……」

　ノワは唇くちびるを噛かむ。その胸中を別の通信用立体映像に映るプレーナが代弁する。

「でもちょっと可か哀わい想そうですの」

「それはまぁ、そうだけどよ。殿下に逆らった連中がいけないんじゃねえか？」

「確かに、クレケンスの言うとおりだが……」

　相手のｂｉｏクラフトは単独起動が出来ず、戦闘態勢を取れないはず。そのｂｉｏクラフトを一方的に追い回すとは。

　ノワは釈然としないものを感じていた。そんなノワの当とう惑わくをいや増す声が上がった。

「これが調整者の役割か！」

　広大である。広大が新たに浮かび上あがった通信用立体映像の向こうからそう言ってきたのである。

「それは……」

「そうだよ、いけねえかよ！」

　開き直ったようにクレケンスがそう答えた。

「もしそうなら、ますます仲間になるわけにはいかない。俺たちは彼らを助ける」

「待て、大空広大。彼らはアミークスだ。君たちとは考えを異にしているのだぞ」

「それは分かってる。考えは違ちがうが、共存できないわけじゃないだろう」

　広大がそう答えた時だ。また新たな声がノワの耳に飛び込んできた。

「君のような考えがあるから、僕らのような調整者が必要になるんだよ」

　サウザンドメイズィスだ。サウザンドメイズィスは広大だけではなく、ノワやその兄妹たちにも言った。

「なるほど、多様性の維い持じは重要だ。しかし余りに多様性が高くなると、それぞれの要素が不安定になる。だから適度に刈かり込んでやらなければならない。それが調整者の役目だ。分かってくれたかな？」

「分かったよ。そうなると、今度は調整者が自らの存在意義の為ために、調整を繰くり返かえすわけだ」

「まったく……、どうしてそういうひねくれた考え方が出来るんだかね」

　広大の返答にサウザンドメイズィスは、呆あきれたように髪かみを掻かく。

「いずれにせよ、あの中に俺の親おや父じが居るかも知れないんだろう。だったら助けるまでだ！」

　その時だ。アミークスが隠れ家がにしていた一ひと際きわ巨きよ大だいな雪塊から、何か赤い閃せん光こうのようなものが飛び出だすのが、ノワが目の前にしているモニターに映る。

「む、あれは……」

　その閃光は近づいてくるメリグナントクラフトに向かって、船首の三連ドリルを振りかざし突とつ進しん、それをいとも簡単に正面から貫つらぬいた。

「戦闘態勢に入ってる。単独起動できるのか？」

「いや、違うね」

　サウザンドメイズィスは簡単にノワの言葉を否定する。

「誰だれかと契約したんだ。さて、誰だろうね」

　にやにやと笑いながらサウザンドメイズィスはそう言った。

「殿下！　グリーンデイブレイク殿下!!」

　ノワは叫さけんでいた。

「私は何をすれば宜よろしいのですか!?」




「良くやってくれた。ノワ、クレケンス、プレーナ。君たちは下がっていたまえ。もしも余よ裕ゆうが有れば、アミークスの掃そう討とうを手伝ってくれると有り難がたいが……。まぁ、そこまでは望まないよ」

『サイレントカレント』のキャビンには、立体映像と共にそう言うグリーンデイブレイクの声が響ひびく。

　……あの男、やはりメリグナントクラフトか。しかしおかしい。あの形態は低級メリグナントクラフトだ。

　サイレントカレントはｂｉｏクラフト形態のセンサーを駆く使しして、グリーンデイブレイクのメリグナントクラフト形態を探さぐる。それは巨大なモーターチェーンソーのような姿。しかしそれはメリグナントクラフトの中では、かなり低級とランクされてるものだ。

  もっともこちらでも女王クイーンである『グロリアスドーン』がダミーシェルを使っていた例もある。あれもメリグナントクラフト『グリーンデイブレイク』本来の姿ではないのだろうな……。

　サイレントカレントはそう考えを巡らせていた。

「しかし、殿下……。私は……、その……」

「僕ぼくのやり方が気に入らない。だろう、ノワ・ルーナ」

　サウザンドメイズィスはにやりと笑ってそう指し摘てきする。

「ああ、そうか。そりゃ困ったな」

　グリーンデイブレイクは、軽い仕草で金色の髪を掻いて見せた。

「君は真ま面じ目めだからね、ノワ。でも時にはこういうやり方も必要なんだ。気に入らなければ、そこで見ていればいい。僕から言えるのは、それだけだ」

「殿下！」

　懇こん願がんするようにノワは叫ぶ。

「見ていればいいと、我々はそれだけの存在なのですか!?」

「残念だけど……」

　グリーンデイブレイクは肩かたをすくめてみせる。

「そもそも僕は、君たちだけで女王とそのパートナーを連れて来られるとは思ってなかったしね。今回の一件はいい教訓になっただろう？　これから精しよう進じんしてくれたまえ」

「グリーンデイブレイク殿下、ならばなぜ我々はメリグナントクラフトに……」

　そこでサウザンドメイズィスは通信回線を切った。

「茶番だけど、茶番なりに笑えたね。サイレントカレント」

「はい……」

　サイレントカレントはサウザンドメイズィスにうなずくしかなかった。




　深しん紅くのナイト級は、サウザンドメイズィスとグリーンデイブレイクに従うｂｉｏクラフト、メリグナントクラフトを次々と葬ほうむり去さっていった。しかしいかんせん多勢に無勢。そうしている間にも、次から次へとアミークスの同志が倒されていく。

「オネストホワールウィンド！」

　そんなオネストホワールウィンドに聞き慣れた声が響く。

「助すけ太だ刀ちに参りました！」

　通信は伝わってる。しかしオネストホワールウィンドはそれに答える事はしなかった。

「彼かの女じよか？」

　制せい御ぎよデッキに立ったその男は、接続シートのオネストホワールウィンドをそう言ってひやかす。しかしオネストホワールウィンドは、いつもの冷めた態度を崩くずす事なく答える。

「いえ……。いわば妹のようなものです」

　そしてオネストホワールウィンドは、制御デッキの男にある一点を示した。

「他人の事を言ってる場合ですか。あの少年が出てきましたよ」

「ほお……」

　男は髭の下で笑う。

「あの女が、どう育てたのか……。見み物ものだな」




「アミークスのｂｉｏクラフトはすべて逃げてくれ！　向かってくる奴らは倒す事になる。こちらではメリグナントクラフト以外の区別は付かないからな！」

　広大はＥＳフレームをまとった『グロリアスドーン』の制御デッキでそう声を張り上げた。

　突とつ然ぜんの加勢にサウザンドメイズィス、グリーンデイブレイクに従うｂｉｏクラフト、メリグナントクラフトは半ばパニックに陥おちいってるようだ。組織立った抵てい抗こうは出来ず、各個ばらばらに戦うだけだ。

「いまはアミークスを逃がす事を優先しよう。深追いはするなよ、アンリ」

「分かってるって。それより広大、後ろについてる奴やつの動きが変だ。気をつけろ」

「後ろ？」

　アンリに言われて広大は後方を確かく認にんする。広所恐きよう怖ふ症しようの広大の為、ＥＳフレーム装備時の『グロリアスドーン』は走査システムに制限がある。その隙すきに接近してきたようだ。

「戦闘態勢に入っていません」

　接続デッキからティセがそう報告してくる。アミークスのｂｉｏクラフトか……。そんな広大の判断を証明するように、そのｂｉｏクラフトはゆっくりとこの空域を離はなれようとしている。

　しかしその時だ。パッとティセが両手を広げて危険を表現する。

「後方のｂｉｏクラフト、戦闘態勢に入りました」

「なに？」

　アミークスのｂｉｏクラフトの振ふりをして接近してきたのか!?　制御デッキの広大は、操縦システムでもあるサテライトの短たん剣けんを振りかざして振り返る。だが広大の目の前で、そのｂｉｏクラフトは破は壊かいされた。

　宙を切ってきたチェーンによってだ。

「ノワ!?」

　広大の呼びかけにノワの姿が通信用立体映像に浮うかぶ。

「このようなやり方は好かぬ。それだけだ」

　そうとだけ言うとノワは自分から通信を切ってしまった。

「良い人ですね」

　ティセはそうと言うだけだった。




「……で、どうするんだよ。兄貴」

「そうですの。これではグリーンデイブレイク殿下もお怒いかりですの」

「ううむ……、困ったな」

　アミークスの振りをして『グロリアスドーン』に接近するｂｉｏクラフトを倒してしまったものの、それは本来ノワたちの味方なのである。

　ノワとしては反射的にやってしまった事で、さして覚かく悟ごがあったわけでもない。しかし他のメリグナントクラフトや、サウザンドメイズィスに従うｂｉｏクラフトは、その一いち撃げきでノワたちを敵と認にん識しきしたようだ。

　数体のメリグナントクラフトが襲いかかって来た。

「ま、待て……！　我々は……」

　味方なのか？　逡しゆん巡じゆんするノワにクレケンスが答えを出してくれた。

「ええい、面めん倒どうくせい!!」

　クレケンス・ルーナのメリグナント形態は、サテッレスと同様、三日月形。その三日月形の『クレケンス・ルーナ』は、モーターチェーンソー形の低級メリグナントクラフトに突進、勢いに任せてその数体を切きり裂さいた。

「向かってくる奴らは敵だ！　全部叩たたき斬きってやる!!」

「いやぁあ！　こっちにも来ますの!!」

　プレーナのメリグナント形態もまたサテッレスと同じ輪状。その『プレーナ・ルーナ』のまた別のメリグナントクラフトが迫せまっているのだ。

「致いたし方かた有るまい！」

　ノワはチェーンを飛ばして、『プレーナ・ルーナ』へ接近していた低級メリグナントクラフトを撃げき破はした。

「やるか、兄貴？」

　そう尋たずねるクレケンスにノワは答えた。

「うむ、しかし勘かん違ちがいするなよ。クレケンス。我々はあのサウザンドメイズィスに誑たぶらかされている、グリーンデイブレイク殿下をお救いするのだ！」




「おやおや、面おも白しろい事になってきたね。グリーンデイブレイク。君もたいがい人望がないね」

「まぁ、それはお互たがい様さまだけどね。でもまぁ、これで一いち網もう打だ尽じんする理由が出来たわけだ」

　サウザンドメイズィスの皮肉を受け流してグリーンデイブレイクはそう答えた。

「まだ周辺にアミークス残党もいる。今なら一気に殲せん滅めつできるし、それに某なにがしの本当の力を、あちらの女王の皆みなさんにお目にかける事も出来るというものだ」

「どちらかというとそっちが目的だったんだろう、グリーンデイブレイク」

「まあね」

　そう言うとグリーンデイブレイクは、立体映像の向こうからウィンクして見せた。

「ちゃんと見ておきたまえ、サイレントカレント」

　少し真顔になるとサウザンドメイズィスは言った。

「貴族パトリシヤンのｂｉｏクラフトに真の姿があるように、彼かれのような高位のメリグナントクラフトにも真の姿がある。それをこれから拝ませてあげるよ」




「あのメリグナントクラフト、様子が変だな」

　広大はそれに気づいた。後方に下がり、戦闘に参加しないまま微び動どうだにせず、まるで全体の指揮を執とっているかのようなメリグナントクラフトがいるのだ。形状は典型的なチェーンソー、つまりモーターチェーンソー形だから、低級メリグナントクラフトだ。しかしメリグナントクラフトにも、ダミーシェルが有ってもおかしくはない。広大は慎しん重ちように様子を見る。

「広大」

　アイシャが言ってきた。

「アミークス側から所属ｂｉｏクラフトのデータが来ました。これで敵味方の識別が可能です。それとまだ未み確かく認にんですが、やはりアミークス側のｂｉｏクラフトが、誰か地球人と契約したように思えます」

　オネストホワールウィンドという名前は出さずにアイシャはそう報告した。

「ありがとう、アイシャ。それじゃ……。ちょっと待ってくれ、サウザンドメイズィス側が下がっているんじゃないか？」

　広大はアイシャから転送されてきた識別信号のデータを見て声を上げた。

「確かにその通りですね。しかし撤てつ退たいするという感じではありません。まるで何かから避ひ難なんしているようです」

　その中で広大が注目していた、あの一見何の変へん哲てつもない低級メリグナントクラフトだけが動かない。

　やはり何かある。しかしどうしたものか。迂う闊かつに接近してもいいのだろうか。

「来ます」

　その時、ティセが静かに言った。

「広大、こちらも何らかの手を打つべきです。さもないと……」

「手を打つべきって……」

　振り返ってそう言ったティセに広大が聞き返した時だ。あのメリグナントクラフトに異変が起きた。突然、光と共にモーターチェーンソー形の外装が吹ふき飛とんだのだ。

　その下からは閃光と刃はを持ったチェーンの塊かたまりが出現する。

「大空広大！」

　ノワの声が飛び込んできた。

「すぐにこの場から逃げ出すか、何らかの対策を取れ。この一帯の空間にあるものは、すべて消し飛ぶ！」

　ノワが言い終える前には、チェーンの塊は見る間に大きくなっていくではないか。すでに直径は数十キロ、いや数百キロメートルにも達しているであろう。

「ティセ！」

　広大の声にティセはうなずき言った。

「グロリアスドーン全盛装化オールパナプリイ『審判ジヤツジメの剣ントソード』」




「はははは！　いいね、いいよ！　それでなくちゃ、僕もやりがいがないというものだ」

　自らのメリグナントクラフト形態の中でグリーンデイブレイクは笑う。

「それならば僕も見せてあげよう！」

　そしてグリーンデイブレイクのホロン体は左手をかざした。

「グリーンデイブレイク全武装化オールアーマメント！　『救済のサルベーシヨン手甲ガントレツト』!!」




「これは……!?」

「急げ、サイレントカレント。彼の中に逃げ込むんだ。さもないと普ふ通つうのｂｉｏクラフトや、メリグナントクラフトでは、これから起きる事には耐たえきれない」

　珍めずらしくサウザンドメイズィスは緊きん迫ぱくした口調で言った。その間にもメリグナントクラフト『グリーンデイブレイク』、そしてｂｉｏクラフト『グロリアスドーン』は見る間に巨きよ大だい化かしていく。




　光速をはるかに超こえた速度で展開していく空間の異変は、その周囲にあった無数の雪の塊を蹴け散ちらし、粉雪に変えて宙へと舞まい散ちらす。

　一つ一つの直径が小しよう惑わく星せいほどもある無数の雪の塊を、まるでヴェールのように身に纏まといながら『グロリアスドーン　ジャッジメントソード』が姿を現した。

　一気に拡大した空間の情報が広大に流れ込む。普通の人間でもパニックを起こす所だ。広所恐怖症の広大は正気を保っているのがやっとである。それでも二回目という事もあり、これからの策を考えるだけの余裕はあった。

　長期戦は不利だ。一撃で決める。

　すぐ間近で『ジャッジメントソード』モードになったのだ。出現と同時に叩き斬る。広大はそう決心していた。

「うぁあ!!　うおおおお～～！」

　気合いなのか、恐きよう怖ふを紛まぎらわせようとしてるのか、自分でもよく分からない。広大は言葉にならぬ叫びを上げながら、長ちよう剣けんに変形したサテライトを振りあげ、そして一気に振り下おろしていた。

　いや、振り下ろせていない。

　サテライトは途と中ちゆうで止まった。何かにつかみ取られたのだ。

「……そんな、馬ば鹿かな」

　全長１・２天文単位もある巨きよ大だいな長剣。それが存在するだけでも、人類の尺度からは理り不ふ尽じんきわまりないというのに、広大の目の前に現れたのは、さらに常じよう軌きを逸いつした存在だった。

　左手だ。

　巨大な左手が直接、ジャッジメントソードの刃を握にぎり、止めたのだ。

　指は五本。人間の手と同じだ。指先から肘ひじの少し前の所まで。しかしさすがに生身の手というわけではない。全体が金属光こう沢たくを持つ物質に覆おおわれている。

　その印象はまさに手甲ガントレツトだ。

　それらの映像は『グロリアスドーン』のセンサーが得た情報を再構成したもの。『グロリアスドーン　ジャッジメントソード』もそうだが、その刃を握り取った巨大な手も、可視光線で見れば恒こう星せいから届く微び弱じやくな光の中で、徐じよ々じよにその全容を現してきているところのはずだ。

「く……!?」

　長剣型に変形したサテライトを戻もどそうとしても、がっちりと固定されているようでまったく動かない。そればかりかサテライトに火花が飛び散り始めているではないか。

「広大、このままでは危険です」

　ティセが言った。

「あのメリグナントクラフトは、全体がチェーンソーで覆われています。そのチェーンソーが徐々に表面に食い込んできています」

　広大の目の前に拡大映像が出る。確かにガントレットの表面には無数のチェーンソーが蠢うごめき、つかみかかったジャッジメントソードの表面で閃光をあげていた。チェーンソーの刃一つ一つが、地球上で最大の大陸ほどもあるのだが、それを考えるとまさに想像を絶した光景だ。

　しかしこれは……。これと同じような事が最近あったはずだ。それは、確か……。

「大空広大」

　記き憶おくを探り当あてる前に、その声が響いた。続いて通信用の立体映像が浮かび上あがる。どうやら強制的に通信データを送ってきたようだ。

「剣を振るう時は、迷いは捨てろと言っただろう？」

「あなたは……」

　先週、広大に竹刀しないの素す振ぶりをしてくれと言ってきた、あの金きん髪ぱつの青年。通信用立体映像に現れたのは、やはりその青年だった。

「ああ、自己紹しよう介かいがまだだったね。僕はグリーンデイブレイク。見ての通りメリグナントクラフトだ。メリグナントクラフトの名は『グリーンデイブレイク　救済のサルベーシヨン手甲ガントレツト』。お見知りおきを」

　にこやかに笑いながらそう言うグリーンデイブレイクに向かって、ティセは両手を激しくぱたぱたさせていた。

「あの時は、一体なんの目的で……」

「君たちに興味があってね。いけないかい？　いや、それよりも今はもっと大切な事があるだろう」

　相変わらずびくともしなかった長剣型サテライトだが今度はそれが押おし戻される。

「何だったら、僕はこのままジャッジメントソードをへし折る事も出来る。それでもいいのかい？」

「へし折るって、そんな真ま似ねが……」

　広大がそう言うと、グリーンデイブレイクの顔から笑えみが消えた。

「出来ないとでもいうのかい？　それとも試ためしてみるか。君が知ってるかどうかは知らないけどね。ｂｉｏクラフトは確かにそれくらいでは消しよう滅めつしない。しかし貴族クラスになると再生には何億年という単位がかかる。それでもいいのか？」

「嫌いやです」

　広大ではなく、ティセが答えた。

「そんな事になったら広大に会えません。広大に会えないのは嫌です」

「女王陛下はそうおっしゃっている。君はどうだ、大空広大？」

「俺おれだって嫌だ！」

　そう言い放つ広大に、グリーンデイブレイクは満足げにうなずく。

「じゃあ何とかしてみたまえ」

　しかし広大が渾こん身しんの力を込めても、サテライトはびくともしない。そればかりか今度は右へ、さらには左へと、ガントレットに掴つかまれたまま振り回まわされるだけだ。

「もう一度言う、僕ぼくはこのままジャッジメントソードを折る事も出来るんだ。それが嫌なら僕たちの仲間になりたまえ」

　そう言うグリーンデイブレイクの口調に、どこか切せつ迫ぱくしたものがあるのを広大は気づかなかった。それだけ広大の方も必死だったのだ。

「ならば……」

「大空さん、そのまま押さえつけていてください」

　通信用立体映像から桜子の声が飛び込んできた。

「ティオがジャッジメントモードでガントレットを攻こう撃げきすると言ってます」

「ティルもやるやる～～！　ジャッジメントモードになる～～!!」

　そう言うティルを慌あわてて押しとどめるアイシャの声も聞こえる。

「駄だ目めです！　アウグストダスクもトランクルナイトも、イモータルヌーンからジャッジメントモードの許可を得ていません！」

「そんなの関係ないわよ。ねえティル」

「うん、お姉ちゃんを助ける！　行こう、静花！」

「うるわしい姉きよう妹だい愛あいで結構な事だ……」

　おや、こいつ……。広大はそこでようやくグリーンデイブレイクの異変に気づいた。よく見ると額に脂あぶら汗あせが浮かんでいるようだ。それに口調からもどこか辛つらそうな印象を受ける。

　行けるか？　このまま押し切れるのか？

　広大はサテライトに力を込める。刃が逆にガントレットへと食い込む感かん触しよくが伝わってくるようだ。

　よし、このまま……！

　しかし手練手管ではグリーンデイブレイクの方が一枚上うわ手てだった。突然、サテライトを押さえつけていた力が消えて失うせる。広大は勢い余ってつんのめりそうになったものの、『グロリアスドーン　ジャッジメントソード』の方は、ティセの制御でそのままの姿勢を保ち続けた。

「いや、止めておこう」

　グリーンデイブレイクは立体映像の向こうでお手上げの仕草をしてみせた。

「審判の四姉妹のうち、三人を相手にするほど僕も馬鹿じゃないよ。そう、今はね。次に会う時は、お互い準備を怠おこたらぬようにしようじゃないか。大空広大」

　その言葉と共に『サルベーションガントレット』は『ジャッジメントソード』から、徐々に離れていく。

「ちょっと待て、勝手な事を言うな！」

「落ち着け、広大！　熱くなるな、深追いするなと自分でも言っただろう！」

　アンリがたしなめるが、広大は聞く耳を持たない。

「このまま放っておけるか！　ティセ、追うぞ！」

　そんな広大にアーネチカが声をかけた。

「広大くん、広大くん。その前にもうちょっと周囲の状じよう況きようを観察してみるべきさね」

「そんな事……」

　分かってる。そう言いかけた途端、広大の意識に周辺空域の空間情報が怒ど濤とうのように押し寄よせてくる。

「あ、あれ……」

　今までは興奮していて無意識のうちに、空間の情報を遮しや断だんしていたのだ。それを意識した瞬しゆん間かん、広大の広所恐怖症が顔を覗のぞかせる。興奮状態が冷めた反動も相まって、広大はふらっとよろけ、そのまま倒たおれ込んでしまった。

「広大」

　ティセは接続シートから立ち上がったものの、どうしていいか分からず、両手を激しくぱたぱたさせながら右往左往するだけだ。

「広大、広大、広大」

　何度呼びかけても、広大が起き上がる気配はない。そんなティセにアイシャが言った。

「ティセさま、落ち着いてください。まずクレストンモードに戻して、ＥＳフレームを再装着してください。それとそろそろ帰らないと、旅館の朝食に間に合いません」

「ここで朝食の話が出るなんて、なんかシュールねえ」

　恵子が呆あきれたようにそう言った。




「いやいや、なかなか楽しかったよ」

『サイレントカレント』キャビンに戻ってきたグリーンデイブレイクはさも楽しげにそう言った。

「グリーンデイブレイク。あなたのその力、大変興味深いのですが……」

「サイレントカレント」

　尋ねかけたサイレントカレントをサウザンドメイズィスが制止する。

「グリーンデイブレイクは疲つかれているんだ。少し休ませてやろうよ」

　しかしグリーンデイブレイクは、サウザンドメイズィスの心こころ遣づかいに意外そうな顔をする。

「疲れてるって？　いや、僕は……」

　そんなグリーンデイブレイクに向かって、サウザンドメイズィスはカウチに座すわったまま、顔だけ向けて言った。

「グリーンデイブレイク。君はジャッジメントソードをへし折ると言っていたけど、本当にそれが出来たのかい？」

　そう言われた瞬間、グリーンデイブレイクの表情が目に見えて厳しくなり、そして黙だまり込んでしまった。しばしの沈ちん黙もくの後、グリーンデイブレイクは力を抜ぬくように、一つため息をつくと言った。

「そうだな、疲れているようだ。休ませて貰もらうよ」

　そう言うと『サイレントカレント』のキャビンを出て行ってしまった。




「昨日あれだけ寝ねたのに、またみんなよく寝るよなあ」

　帰りのバスの中で孝たか郎おはそう言った。バスの中でまた一ひと騒さわぎしようと思っていた当てが外れたのでつまらないのだろう。

「そうっすヨねえ。昨日は割とみんな早く寝ちゃったのに」

「恵子も先生たちもぐっすりっスよ」

　藍あお留る、朱あか璃り姉妹も物足りなさそうだ。

「うむ、昨日は布ふ団とんに入りすぐに寝てしまったからな。おかげで目が冴さえて仕方ない」

　兵ひよう衛えもそう言う。広大たちがメリグナントクラフトと戦っている間、イモータルヌーンの『午睡シエスタ』の効果で寝ね入いっていた事はまったく気付かれてないようだ。

　もっとも徹てつ夜やで銀河系の反対側まで行ってきた方は、バスの中で熟じゆく睡すい中だ。恵子、静花、ティル、ティオ、クイックストーンにアンリ、アイシャ。そしてアーネチカもすやすやと寝ね息いきを立てている。桜子まで船を漕こいでる始末である。これはバスから降りる時、また一ひと騒そう動どう有りそうだ。

　その中で広大だけは眠ねむる気にはなれず、窓の外を流れる雪景色を見ていた。

　結局、あの赤いナイト級オネストホワールウィンドと契けい約やくした地球人の名前は分からなかった。アミークスから聞き出せたのは、あの中には地球人は一人しかおらず、その一人と契約したという所までだ。

　オネストホワールウィンドとアミークスは、救助して貰った事には礼を言ったものの、そのまま宇宙の彼方かなたへと去ってしまった。いずれにせよ自分たちが行動を共にすれば、サウザンドメイズィスに狙ねらわれる可能性がある。お互いそれは不利益にしかならない。

　そう言われれば広大たちも納なつ得とくするしかなかったのだ。

　ティセも広大と同じく、眠ってしまうことなく、窓の外の雪景色を眺ながめていた。

「東京には雪は降りませんか？」

　やにわにティセはそう広大に尋たずねた。

「いや、降る事は降るけど……。積もるのは何年かに一度だなぁ」

「そうですか」

　ティセは窓の外の雪景色へ視線を戻しながら言う。

「またみんなで雪だるまを作れたらいいと思います」

　そして広大の方へ振ふり返かえると、いつものように手を差さし伸のべるような仕草で続けた。

「みんなで雪だるまを作るのは楽しいですからね」

「そうだな。また雪だるまを作ろう」

「はい、作りましょう」

　ティセはうなずいた。しかしそんなティセの表情が、広大にはどこか切なげに思えた。




　そして数日後。

「あ～～ん、疲れましたの～～。眠いのですの～～。お腹なかすきましたの～～！」

　ぶつくさ言いながらもプレーナは、北綾グラウンド地下にあるＵＮｂＡＲ日本支局特別分室の大おお掃そう除じを手伝っていた。

「くそ、これならグリーンデイブレイクに付いていった方が良かったんじゃないか。兄貴！」

　床ゆかをモップがけしながら、クレケンスもそうぼやく。

「いや、これでいいのだ。クレケンス、プレーナ。ＵＮｂＡＲには恩義がある。それを返さぬうちに姿を消すのは、このノワ・ルーナの信義にもとる」

　ノワはテーブルを雑ぞう巾きんがけしながら答えた。

　結局サウザンドメイズィスとグリーンデイブレイクに見放された三兄きよう妹だいは、あの後ＵＮｂＡＲの厄やつ介かいになっているのである。もちろんＵＮｂＡＲとしても、彼かれらからメリグナントクラフトの情報を聞き出だすという目的があるのは言うまでもない。

「あら、皆みなさん。頑がん張ばっていらっしゃいますね。でも旅館の宿しゆく泊はく費ひ分には、まだもうちょっと足りないかなあ♡」

　三兄妹の作業振ぶりを監かん視しに来た奥おく山やまは、にっこりと笑いながらそう言った。宿泊費が払はらえなくなった三人の分を、奥山がＵＮｂＡＲの福利厚こう生せい費ひから立たて替かえたのである。

「あ～～ん、この人、鬼おにですの、悪あく魔まですの～～！」

「あらあら、折せつ角かくお餅もちを焼いていたのに。残念ねえ」

　奥山のその言葉に、プレーナはしれっと掌てのひらを返す。

「頑張りますの！」

「ち、現金なもんだぜ」

　そういう弟と妹を見て、ノワは満足げな笑みを浮うかべていた。
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《ＰＨＡＳＥ―０６：０６　新年～the New Year～》







「広こう大だい、私は疑問があります」

　晴れ着姿のティセは言った。

「なぜ今日はおめでたいのですか？」

「それはほら、ちょうど一年の区切りだからな」

　この質問は去年の暮れから何度目だろうか。どうもティセは正月、新年というのが理解できないようなのである。

「一年の区切りなら、毎日祝うべきです。特に現在、地球が公転周期の特別な位置にいるわけでもありません」

　眉まゆをひそめて激しく両手をぱたぱたさせるのは、ティセが不満に思ってる証しよう拠こ。しかしそう言われても広大としては説明のしようがない。

「いや、まぁそれはそうだけどな。毎日、祝うわけにもいかないし、だからと言ってどこかで区切りを設けないと困るからなあ」

「私は困りません」

「困る人がいるんだよ」

「それは困りましたね」

「うん、困るだろう」

「はい、困ります」

「お正月から、なに頭悪くなりそうな会話してるのよ」

　呆れた恵けい子こが後ろからそう言ってきた。広大とティセ、恵子とアイシャは、元がん旦たんの未明に初はつ詣もうでに出かけたのだ。

　足立区西にし新あら井い大師前は、初詣客でごった返している。広大たちは駅前で待ち合わせをしている所だ。

「おねーちゃん！」

　そう声をかけてきたはティル。一いつ緒しよに晴れ着姿の静しず花かもいる。

「わぁお姉ちゃんも着物だ～！」

　少し羨うらやましそうにティルは言った。ティセの着物はわざわざ広ひろ海みが用意してくれたもの。女の子はいいわねえと言いながら、自分で選んできたのだ。

　ティセは少し自じ慢まんげに両手を広げてみせる。

「着物は面めん倒どうくさいからねえ」

　そう言って笑う恵子は普ふ段だん着ぎ。アイシャも同様だが少し残念そうに言った。

「でもこういう機会でもないと、最近は着物を着る機会はないんじゃないですか？」

「お父さんは着ろって言うんだけど、別に親の為ために着るわけじゃないし……。さて、碧あおと朱は家族で旅行だし、そろそろ行きましょうか」

「おい、孝たか郎おたちはどうするんだよ」

　孝郎と兵ひよう衛えにも声をかけているのだが、それを無視して恵子は参道の方へ歩き出す。

「いいじゃん、別に。着いたら携けい帯たいで連れん絡らくするでしょう」

「兵衛は携帯持ってないんだがなあ」

　そうぼやきながら広大も恵子を追いかけようとする。

「あの、桜さくら子こさんとティオがまだなんですが」

　そう言う静花に広大は怪け訝げんな顔をする。

「へ？　俺が声かけたら、来ないって……」

「はい、そうだと思って私の方から誘さそって……」

　そう言いかけた時、人ひと混ごみの間から声が上がった。

「げ、ティセにティル。なんでいるのよ!?」

　わざわざ振り返るまでもない。駅から出てきたのは桜子とティオだった。桜子はうんざりした顔で広大と静花を交こう互ごに見つめていた。

「新年からまたこのメンバーなのね」

　嘆たん息そくして桜子は言った。

「でも皆さん、仲間ですから」

　静花は笑ってそう言った。

「まぁいいさ。……あ、そう言えば忘れていたな」

　広大は一つ咳せき払ばらいをして言った。

「新年明けましておめでとう！」

「あけおめ～～」

　気の抜けた調子で恵子も挨あい拶さつする。そんな恵子を注意しながらアイシャも頭を下げる。

「恵子、失礼ですよ。皆さん、明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします」

「……まぁ、今さらだけど。明けましておめでとうございます」

　ちょっと視線をそらせたまま桜子も新年の挨拶をする。

「ねぇお姉ちゃん。どうして新年はおめでたいの？」

「よく分からないのですが、一年に一度だからおめでたいそうですよ」

「なんで今日が一年に一度なのかしらね」

「良く分かりませんが、おめでたいから今日だそうです」

　三姉妹は納得したのかしないのか、うんうんとうなずき合う。

「それでは新年の挨拶をしたいと思います」

「わ～～い、ティルも挨拶する！」

「仕方ないわね。私もしてあげるわよ」

　ティセ、ティル、ティオは、三人並んで広大たちの方へ向き直って言った。

「おめでたいですね」

「おめでたいね」

「おめでたいわね」

「………………………………」

　三人のその挨拶に広大たちは返す言葉もない。しかしティセは満足したようで、両手をリズミカルにぱたぱたさせている。

「余りのおめでたさに言葉もないようです」

　そしてティセは参道の方へ歩き出し、みんなに手を振る。

「それでは初詣というものに行きたいと思います」

「はいはい……」

　広大たちは苦笑いを交かわし、ティセたちの後を追いかけた。

　その時だ。視界の隅すみに入った人ひと影かげが、広大の記き憶おくを刺し激げきする。自分でも良く分からないうちに広大は振り返っていた。

　なにしろ視界の隅にちらりと捉とらえただけだ。それが本当に自分の記憶にある人物と同一かどうかは分からない。

　もしかしたらこの前の、あの一件で神経質になっているだけかも知れない。

「広大、どうしたのよ！　広大!!」

　恵子の呼ぶ声で広大は我に返った。

「あぁ、今行くよ」

　広大は慌ててみんなの後を追いかけた。




「声は掛かけないのか？」

　真っ赤なマントを着込んだその男はそう声をかけた。

「いや、あいつに会うのはあの女の真意を確かめてからだ」

　そう答えたのは、立派な髭ひげを蓄たくわえた中年男性。

「久しぶりの日本だ。少しはのんびりさせてくれ、オネストホワールウィンド」




　ＵＮｂＡＲ本部のあるメガラニカ諸島共和国は、すでに新年を迎むかえていた。自室で本部裏の南太平洋を見つめながらイモータルヌーンは一人つぶやいていた。

「なにを考えていらっしゃるの。『素晴らしい場所ワンダフルプレイス』、いいえお母さま……」




「お～～、今年もいい初日の出ねえ」

　いつもはティセが朝日を眺めている物干し台に上がり、大おお空ぞら広海は初日の出を拝んでいた。

「今年もいい年でありますように」

　そう言うと朝日に向かってパンと手を打った。







テキストＲａｄｉｏグロリアスドーン

新キャラで遊ぼう！








ティセ　　　「（何か不満げに激しくぱたぱた）」

広大　　　　「そんなわけでなんか一気に人数が増えたな」

恵子　　　　「増えたわねえ」

ノワ　　　　「うむ、増えたな」

広大　　　　「いや、あんたが言うか」

恵子　　　　「ただでさえ、人数が多いのにまた増やしてどうするのよ。ますます収拾がつかなくなるでしょう」

クレケンス　「おいおい、せっかく俺たちがクライマックスに向かって話を盛り上げてやろうと出てきてやれば、この扱いかよ」

プレーナ　　「そうですの。特に私なんか、シリーズ初のメガネっ娘なのに、邪魔っ子扱いはないのですの」

恵子　　　　「メガネならいるじゃないの。ほら、広大にヒュージンに……」

広大　　　　「いや、俺はメガネだけど、メガネっ娘こじゃないし」

ティオ　　　「桜子は本読む時に時々メガネかけるわよ」

桜子　　　　「普段は必要ないんだけどね。長い時間、本を読んでいると目が疲れるから」

広大　　　　「あぁ、そう言えばそうだったなぁ（四巻参照）」

ティセ　　　「（やっぱり何か不満げにぱたぱた）」

ノワ　　　　「とにかく、安心したまえ。我々が来たので、これからクライマックスへ向けて話も順調に盛り上がっていく事であろう」

恵子　　　　「いや、なんていうか。……また馬鹿が増えただけという感じがしないでもないけど」

クレケンス　「なんだと、黙って聞いていればいい気にしゃべくりやがって！」

恵子　　　　「なによ、やろうって言うの？　あんたなんか空手とブーメランを組み合わせた画期的な拳法でも極めていればいいのよ!!」

広大　　　　「また訳のわからん事を……」

恵子　　　　「ま～～、盛り上げると言っても、ラストバトル辺りで華々しく散るのがお似合いじゃないの？」

静花　　　　「でもプレーナをはじめ、皆さんそんなに悪い人でもないようですから……」

クレケンス　「おお、お嬢ちゃんはよく俺の本質を分かってるぜ!!」

広大　　　　「いや、そういうあんたが一番悪そうなんけど」

クレケンス　「なんだ、何か言ったか!?」

広大　　　　「いえいえ、別に何も」

ティセ　　　「（すごく不満そうにぱたぱた）」

アイシャ　　「あのティセさま……、さっきから何かご不満のようですけど」

ティル　　　「お姉ちゃんは、さっきからずっと怒ってるんだよ」

広大　　　　「そうなの？」

ティセ　　　「そうです。私は具体的に不満です。怒っています」

広大　　　　「さっきから妙に忙しなくぱたぱたしてると思ったら、怒っていたのか」

ティセ　　　「駄目です、いけません。広大はもっと私の怒りを理解しなくてはいけません」

広大　　　　「いやぁ、理解しろと言われてもなあ」

恵子　　　　「表情とかいつも同じだしねえ」

アイシャ　　「私は分かりましたよ」

ティル　　　「ティルも分かったよ」

ティオ　　　「私も分かったよ」

ティセ　　　「つまり広大は具体的に駄目という事ですね」

ティル　　　「駄目だね」

ティオ　　　「駄目よね」

恵子　　　　「駄目ね」

桜子　　　　「駄目よ」

ノワ　　　　「駄目だな」

クレケンス　「駄目だぜ」

プレーナ　　「駄目ですの」

静花　　　　「……あ、あの私も言わなければならないんですか？」

広大　　　　「いや、静花ちゃんはいいから。それにしても、駄目だしまで増える事は無いだろう!!」

ノワ　　　　「いや、すまん。そういう習慣かと思ってな」

広大　　　　「そんな理不尽な習慣はありません！　それで、ティセ。具体的に何が不満なんだよ」

ティセ　　　「はい、今回のお話は具体的にドリル分が足りません」

広大　　　　「ああ、なるほど。言われてみればその通りだな」

恵子　　　　「今回は雪と温泉がメインだったもんねえ。まぁシーズンだから、しょうがないけど」

広大　　　　「ドリルは戦闘シーンだけだったもんな」

ティセ　　　「はい、ドリルは素晴らしいものなのに、それが充分に生かされてないのは大きな問題だと思います」

ノワ　　　　「何を言う。ドリルよりもチェーンソーの方が素晴らしいに決まっているではないか」

ティセ　　　「駄目です、いけません。チェーンソーは具体的に敵です。ドリルの方が素晴らしいのです。実に素晴らしい」

広大　　　　「ああ、こっちでもドリルとチェーンソーの争いが……」
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あとがき







　本年最初の作品という事で。

　あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。

　まあ奥付はもう二月ですが（笑）。




　第八巻です。

　そんなわけでちらほらと背後にいた存在が見えてくるようになって参りました。広大くんも主人公らしく……、なってくれるといいなあ（笑）。

　二月発売という事もあり、今回の舞台は温泉です。いや、正確には雪山なのですが、重点はあくまで温泉です。セールスポイント的にも（ぉ）。

　昔は一年に一度くらいは、友人たちと温泉に行っていたものですが、最近はそんな余裕もなく、せいぜい自宅の風呂に温泉入浴剤を入れて楽しむのが精一杯です。

　仕事が忙しくて外に出られなくなると、本当、寝るのと入浴が数少ない娯楽になっていたりしますもので。

　なお本編に出てくる「淡城」という地名は架空のものですのでご了承下さい。

　実は私の別の作品にもさりげに登場しておりますが、別に世界設定が繋がっているという分けでもありませんので、その点はご注意を。

　これ以外にも複数の作品で登場してる架空の地名、架空の人名などがありますが、それらも同様に世界が繋がってるというわけではありません。

　いちいち名前を考えるのが面倒なもので、使い回ししてるだけです（笑）。

　例を上げるならば……。

　作中のアメリカ大統領はいつでもどんな作品でも「フォスター大統領」。

『グロリアスドーン』では今のところアメリカ大統領の名前は出てきていませんが、おそらくフォスター大統領でしょう。

　というかフォスター大統領に決めました。いま（笑）。

　そんなわけで『グロリアスドーン』作中のアメリカ大統領はフォスター大統領です。はい。この先、登場するかどうかは分かりませんが。




　さて作中に足立区のイルミネーションイベントが登場しますが、これは綾瀬周辺ではやっていないものの、実際に毎年年末、竹ノ塚から元淵江公園にかけて行われているのですよ。

　足立区の名所といえば東京マリンが閉鎖されて以降、西新井大師だけかと思ったら、そうでもないようです。まだ全国的に知られているという程ではありませんが。

　年末には私の家にも新聞の折り込みチラシが入ってきました。

　それを見てびっくりした事が一つ……。

　なんと足立区には「足立区観光交流協会」があるのか！！

　ううむ、観光するような場所といえば、それこそ西新井大師と……。という状態の足立区にも観光協会があったとは、長年住んでいても気付きませんでした。

　しかしあれですな、足立区に観光協会があるという事は……。

「ロリっ子がオープニングで踊ってるアニメ」（某社の偉い人曰く）ではありませんが、『グロリアスドーン』がアニメ化でもされたら、足立区の村起こしならぬ区起こし……。いや、いっそ最初から足立区をスポンサーにしてご当地アニメというのも面白いかも知れませんねえ。

　折角、観光協会があるのですからねえ。

　いかがでしょう？　近藤足立区区長兼足立区観光交流協会会長さま。




　さて今後の展開ですが「キャラの！」休刊に伴い、特別編のキャラクターが合流という事になります。

　次の第九巻はラヴィー編の完結編を予定しております。「キャラの！」Ｖｏｌ．13、Ｖｏｌ．14に掲載された特別編二回分を冒頭に掲載。その後、ラヴィーの正体やペンデュラム財団の目的が明らかになる展開を予定しております。本編にも登場してる思わぬキャラクターが絡んでくるかも知れませんのでお楽しみに。タイトルも第四巻のように本編とはパターンを変えるかも知れませんので、念の為、ご注意を。以降も短編のキャラクターは本編にも登場してくる予定なので楽しみにしていて下さい。

　第九巻よりも前に「キャラの！」に掲載していた短編が『アイキャッチ』第二巻として発売される予定です。

　春頃には発売されると思いますので、暖かくなるまでしばしのお待ちを。




庄司卓公式サイト「庄司卓完全攻略本」

http://www.syoji-sc.com/




庄司卓公式blog「庄司卓完全攻略ブログ（季節の言葉）」

http://blog.goo.ne.jp/syoji-takashi/
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




庄司 卓先生／四季童子先生／小松崎龍海先生
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